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ソライロ♪プロジェクト




②恋れん愛あい経けい験けんゼロたちの恋こいうたコンテスト








一いちノの瀬せ三み葉よ・作

夏なつ芽めもも・絵
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〈保護者のみなさまへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






































１　「恋こいうた動どう画がコンテスト」に参さん加かしよう！






　そのメッセージが届とどいたのは、しとしと雨あめが降ふりつづく夕ゆう暮ぐれ時どきだった。





コウスケ『おい！　今いますぐこのＵＲＬをチェックしろ！　→http://www.[image: ][image: ]○.....』






　絵えを描かいていた手てを止とめて携けい帯たいを見みると、メッセージアプリのグループトーク画が面めんに、ＵＲＬが表ひょう示じされていた。

（これ、なんのアドレスだろう？）

　首くびをかしげつつ、リンクをクリックしてみる。





『恋こいうた動どう画がコンテスト　開かい催さい決けっ定てい！

　この夏なつ、ワクワク動どう画が主しゅ催さいのユーザー参さん加か型がたコンテスト企き画かくがスタート！

「恋こいの歌うた」をテーマに、オリジナルの音おん楽がく動どう画がを投とう稿こうしよう！』






　カラフルな文も字じが躍おどるトップ画が面めん。

　下したへとスクロールしていくと、コンテストについての細こまかい説せつ明めい文ぶんがならんでいる。

「恋こいうた動どう画がコンテスト……？」

　ゆっくり声こえに出だして読よみ上あげたところで、携けい帯たいのおしらせ音おんが鳴なった。

　いったんウェブブラウザをとじて、メッセージアプリにもどる。





Ｒｉｉりー『おもしろそうですね！』

コウスケ『とーぜん、オレたちも参さん戦せんするだろ!?』






　ふたりのメッセージから、ビシバシ伝つたわってくるワクワク感かん。

　まだ状じょう況きょうがよくのみこめず、ぱちくりとまばたきをしながらその言こと葉ばを読よみ返かえして……。

「えっ…………ソライロも、コンテストに出でるってこと!?」

　ようやく理り解かいしたとき、無む意い識しきに声こえが出でた。




　わたし、秋あき吉よし一いち歌か。

　絵えを描かくのが好すきなフツーの小しょう学がく六年ねん生せいなんだけど……じつはひとつだけ、まわりにヒミツにしていることがあるんだ。

　それは、音おん楽がく創そう作さくサークル『ソライロ』の絵え師しとして、動どう画がサイトに動どう画が投とう稿こうしてること！

　ソライロのメンバーは、現げん在ざい四名めい。

　曲きょくに歌うた声ごえを入いれる、「歌うたい手て」のコウスケ先せん輩ぱい。

　素そ材ざいを編へん集しゅうして動どう画がを仕し上あげる、「動どう画が師し」のりーちゃん。

　曲きょくの挿さし絵えを描かく、「絵え師し」のわたし。

　そして────、





アオイ『うん。参さん加かしてみようか』






　とくん

　メッセージが来きた瞬しゅん間かん、鼓こ動どうが高たか鳴なる。

　アオイさんはソライロの代だい表ひょうで、担たん当とうは、作さく詞しと作さっ曲きょく。

　わたしをソライロにスカウトしてくれた人ひとなんだ！

　ごくフツーの小しょう学がく生せいだったわたしが、ソライロの動どう画がに出で会あって、絵え師しになって。

　仲なか間まといっしょに、ひとつの動どう画がをつくり上あげていく楽たのしさを知しることができた。

　まだまだ走はしり出だしたばかりだけど。

　ソライロはわたしにとって、本ほん当とうに大たい切せつな場ば所しょなの！





いっちー『ソライロがコンテストに参さん加かするの、はじめてだよね！　ドキドキするな～[image: ]』






　未み知ちの世せ界かいにふれるときの、期き待たいと不ふ安あんが入いりまじった気き持もちが胸むねの中なかをかけのぼってきて、ワクワクしながらメッセージを送おくる。

「今こん度どの動どう画がは、どんなものになるだろう？」って想そう像ぞうするだけで楽たのしいし。

　みんなと同おなじ目もく標ひょうにむかってがんばれるのが、すっごくうれしい！





コウスケ『入にゅう賞しょうすれば、めちゃくちゃ注ちゅう目もくがあつまるぜ！』

Ｒｉｉりー『ワク動どうの企き画かくはいつも注ちゅう目もく度ど高たかいですからね！　大おお手て企き業ぎょうが後こう援えんになっていて、テレビＣＭに採さい用ようされたなんてこともあったみたいですよ！』






「ＣＭ!?」
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　わぁ。思おもわず口くちが全ぜん開かいになる。

　ソライロが動どう画がを投とう稿こうしているワク動どうは、ユーザー数すうが日に本ほんトップクラスの人にん気き動どう画がサイト。

　音おん楽がく動どう画がだけじゃなくて、ゲームのプレイ動どう画がやダンス動どう画が、かわいいペット動どう画がに、おもちゃの紹しょう介かい動どう画がなどなど……本ほん当とうにいろんな動どう画がが投とう稿こうされてるんだ。

　人にん気きの動どう画がだと、なんと一〇〇万まん回かい以い上じょうも再さい生せいされるんだって！

　一〇〇万まん。ゼロが六個こ。

　とんでもない数すう字じだよね……。





アオイ『いっちーさんが話はなしてくれた「一〇〇万まん回かい再さい生せい」の夢ゆめは、ソライロみんなの夢ゆめでもある。このコンテストで、よりたくさんの人ひとに僕ぼくたちの動どう画がを見みてもらえるようになるといいね』






　アオイさんのメッセージに、きゅんと胸むねがはずむ。

　今いままでやりたいことも何なにもなかったわたしだけど、ソライロに出で会あって生うまれた夢ゆめがあるの。

　それは──、




『ソライロ、めざせ一〇〇万まん回かい再さい生せい！』




　すぐに叶かなえられる夢ゆめではないけど、みんなといっしょなら、きっといつか果はたせるはず！

　まずはアオイさんの言いうとおり、このコンテストをがんばるっきゃないよね！

　うん！　ますますやる気きが出でてきた！





コウスケ『ていうか、このコンテスト、賞しょう品ひんがマジで豪ごう華かじゃね!?　20位い以い内ないでもワク動どうフェスに招しょう待たいしてもらえるみたいだし！』






　ワク動どうフェス？

　わたしは首くびをかしげつつ、ふたたびコンテストのページを開ひらく。




　１位い　　賞しょう金きん十万まん円えん、あの人にん気きグループとのコラボ権けん獲かく得とく！（詳しょう細さいは本ほん日じつ夜よる九時じ発はっ表ぴょう！）

　10位い以い内ない　　賞しょう金きん一万まん円えん、ワク動どうフェスでのステージ出しゅつ演えん権けん獲かく得とく！

　20位い以い内ない　　ワク動どうフェスの入にゅう場じょう券けんと当とう日じつ開かい催さいの＆アンドＳエスライブチケットプレゼント！





いっちー『この、ワク動どうフェスってなに？』






　質しつ問もんをすると、すぐに答こたえが返かえってきた。





Ｒｉｉりー『ワク動どうユーザーが一いち堂どうに会かいする、年ねんに一度どの大おお型がたイベントです！　なんと来らい場じょう者しゃは十五万まん人にんを超こえるそうですよ！』

コウスケ『音おん楽がくライブだけじゃなくて、ダンスとかゲームとか他ほかにもいろいろ、いろんな催もよおしがでっかい会かい場じょうのあちこちでやっててさ！　マジでお祭まつりって感かんじで、超ちょう盛もり上あがるんだぜ！』






　へぇ～、すごい！

　話はなしを聞きいてるだけでワクワクしてきて、すぐさまメッセージを送おくる。





いっちー『行いってみたい！』

Ｒｉｉりー『開かい催さいは八月がつなので、みんなで行いきましょう！　ちょうど夏なつ休やすみですし[image: ]』

いっちー『ホントに!?　やった～～♪』

コウスケ『どうせならただ行いくだけじゃなくて、入にゅう賞しょうして招しょう待たいされようぜ！』

Ｒｉｉりー『もちろんです！　めざすは入にゅう賞しょう……いえ、優ゆう勝しょうですっ！』






　ふふっ。

　みんなとメッセージのやりとりをしながら、つい顔かおがニヤける。

　学がっ校こうの友ともだち以い外がいの子こと夏なつ休やすみの予よ定ていを立たてるのって、はじめてかも！

（今こ年としの夏なつは、楽たのしくなりそうだな～！）

　るんるん鼻はな歌うたまじりで机つくえのカレンダーをめくっていると、ふたたび携けい帯たいが鳴なった。





アオイ『ところで、ちょうどコンテストによさそうなつくりかけの新しん曲きょくがあるよ。今いまからみんなにメールで送おくるから、ためしに聴きいてみて』






　えっ、新しん曲きょく!?

　思おもわずガバッと立たち上あがる。

　アオイさんの新しん曲きょくなら、一分ぷん一秒びょうでも早はやく聴ききたい！

　すぐにパソコンのメールソフトを立たち上あげて、新しん着ちゃくメールの更こう新しんボタンをカチカチ連れん打だする。

「──きたっ！」

　アオイさんからのメール。

　大おお急いそぎで開ひらいて、添てん付ぷされた音おん楽がくファイルを確かく認にん。

　ドキ、ドキ、ドキ

　どんどん速はやくなる鼓こ動どうをいったん落おち着つけて。

　すーはー、深しん呼こ吸きゅうを数すう回かい…………。

（よしっ！）

　いきおいよく、再さい生せいボタンを押おした。





　バリバリッ、ズドーン！






　音おん楽がくが鳴なると同どう時じに、頭あたまの中なかにカミナリが落おちた。

　全ぜん身しんをかけめぐる感かん動どうと、ゾクゾクッと立たつ鳥とり肌はだ。

　心しん臓ぞうが、どきんどきんと大おおきな音おとで脈みゃく打うつ。

（わぁぁ、これこれ！　この感かん覚かくっ！）

　はじめてアオイさんの曲きょくを聴きいたときも、こんな感かんじだったんだ！

　ソライロに入はいる前まえ。動どう画がサイトをふだんあまり見みないわたしは、たまたま再さい生せいしたソライロの『メロンソーダ』って曲きょくを聴きいた瞬しゅん間かん、カミナリに打うたれたみたいなショーゲキを受うけた。

　ドキドキ、そわそわ、いてもたってもいられなくなって……。

　それ以い来らい、アオイさんの曲きょくを聴きくたびに同おなじ感かん動どうを味あじわえるの！





いっちー『アオイさん！　わたし、はやくこの曲きょくに挿さし絵えを描かきたいです!!』






　曲きょくが終おわるやいなや、急いそいで携けい帯たいでメッセージを送おくった。

　それでも、ドキドキする興こう奮ふんはおさえきれなくて、すぐにリピート再さい生せいボタンを押おす。

（うぅっ……何なん度ど聴きいても、すっごくいい曲きょく！）

　ピアノが奏かなでるさわやかなメロディーが心ここ地ちよくて、うっとりと曲きょくの世せ界かいにひたる。

　ジャンルでいうと、たぶん、「ポップ・ミュージック」ってやつかな？

　ソライロで今いままでつくった、バラードの『ＴＯＭＯＲＲＯＷトゥモロー』よりは明あかるい曲きょく調ちょうで、ロックな『メロンソーダ（リミックスＶｅｒ．）』よりは、少すこしテンポが落おちついてる感かんじ。

　キラキラしてるのに、どこかせつなくて、胸むねの奥おくがきゅーっとしめつけられて……。

　とにかく、もう、す～～～っごく好すき！

　ただ……気き持もちではすごく「描かきたい！」って思おもうのに、これまでとは、何なにかちがう。

　はじめて曲きょくを聴きいたとき、いつも頭あたまの中なかにハッキリと浮うかぶ「イラストのイメージ」が、なかなか浮うかんでこない……？





アオイ『気きに入いってもらえてうれしいけど……問もん題だいは、まだ歌か詞しが思おもいつかないってこと』






　アオイさんのメッセージに、ぽんと手てを打うつ。

　そっか、歌か詞しがないからだ！

『メロンソーダ』も『ＴＯＭＯＲＲＯＷトゥモロー』も、歌か詞しから主しゅ人じん公こうの姿すがたが浮うかんできて、そこからイメージがどんどんふくらんでいったんだ。

（あ～、はやくこの曲きょくに挿さし絵えを描かきたいのにっ！）

　行いき場ばのない情じょう熱ねつが胸むねのなかでくすぶって、すごくもどかしい。

　でも、思おもいついてないものをアオイさんに催さい促そくするのは失しつ礼れいだし……。

　返へん事じを思おもいつかなくて空くう中ちゅうで手てを遊あそばせていたら、新あらたなメッセージが追つい加かされた。

（…………え？）

　読よむと同どう時じに、頭あたまがフリーズする。





アオイ『相そう談だんなんだけど。恋れん愛あいソングの歌か詞しにもいろいろな切きり口くちがあるし、具ぐ体たい的てきにどんなコンセプトがいいか、みんなアイディアを出だしてくれないかな？』






　目めがテンになるって、たぶんこういうこと。

　口くちをぽかーんとあけて、ただ画が面めんを見みつめることしかできない。

　だって。絵え師しのわたしが歌か詞しのアイディアを提てい案あんするなんて……考かんがえたこともなかったよ！

　今いままでは、アオイさんが書かいてくれた歌か詞しが先さきにあって、わたしはそこから思おもいついたイメージを、そのままイラストにすればよかったんだもん！





コウスケ『よっしゃ～！　まかせてくださいアオイさん！　次つぎのミーティングまでに、オレがかならず最さい高こうのアイディアを出だしてみせます！』

Ｒｉｉりー『参さん加か応おう募ぼしめきりは、一か月げつ後ごですね。じゅうぶんに時じ間かんがあるとも言いえないですし、ひとまず一週しゅう間かん後ごの日にち曜よう日びを一ひと区く切ぎりにして、私わたしの家いえでミーティングをしましょう！』






　みんなが盛もり上あがる中なか、わたしの心こころは大だいパニック状じょう態たい！

　携けい帯たいを手てに、部へ屋やを意い味みなくウロウロ歩あるき回まわる。

（待まって待まって！　恋こいって……恋れん愛あいソングのコンセプトって、いったい何なに!?）











２　あこがれの「＆アンドＳエス」






　みんなとのやりとりを終おえたあと。

　夕ゆうご飯はんのときもお風ふ呂ろの間あいだも、わたしの頭あたまの中なかは「恋こいうた」のことでいっぱいだった。

　でも、考かんがえても考かんがえても、なんにも浮うかんでこないっ！

　重おもたい頭あたまを片かた手てで支ささえながら、ぼんやりパソコン画が面めんを見みつめる。

　開ひらいているのは、コンテストのサイト。





『ルールは簡かん単たん。しめきり日びまでに「恋こい」をテーマにオリジナルの音おん楽がく動どう画がを投とう稿こうするだけ！

　ユーザーと審しん査さ員いんの投とう票ひょうを集しゅう計けいして、五いつ日か後ごにランキング結けっ果かを発はっ表ぴょうします。

　だれもが胸むねキュンしてしまうような恋こいの歌うたをお待まちしています！』






（胸むねキュン……恋こいの歌うた……う～ん、よくわかんないなぁ……）

　画が面めんを見みつめたまま、ぐるぐる考かんがえをめぐらせる。

　今いままでソライロでつくった二曲きょくは、どっちも恋こいの歌うただった。

『メロンソーダ』は「初はつ恋こい」で、『ＴＯＭＯＲＲＯＷトゥモロー』は「失しつ恋れん」。

　でも、アオイさんが言いってたのは、たぶん「初はつ恋こい」とかそういう大おおきな枠わくでの話はなしじゃなくて、もっと細こまかいシチュエーションのアイディアってことだよね？

　そうなると、やっぱり頭あたまをかかえるしかない。

　だって、じつはわたし──〝恋こい〟ってなんなのか、よくわかんないんだもん！

　漫まん画がを見みたり、曲きょくを聴きいたりして恋こいの話はなしを想そう像ぞうするのはおもしろいけど、それは、他た人にんが考かんがえたものだから気き軽がるに楽たのしめるってだけで。

　自じ分ぶんの頭あたまの中なかで、ゼロから恋こいのシチュエーションを考かんがえるなんて、むずかしすぎるよっ！

（ん～……「恋こい」の前まえに、まずは「好すき」って気き持もちから考かんがえてみる？）

　親しん友ゆうのユキちゃんが好すき。

　絵えを描かくのが好すき。

　ソライロが好すき。

　アオイさんのつくった曲きょくが好すき……。

　いろいろ思おもいうかべてもピンとこなくて、ぶんぶん首くびを横よこにふる。

（う～～～ん。恋こい、恋こい、恋こい…………あっ！）

　たとえば、他ほかのサークルの恋こいの歌うたって、どんな感かんじなのかな？

　ぱっと浮うかんだのは、有ゆう名めいな音おん楽がくサークル、『＆アンドＳエス』（通つう称しょう・アンエス）の名な前まえ。

　アンエスはワク動どうで超ちょ～人にん気きがあって、動どう画が再さい生せい回かい数すうは、なんと一〇〇万まん回かいを超こえてるの！

　すでにネットからＣＤデビューもはたしてる、すごいグループなんだ。

　参さん考こうにするには、もってこいじゃない？

　さっそく検けん索さくバーに「＆アンドＳエス」と入いれて、動どう画が検けん索さくボタンをクリック！

（……わぁっ！）

　検けん索さく結けっ果かが出でた瞬しゅん間かん、いちばん上うえに来きた動どう画が、『Ｓｕｇａｒシュガー』のサムネイルに目めを奪うばわれた。

　カラフルな背はい景けいに負まけない、華はなやかな美び少しょう女じょ。

　まるで、テレビに出でている女じょ優ゆうさんみたいにキレイな女おんなの子この写しゃ真しんが、動どう画がの〝顔かお〟であるサムネイルとして画が面めんを彩いろどっている。

（へぇ～！　この人ひとがアンエスの歌うたい手てなんだ！　名な前まえはＳＡＴＳＵＫＩサツキさん……）

　動どう画がに寄よせられたコメントをいくつか読よみながら、再さい生せいボタンを押おしてみる。


　ゾクゾクゾクッ！



　第だい一いっ声せいがきこえた瞬しゅん間かん、身み震ぶるいするほどの衝しょう撃げきが走はしった。

　それまで考かんがえてたことがいっぺんにふきとんで、画が面めんに釘くぎづけになる。

　ずっと聴きいていたくなるクリアな歌うた声ごえ。

　耳みみに残のこる印いん象しょう的てきなフレーズに、アニメーションと実じっ写しゃが融ゆう合ごうした、独どく特とくな世せ界かい観かんの映えい像ぞう。
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「すごい……！」

　思おもわず声こえがもれる。

　アオイさんの曲きょくを聴きいたときは、頭あたまの中なかにイメージがどんどんあふれてきて、「この曲きょくの絵えを描かきたい！」って気き持もちになるんだけど。

　アンエスの曲きょくは、完かん璧ぺきに完かん成せいされた世せ界かいの中なかに、体からだごと引ひきずりこまれる感かんじ。

　まるで、ファンタジー映えい画がの中なかに迷まよいこんだような、不ふ思し議ぎな気き持もちになって……。

　どきん、どきん

　マウスをにぎる手てに、じわりと汗あせがにじむ。

（これが、一〇〇万まん回かい再さい生せいされたグループの動どう画がなんだ……！）

　その魅み力りょくに、わたしはあっというまに夢む中ちゅうになった。

　ひとつ見み終おわったら、また次つぎの動どう画が。

　時じ間かんが経たつのも忘わすれてアンエスの動どう画がを見みていると──ふいに、携けい帯たいのお知しらせ音おんが鳴なった。





コウスケ『コンテスト優ゆう勝しょうチームがコラボするサークルが発はっ表ぴょうになったぞ！　聞きいておどろけ！　──なんと、あのアンエスだっ！』






「えっ!?」

　びっくりして、呼こ吸きゅうが止とまる。





コウスケ『アンエスとコラボできたら、とうぜんオレたちの動どう画がの再さい生せい回かい数すうも一いっ気きに伸のびるはず！　これ以い上じょうないってくらいの大だいチャンスだぜ！』






（えぇ～～～っ!?　アンエスと、コラボ!?）

　まさに再さい生せい中ちゅうだったアンエスの動どう画がが目めに入はいり、ぶるっと全ぜん身しんが震ふるえた。

　こんなにすごいグループとコラボなんて、想そう像ぞうもできない。

　でも。もし、本ほん当とうにそんな日ひが来きたら……！

　胸むねの中なかに、ドキドキと熱あついものがこみあげてくる。





コウスケ『オレ、ＳＡＴＳＵＫＩサツキさんのファンなんだよ！　歌うたうまいし！　美び人じんだし！』

Ｒｉｉりー『私わたしもアンエスはよく見みます！　もしコラボできたらすごいですよね！』

いっちー『わたしも、今いまずっと動どう画が見みてて、感かん動どうしてたところ！』






　アンエスとコラボできるかもしれないというビッグニュースにわきたつ、ソライロのグループトーク。

　みんなとやりとりしてると、どんどん気き分ぶんが高たかまってくる！





コウスケ『アオイさん的てきにはどうなんすか？　アンエスは！』






　ふいに、コウスケ先せん輩ぱいがなにげない質しつ問もんを投なげかけた。

（そういえば、さっきからアオイさんは何なにも言いってないな）

「既き読どく」のマークがついてるから、わたしたちのメッセージは読よんでるはず。

　わたしはアオイさんの答こたえが楽たのしみで、心こころを弾はずませながら画が面めんを見みつめる。

　──ところが。





アオイ『他ほかのサークルの動どう画がを見みるのも、勉べん強きょうになるかもしれないね。僕ぼくは嫌きらいだけど』






　ドキンッ

　びっくりして、体からだが硬こう直ちょくする。

　──嫌きらい。

　自じ分ぶんにむけられた言こと葉ばじゃないのに、チクリと胸むねが痛いたんだ。

　アオイさんがこんなにはっきりと「嫌きらい」なんて言こと葉ばを使つかうの……はじめて見みた。

（そっか……アオイさんは、アンエスのこと好すきじゃないんだ……）

　わたしが「好すき」って思おもったものを、アオイさんは好すきじゃなかった。

　ただ、それだけのことのはずなのに。

　アオイさんのことをなんだか遠とおい存そん在ざいに感かんじて、ずしんと気き分ぶんが落おちこんだ。




　どうしてアオイさんは、アンエスを好すきじゃないのか。

　その理り由ゆうがどうしても気きになって、わたしはアンエスのことをくわしく調しらべることにした。

（『＆アンドＳエスとは─ワクワク動どう画が百ひゃっ科か辞じ典てん』……よし、このページを見みてみよう）

　パソコンで検けん索さくをして、ウェブページを開ひらく。

　メンバーは、歌うたい手てのＳＡＴＳＵＫＩサツキさんと、プロデューサーのＳＹＵシュウさんの二人ふたり組ぐみ。

　顔かおを出だしてるのはＳＡＴＳＵＫＩサツキさんだけで、本ほん名みょうや年ねん齢れいなど、くわしいプロフィールは二人ふたりとも非ひ公こう表ひょう。結けっ成せいされたのは、二年ねん前まえ。

（へぇ、意い外がいと最さい近きんなんだ…………ん？）

　ふと気きになる文ぶん章しょうがあって、ページをスクロールする手てを止とめる。





『……二人ふたりは＆アンドＳエスの結けっ成せい前まえに「ＳＳＳトリプルエス」というサークル名めいで活かつ動どうしていたが、当とう時じの投とう稿こう動どう画がは削さく除じょされ、現げん在ざいは閲えつ覧らんできなくなっている。メンバーの口くちから過か去こについて語かたられたことはなく、ＳＳＳトリプルエスの活かつ動どう期き間かんにつくられた動どう画がはファンの間あいだで「幻まぼろしのＳエス」と呼よばれている……』






（へ～。「幻まぼろしのＳエス」って、なんかカッコイイ！）

　好こう奇き心しんをくすぐられて、今こん度どはそっちを検けん索さく。

　ただ、どのページも似にたようなことしか書かいてなくて、なかなかいい情じょう報ほうにたどりつけない。

（う～ん、やっぱり〝幻まぼろし〟って呼よばれてるくらいだし、そう簡かん単たんに見みつからないか……）

　そう思おもってあきらめかけたとき、気きになるタイトルのリンクを見みつけた。





『ヒマワリ（サビのみ）【幻まぼろしのＳエスかも？】─ＭｏｒｅＴｕｂｅモアチューブ』






　ワク動どうとはべつの人にん気き動どう画がサイトに投とう稿こうされた動どう画がみたい。

（この書かき方かただと、本ほん物ものかどうかはわからないけど……）

　動どう画がの時じ間かんはたったの二十秒びょう。どうやらサビの部ぶ分ぶんだけみたい。

　半はん信しん半はん疑ぎでクリックして、再さい生せいしてみた。

（…………あれ？）

　音おん楽がくが流ながれはじめて、ふと首くびをかしげる。

　……わたし、この曲きょくどこかで聴きいたことある……？

「──いっちゃん？　電でん気きついてるけど、まだ起おきてるの？」

　ドキッ！

　とつぜんガチャリとドアが開あいて、肩かたがはねあがった。

「あっ！……ママ、ど、どうしたの!?」

　ふりむくと、ドアのところに、めずらしく神しん妙みょうな顔かおをしたママが立たっていた。

「最さい近きん、ちょっとパソコンしすぎよ。ごはんのあとも部へ屋やにこもって。パパも心しん配ぱいしてたよ」

　時と計けいを見みると、もう夜よるの十一時じをまわっていた。

「い、いま寝ねるところだったんだ！　おやすみっ！」

　あわててパソコンと電でん気きを消けして、逃にげるようにベッドにもぐりこむ。

　ママはしばらく何なにか言いいたげに立たっていたけど、「おやすみ」ってドアを閉しめた。

（ふ～、コンテストのサイトを見みてるときじゃなくてよかった！）

　わたしが動どう画がサイトで絵え師しをしていることは、ママをはじめ、まわりにはヒミツにしてるから。

　ネットって危き険けんもいっぱいだし、学がっ校こうの先せん生せいも、わたしたち小しょう学がく生せいがトラブルに巻まきこまれないようにって、常つねに目めを光ひからせてる。

　ソライロでの活かつ動どうは、もちろんそういう危き険けんなことはいっさいないんだけど。

　もしバレて、反はん対たいされたりすると困こまるもんね。

（それにしても……けっきょく、今日きょうはアンエスのこと調しらべるだけで終おわっちゃったなぁ）

　目めを閉とじて、小ちいさく反はん省せいする。

　ネットで調しらべものをしてると、そういう落おとし穴あながあるから怖こわい。

（でも、こんなんじゃダメだよね！）

　明日あしたこそ。明日あしたこそは、ちゃんと「恋こいうた」の歌か詞しのコンセプト、考かんがえよう！











３　史し上じょう最さい悪あくのテスト






　それから五いつ日か後ご。

　わたしはため息いきまじりに、学がっ校こうの廊ろう下かを歩あるいていた。

　頭あたまの中なかにあるのは、「反はん省せい」の二ふた文も字じのみ。

　じつは、毎まい晩ばん、夜よふかしをしてアンエスの動どう画がを見みたり、「幻まぼろしのＳエス」の情じょう報ほうを探さがしてネットサーフィンをして遊あそんじゃって……。

　気きづけば何なにもアイディアを出だせていないまま、ミーティングは、もう明後日あさって！

（あぁ、もう！　わたしのバカバカバカ……！）

　涙なみだ目めになりながら自じ分ぶんを責せめても、それでアイディアが出でてくるわけじゃない。

　せめて学がっ校こうにいる間あいだは、「恋こいうた」の方ほうに集しゅう中ちゅうしようって思おもうんだけど、恋こいについてだれかに相そう談だんするのも、なんか勘かん違ちがいされそうではずかしいしなぁ……。

「ふぁぁ……」

　先せん生せいに頼たのまれた国こく語ごのプリントをかかえて、あくびをしながら角かどを曲まがったら。

　ドンッ

「きゃっ！」

　だれかにぶつかって、わたしはどすんと尻しりもちをついた。

「いたたた……」

「ごめん！　大だい丈じょう夫ぶ？」

　すっと目めの前まえにさしだされた手て。

　顔かおを上あげると、そこにはすらりと背せの高たかい男おとこの子こが立たっていた。

　首くびにかけたブルーのヘッドホンがトレードマークの、超ちょうイケメン男だん子し。

　クラスメイトの冴さえ木きくんだ。

「あ、ううん！　わたしがボーッとしてたの！」

　わたしはあわてて冴さえ木きくんの助たすけを断ことわって、自じ力りきで体からだを起おこした。

（わ～、ドジふんじゃった！）

　はずかしさで顔かおが赤あかくなるのを感かんじつつ、床ゆかに散ちらばってしまったプリントを拾ひろう。

　すると、冴さえ木きくんもその場ばにしゃがんで手て伝つだってくれた。

「ありがとう、冴さえ木きくん」

「いいよ、俺おれも悪わるかったし……それより、寝ね不ぶ足そく？」

　冴さえ木きくんが、わたしの顔かおをのぞきこんでくる。

　ドキッ

　近ちかくで見みるとビックリするくらい整ととのった顔かおに、わたしは思おもわず背せ中なかをのけぞらせた。

「う、うん……ちょっと、いろいろあってね……」

　冴さえ木きくんは、「ふーん」と小ちいさくうなずく。

　涼すずしげな顔かお立だちと、あまり表ひょう情じょうを変かえないクールな性せい格かくから、冴さえ木きくんはひそかに、「氷こおりの王おう子じさま」なんて呼よばれてるんだ。

　少すこし近ちか寄よりがたい雰ふん囲い気きもあるんだけど、女じょ子しからすごく人にん気きがあって……。

（そうだ！　冴さえ木きくんになら……！）

　思おもい切きって、冴さえ木きくんにコンテストのことを話はなしてみた。

　わたしがソライロの絵え師しをしてること、親しん友ゆうのユキちゃんと、冴さえ木きくんだけは知しってるの。

　ふたりともわたしの絵えを「好すき」って言いってくれて、ソライロのことも応おう援えんしてくれてるから、こういうことを相そう談だんしやすいんだ。

「大おおきなコンテストだし、みんなと夢ゆめを叶かなえるために、すっごくがんばりたいんだけど……『恋こい』っていわれても、よくわからなくて。冴さえ木きくん、何なにかアイディアとかない？」

　冴さえ木きくんはモテるし、恋こいについては、わたしよりくわしいんじゃないかな？

　そんな期き待たいをこめて聞きいてみたら、冴さえ木きくんは悩なやむそぶりも見みせず、すぐに口くちを開ひらいた。

「秋あき吉よし、好すきな人ひといないの？」

「…………えぇっ!?」

[image: ]

　急きゅうすぎる質しつ問もんにびっくりして、せっかく拾ひろったプリントがズザーッと手てから滑すべり落おちた。

　さらにびっくりだったのは、とっさに頭あたまに浮うかんだのが、


『──僕ぼくはキミを待まってた』



　っていう、アオイさんからはじめてもらったメールの文ぶん章しょうで……？

（わ、わたし、なんか頭あたまが混こん乱らんしてるみたい！）

　熱あつくなる顔かおを冷さまそうと、せっせと手てを動うごかしてプリントを拾ひろう。

「い、いい、いないよ！　それより、冴さえ木きくんの……」

「俺おれはいるよ」

　へっ？

　あまりにサラリとした発はつ言げんに、思おもわずフリーズ。

　声こえも出でなくて口くちをパクパクさせてたら──とつぜん、目めの前まえにプリントの束たばがあらわれた。

「……なんてね」

　フッとイタズラっぽく笑わらう冴さえ木きくん。

　立たち上あがって、そのままスタスタと廊ろう下かを歩あるいて行いく。

（か……からかわれた～っ!?）

　ていうかそもそも、なんであんなにあせっちゃったの、わたしっ！

　穴あながあったら入はいりたいくらいはずかしくて、受うけ取とったプリントの束たばで顔かおをかくす。

　冴さえ木きくんって……やっぱり、ナゾすぎる！




　──ところが、その日ひ最さい大だいの事じ件けんは、このときのはずかしさが吹ふっ飛とぶくらいショッキングなものだったんだ。

「昨日きのうの小しょうテスト返かえすよー！　国こく語ごと社しゃ会かいと算さん数すう、三つあるからね！」

　帰かえりの会かいがはじまる前まえに、担たん任にんの「まるちゃん先せん生せい」こと丸まる子こ先せん生せいが声こえをあげた。

　いっせいにざわつきだすみんなをなだめつつ、先せん生せいは出しゅっ席せき簿ぼの順じゅんに名な前まえを呼よんでいく。

「秋あき吉よしさーん！」

「はいっ！」

　出しゅっ席せき番ばん号ごう一番ばんだから、わたしはいちばんはじめ。

　席せきを立たって、先せん生せいから答とう案あん用よう紙しを受うけ取とった、そのとき。

「……大だい丈じょう夫ぶ？　授じゅ業ぎょうでわかんないことあったら相そう談だんしてね」

　先せん生せいに小こ声ごえで耳みみ打うちされた。

（…………えっ!?）

　イヤな予よ感かんがして、ぞわりと背せ筋すじが冷つめたくなる。

　わたしは手てにした答とう案あん用よう紙しにおそるおそる目めを落おとし…………その場ばにかたまった。

　５点てん。

　50点てんでも15点てんでもなく……５点てんだった。

（△がひとつで、あとはぜんぶバツ……!?）

　自じ分ぶん史し上じょう最さい低ていの点てん数すうをすぐには信しんじられず、名な前まえらんを確かく認にんしてみるけど、そこにはまちがいなく自じ分ぶんの字じで、『秋あき吉よし一いち歌か』と書かいてあった。

　体からだの力ちからがぬけて、ボーゼンと立たち尽つくす。

（ウソだ……！　夢ゆめならさめて……っ！）

「おーい。一いち歌か、だいじょうぶ？」

　親しん友ゆうのユキちゃんに声こえをかけられて、ハッとわれにかえる。

「うっ、うん！　だい、じょうぶ………………」

　じゃな～～～～～～～いっ！

　席せきに戻もどって、ガバッと両りょう手てで顔かおを覆おおう。

　ニガテな算さん数すうだけならまだしも、社しゃ会かいも25点てんと、今いままでで最さい悪あくな結けっ果か。

　そして得とく意いな国こく語ごまで、はじめて50点てんを切きっちゃった……。

　たしかに、最さい近きんはパソコンで夜よふかしして、少すこし勉べん強きょうがおろそかになってた気きはしてたけど。

　それでも平へい均きん点てんくらいはとれるだろうな～って、軽かるい気き持もちでいた。

　まさか、こんなことになるなんて……っ！

　頭あたまがくらくらしてきたよ。

「はい、みんな受うけ取とったね！　しずかにしずかに！」

　まるちゃん先せん生せいがパンパンと手てをたたく。

　先せん生せいはみんなが落おちつくのを待まってから、ぐるりと教きょう室しつを見みわたした。

「もうすぐ一学がっ期きも終おわりということで、終しゅう業ぎょう式しきの前まえの週しゅうに各かく教きょう科かのまとめテストがあります。一学がっ期きの授じゅ業ぎょうが身みについているか確かく認にんする大だい事じなテストなので、そこで点てん数すうが悪わるかった人ひとには特とく別べつに！　夏なつ休やすみの宿しゅく題だいに、補ほ習しゅうプリント倍ばい増ぞうでプラスしちゃいまーすっ！」

　クラスが、「えぇ～っ！」と割われんばかりのブーイングにつつまれる。

「まるちゃんの鬼おに！」

「夏なつ休やすみは休やすむもんだろ！　宿しゅく題だいはんたーい！」

　なりやまない野や次じにも、先せん生せいはニヤリと余よ裕ゆうの笑えみ。

「フッ、そんなブーイングに屈くっする丸まる子こちよみじゃありまっせ～ん！　補ほ習しゅうプリントがイヤなら、今こん回かいの小しょうテストでできなかったところを、しっかり復ふく習しゅうしておくよーに！　いいね!?」

（うぅっ……）

　先せん生せいの話はなしに、わたしはますます頭あたまをかかえるしかなかった。

　せっかく、「夏なつ休やすみはワク動どうフェスに行いこう！」ってソライロのみんなと約やく束そくしたのに、このままだと大たい量りょうの宿しゅく題だいに追おわれて行いけなくなっちゃうかも!?

　そんなの、ぜったいにイヤだよ～～～～っ！




　わたしはガックリ肩かたを落おとして家いえに帰かえった。

（勉べん強きょうかぁ……気きが重おもいなぁ……）

　でも、まとめテストまで、もう二は十つ日かもない。

　楽たのしい夏なつ休やすみのためには、今日きょうから少すこしずつでも勉べん強きょうしないと……。

「ただいま……」

「あ、いっちゃん。おかえり～！」

　ママは片かた付づけの手てを止とめて、笑え顔がおでむかえてくれる。

　わたしはいつものようにランドセルを開あけて、クリアファイルをとりだした。

　自じ分ぶんの部へ屋やに行いく前まえにママにおたよりをわたすのが、うちの習しゅう慣かんなんだ。

「はい、これが学がっ校こうからのおしらせで……」

　おたよりを引ひきぬいてママに手て渡わたした、そのとき。

　ファイルの横よこから例れいのテストがちょこっと顔かおを出だして、ぎょっと体からだがこわばる。

（わっ！　ど、どうしよう……！）

「ん？」

　急きゅうにオロオロしだしたわたしに、首くびをかしげるママ。

　わたしはとっさに、ファイルをうしろにかくしてしまった。

「いっちゃん、どうしたの？」

「な……なんでもないよ！　手て、洗あらってくるね！」

　ママにうしろを見みられないよう、そろーりそろーりあとずさって。

　廊ろう下かに出でた瞬しゅん間かん、いそいで自じ分ぶんの部へ屋やにかけこむ。

　バタンッ

　ドアを閉しめて、フゥとひと息いき。

　だけど落おちついてくると、とても悪わるいことをしてしまった気きがして不ふ安あんになってくる。

（いつもテストが返かえってきたら、ママに見みせてるのに……）

　……いや、今いまからでも遅おそくない。正しょう直じきに見みせに行いこう！

　そう思おもってファイルから答とう案あん用よう紙しをとりだして……ため息いきが出でる。

　やっぱりダメだ。

　こんな点てん数すう、ママに見みせられないよ！

（ごめん、ママ！　今こん回かいだけ、かんべんしてくださいっ！）

　心こころの中なかであやまると、わたしは答とう案あん用よう紙しをおりたたんで、ランドセルの奥おくにおしこんだ。











４　メル友ともに恋こいする友ともだち






　土ど曜よう日びの午ご前ぜん授じゅ業ぎょうが終おわった帰かえり道みちを歩あるきながら、わたしはぼんやり空そらを見み上あげていた。

　明日あしたは、約やく束そくのミーティングの日ひ。

　いつもなら、お昼ひるご飯はんのことで頭あたまがいっぱいだけど、今いまのわたしはそれどころじゃない。

「『恋こい』って……なんなんだろ？」

　ひとりごとのつもりでつぶやいたら、となりを歩あるくユキちゃんが、「ええっ!?」と大おお声ごえでさけんだ。

　逆ぎゃくにびっくりして、わたしは視し線せんをユキちゃんにむける。

「一いち歌かが急きゅうにそんな話はなしするって……さては、だれかに告こくられたな!?」

　ニヤリ、口くちの端はしをもちあげるユキちゃん。

「相あい手ては？　うちのクラスのヤツ？」

「ちっ、ちちち、ちがうよ！　そうじゃなくて……」

　ぐいぐいと顔かおを近ちかづけてくるユキちゃんを押おしかえしつつ、「恋こいうた」のことを話はなす。

　ユキちゃんはわたしがソライロの絵え師しをしてることを応おう援えんしてくれてるけど、こういう話はなしはおもしろがるタイプだから、なるべくナイショのままにしときたかったんだ。

　けど、今いまはもう、そんなこと言いってられないもんね。

「……なーんだ、そういうことか。つまんないの」

　ユキちゃんは思おもったとおり、つまらなそうに口くちをとがらせる。

「もうっ、ユキちゃん。わたし、本ほん当とうに真しん剣けんに悩なやんでるんだよ！」

「ごめんごめん、わかってるってば」

　ユキちゃんはすまなそうに苦にが笑わらいを浮うかべて。

　ふと、何なにかひらめいたようにぽんと手てを打うった。

「そうだ。『アオイさん』は？」

「へっ？」

　つい、声こえが裏うら返がえっちゃった。

　思おもいがけないところで、アオイさんの名な前まえを聞きいたものだから。

「なんでアオイさんが出でてくるの？」

「なんでって。だって、それこそ『恋こい』じゃないの？」

「………………えっ!?」

　驚おどろきのあまり、目めがとびだすんじゃないかってくらい大おおきく見み開ひらく。

「ちっ……ちがうよ！　アオイさんはそういうんじゃなくて、その、尊そん敬けいはしてるけど……！」

「でも一いち歌か、『アオイさんからこんな連れん絡らくがきたんだよ』って、よく話はなすじゃん。うれしそ～～な顔かおしてさ」

「うっ……」

　アオイさんから連れん絡らくがきてうれしいのは否ひ定ていできないけど……。

　その「うれしそ～な顔かお」って、わたし、いったいどんな顔かおしてたんだろ!?

　はずかしくなって、両りょう手てでほっぺを押おさえる。あ、熱あつい……！
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「で、でも、会あったこともないんだよ？　顔かおどころか、声こえだって知しらないし……」

「そんなのカンケーないでしょ。その人ひとのこと考かんがえると『幸しあわせ！』って思おもったり、気き持もちがすれちがったら『さみしい』ってなったり。それを恋こいっていうんじゃないの？」

　自じ信しん満まん々まんに言いい張はるユキちゃん。

（そう言いわれても……よくわかんないっ！）

　だって、わたしはアオイさんのこと、まだまだぜんぜん知しらないもん。

　それに、アオイさんは個こ人じん情じょう報ほうを明あかさない主しゅ義ぎの人ひとだから、あんまり踏ふみこんだことを聞きいても迷めい惑わくに思おもわれる気きがして、気き軽がるに質しつ問もんもできないんだ。

　たしかに、いっしょに動どう画がをつくる時じ間かんは本ほん当とうに「幸しあわせ！」って思おもうし。

　アンエスを「嫌きらい」って言いわれたときは、さみしかったけど……。

「そうだ。一いち歌か、今日きょうって遊あそべる？　あたし、漫まん画が見みに本ほん屋やに行いきたいんだけど、ついでに少しょう女じょ漫まん画がで『恋こい』のお勉べん強きょうするってのはどう？」

　ユキちゃんのおさそいに、わたしは頭あたまをきりかえて、「うん！」とうなずいた。

　何なにもせずに悩なやんでたってしょうがない。

　ユキちゃんといっしょなら、何なにかいいアイディアが浮うかぶかも！




　家いえでお昼ひるを食たべたあと、ユキちゃんと待まち合あわせて、近きん所じょの大おお型がたスーパーに入はいっている本ほん屋やさんへむかった。

　ちょうど小しょう学がく生せいが午ご後ごからの約やく束そくであつまりだす時じ間かんで、晴せい天てん小しょうの子ことよくすれちがう。

「あっ。あれ、広ひろ海みたちじゃない？」

　ユキちゃんが言いった。

　見みると、道どう路ろを挟はさんだむこうの植うえこみに、クラスメイトの広ひろ海みちゃんと樹じゅ里りちゃんがならんで座すわっていた。

　ふたりは大だいの漫まん画が好ずきで、いつもぴったりいっしょに行こう動どうしてる仲なか良よしコンビ。

　わたしも漫まん画がが好すきだから、ふたりとはよく話はなすんだ。

「おーい、広ひろ海み！　樹じゅ里り！」

　ユキちゃんが大おお声ごえで呼よびかけるけど、ふたりはおしゃべりに夢む中ちゅうでまったく気きづかない。

　わたしたちは信しん号ごうが変かわるのを待まって横おう断だん歩ほ道どうをわたると、ふたりにあらためて声こえをかけた。

「おいっ、何なにそんな盛もり上あがってんの？」

　ユキちゃんがトンッと肩かたをたたいて、ふたりはようやく顔かおを上あげた。

「あっ、ユッキーと一いち歌かちゃん！　やっほ～！　今いまね、ろみちゃんが……」

「キャー！　待まって樹じゅ里り！　言いわないで！」

「え～っ、いいじゃん。ユッキーたちなら～」

　きゃあきゃあと騒さわぎだすふたり。

　わたしはユキちゃんと目めを見み合あわせて、首くびをかしげた。

　広ひろ海みちゃんはもじもじ両りょう手ての指ゆびを遊あそばせながら、ナイショ話ばなしをするように声こえをひそめる。

「この話はなし……だれにも言いわないでね？」

　真しん剣けんな広ひろ海みちゃんの表ひょう情じょう。

　わたしはつられるように、ちょっぴり体からだを緊きん張ちょうさせてうなずく。

　広ひろ海みちゃんは一ひと呼こ吸きゅう置おいてから、コホンとせきばらいをした。

「じつは………………私わたし、出で会あっちゃったの！　運うん命めいの王おう子じさまに！」

　きらり、目めを輝かがやかせる広ひろ海みちゃん。

　となりでユキちゃんがいぶかしげに首くびをひねる。

「王おう子じ？　それって冴さえ木きのこと？」

「ちがうちがう！　冴さえ木きくんはあこがれの人ひとで、これとはべつ！　これは……恋こいだから！」

　広ひろ海みちゃんは、顔かおを赤あかくして言いった。

「こ、恋こい!?」

　恋こいという単たん語ごに、わたしの耳みみがビビッと反はん応のうする。

「チャンスじゃん、一いち歌か！　もしかしたら、『恋こいうた』のネタを考かんがえる参さん考こうになるかもよ！」

　ユキちゃんが、ふたりに聞きこえないくらいの小こ声ごえで耳みみ打うちする。

　そっか。もしかしたら、「救きゅう世せい主しゅ現あらわる」かも!?

　わたしは神しん経けいを集しゅう中ちゅうさせて、広ひろ海みちゃんの話はなしに耳みみをかたむけた。

「カレと出で会あったのは、つい最さい近きんなの。この前まえ、塾じゅくの帰かえりで電でん車しゃに乗のったとき、うっかり寝ねちゃって…………」





　ふと目めが覚さめたら知しらない駅えきで。

　雨あめが降ふってたから肌はだ寒ざむくて、心こころ細ぼそくて……だけどなぜか、ひざの上うえはあたたかかった。

　不ふ思し議ぎに思おもって視し線せんを落おとすとね。

　私わたしのひざのうえに、見み覚おぼえのない上うわ着ぎがかかってたんだ。

　派は手でな色いろのパーカーで、サイズは同どう年ねん代だいの男だん子しと同おなじくらいだった。

　でも、まわりを見みても持もち主ぬしらしい人ひとはいない……。

　どうしようかと思おもって困こまってたら、パーカーのポケットにメモが入はいってた。

『目め、覚さめた？　この服ふく気きに入いってるから、忘わすれもので駅えきにでも届とどけといて！』

　きっと、私わたしが薄うす着ぎだったから、親しん切せつでかけてくれたんだと思おもう。

　そのメモを見みたら、不ふ安あんだった気き持もちがすごく落おちついて。

　次つぎの駅えきで電でん車しゃを乗のり換かえて、ちゃんと家いえに帰かえれたんだ。






　広ひろ海みちゃんは一いっ気きにそこまで話はなして、息いきをついた。

　そのときのメモを手てに持もって、ポーッと夢ゆめを見みるような瞳ひとみで見みつめる。

「で？　その上うわ着ぎ、どうしたの？」

　ユキちゃんが続つづきを急せかす。

「駅えきの事じ務む所しょに届とどけたよ。でも……私わたし、どうしてもその人ひとにお礼れいが言いいたくて、パーカーのポケットに返へん事じのメモを入いれておいたんだ。『やさしい王おう子じさまへ　ありがとうございました。あたたかかったです。　ろみ』って、ダメ元もとで自じ分ぶんのメアドも書かいてね。そしたら…………」

　広ひろ海みちゃんが言こと葉ばを切きって、間まをとる。

　ごくり

　ユキちゃんとふたり、身みを乗のり出だして次つぎの言こと葉ばを待まつ。

「なんと今日きょう、メールがきたの～～～～っ！」

　わたしたちは、同どう時じに「え～っ！」と声こえをあげた。

「きゃ～！　漫まん画がみた～いっ！　きっと運うん命めいの出で会あいだよ～！」

　ピョンピョンとびはねる樹じゅ里りちゃん。

　たしかに樹じゅ里りちゃんの言いうとおり、漫まん画がみたいでロマンティック！

（運うん命めいの出で会あいかぁ。そういうのって素す敵てきだな）

　胸むねがほんのりとあたたかくなった。

　わたしもソライロに出で会あったとき、目めに映うつるすべてが輝かがやいて見みえたことを思おもい出だしたんだ。

　広ひろ海みちゃんも、いま、そんな気き持もちなのかな？

　だとしたら……応おう援えんしたいな。

「みてみて！　これ、カレからのメール！」

　広ひろ海みちゃんの携けい帯たいを、みんなでいっせいにのぞきこむ。





『こんにちは、ろみちゃん！　上うわ着ぎ返かえしてくれてありがとう。ボクはアオイという名な前まえです。ヨロシク☆』






「えっ!?」

　びっくりして、とっさに口くちを覆おおう。

　ア、アオイって………………まさか、アオイさん!?

（うそ！　そんな！　アオイさんが……広ひろ海みちゃんの王おう子じさま!?）

　ドクン、ドクン……

　胸むねがぎゅっと苦くるしくなって、ぼうぜんと立たち尽つくす。

　広ひろ海みちゃんとアオイさん（イメージ像ぞう）が楽たのしそうに腕うでを組くんでる姿すがたが、頭あたまの中なかにバババッと浮うかんできて──。

「一いち歌か？」

　ユキちゃんがやさしく肩かたをたたいてくれたおかげで、イメージがぱっと消きえる。

「あっ……あの、もうちょっとよく見みせて！」

　気きをとり直なおして、わたしはふたたび携けい帯たいをのぞきこんだ。

　本ほん文ぶん、件けん名めい。それから、メールアドレス…………。

『ａアｏオｉイ‐・ｒｅｓｐｅｃｔリスペクト８８＠×××．△△．ｊｐ』

　ドキッ

　アドレスの「アオイ」という単たん語ごに反はん応のうして、思おもわずビクッとしたけど……。

（ちがう……！）

　わたしが知しってるアオイさんのアドレスには、たしか「アオイ」って単たん語ごは入はいってなかった。

　こわばっていた体からだから、ふっと力ちからが抜ぬける。

（よかった。さすがに、別べつ人じん……だよね？）

　メールの雰ふん囲い気きも、アオイさんとはちがう気きがするし。

　ホッと胸むねをなでおろしていると、とつぜん、ガシッと手てをつかまれた。

「応おう援えんしてね、一いち歌かちゃん！　ユキ！」

　前まえのめりで言いう広ひろ海みちゃん。

「えっ？　う、うん！　もちろん！」

「つってもうちら、恋こいの相そう談だんにのれるほど恋こいにくわしくないけどね！」

「樹じゅ里りも片かた思おもいの経けい験けんしかないけど、相そう談だんに乗のりた～い！」

　わいわいと話はなすみんな。

　だけどわたしは、まだ、どきどきしていた。

（なんでだろう？　わたし、「アオイさんが広ひろ海みちゃんの王おう子じさまだったら、ぜったいイヤ」って思おもっちゃった……）
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　その夜よる。

　夕ゆう飯はんを食たべ終おえて部へ屋やに戻もどると、携けい帯たいにりーちゃんから連れん絡らくがきていた。





Ｒｉｉりー『いっちーさんこんばんは。明日あしたのミーティングですが、集しゅう合ごうは午ご後ご一時じで大だい丈じょう夫ぶですか？　恋こいうた動どう画がコンテストの相そう談だんをしましょう！』






　そうだ。もう明日あしたなんだよね。

　ひさしぶりにみんなと会あえるのがうれしい反はん面めん、歌か詞しのコンセプトのアイディアがまとまっていないことが、プレッシャーになってのしかかってくる。

「よし……」

　りーちゃんに返へん事じを送おくってから、鉛えん筆ぴつを片かた手てにノートに向むかう。

　ユキちゃんと少しょう女じょ漫まん画がを見みてあつめたキーワードと、広ひろ海みちゃんから聞きいたメル友ともの話はなし。

　そのへんをうまく組くみ合あわせて、なんとかそれっぽくまとめてみよう！











５　はじめてのレコーディング見けん学がく！






　日にち曜よう日び。わたしはソライロのミーティングのために、午ご後ごから春はる風かぜ駅えきへ出でかけた。

　りーちゃんの家いえは、春はる風かぜ駅えきの近ちかくにある一いっ軒けん家や。

　白しろい石いし壁かべにトンガリ屋や根ねが目め印じるしのりっぱなおうちで、来くるたびにちょっとドキドキしちゃう。

「わ～！　りーちゃんのパソコン、反はん応のうがはやいね！」

　パソコン画が面めんをのぞきこみながら言いうと、りーちゃんはうれしそうにうなずいた。

「去きょ年ねんのクリスマスに、パパとママが買かってくれたのです！　動どう画が編へん集しゅうの作さ業ぎょうをスムーズに行おこなうには、ＣＰＵやメモリが高こう性せい能のうなものがよいので。ゲームも快かい適てきですよっ！」

　りーちゃんの声こえに力ちからが入はいる。

　じつはりーちゃん、パソコンに強つよいだけじゃなくて、意い外がいにも「ゲーマー」なんだ！

　お部へ屋やには棚たな一いち面めんにゲームソフトがずらりとならんでて、まるでゲームショップみたいなの！

　はじめて来きたときは、すごくビックリしたっけ……。




　あ、ところで。

　わたしたちはただいま、休きゅう憩けい中ちゅう。

「恋こいうた」動どう画がの歌か詞しのコンセプトをどうするか、アオイさんにもチャットで参さん加かしてもらいながら相そう談だんしたんだけど、なかなか決きまらなくて。少すこし休きゅう憩けいしようってことになったの。

　今こん回かいの作さく詞しは、アオイさんもずいぶん苦く戦せんしてるみたい。

　心しん配ぱいだけど……こればっかりは、わたしたちも手て伝つだえないからなぁ……。

「くっそー。オレ、三十パターンも考かんがえてきたのに……」

　コウスケ先せん輩ぱいは、渾こん身しんのアイディアが採さい用ようされなかったショックがきいてるらしくて、さっきからソファーに寝ね転ころがってぶつぶつ言いってる。

「気き分ぶん転てん換かんに、『メロンソーダ』をかけましょうか」

　見みかねたりーちゃんが提てい案あんする。

「いいね！　わたし、メロンソーダ聴きくと、すっごく元げん気きになれるんだ！」

「それじゃあ再さい生せいしますね！　ほら、コウちゃんも起おきて起おきて！」

「へいへい……」

　せっせとコウスケ先せん輩ぱいの世せ話わを焼やくりーちゃん。

　ふたりはお隣となりさん同どう士しの幼おさななじみで、兄きょう妹だいみたいな関かん係けいなんだ。

　りーちゃんはまだ五年ねん生せいだけど、すごくしっかり者ものだから、ときどき中ちゅう一のコウスケ先せん輩ぱいよりお姉ねえさんに見みえて。それがちょっとほほえましいの。

　ピロリーン♪

『メロンソーダ』をみんなで聴きいてたら、ふと、コウスケ先せん輩ぱいの携けい帯たいが鳴なった。

　コウスケ先せん輩ぱいはなにげなく画が面めんを確かく認にんして、「おおっ!?」とさけぶ。

「おい、いっちー、リイコ！　ちょっとついてこい！」

　そのままドタバタと部へ屋やを出でて行いくコウスケ先せん輩ぱい。

「コウちゃんは、本ほん当とうにじっとしてませんね」

　あきれたように笑わらうりーちゃん。

　わたしはりーちゃんとふたり、コウスケ先せん輩ぱいのあとを追おった。




　りーちゃんの部へ屋やを出でて、反はん対たい側がわの廊ろう下かのつきあたり。

　その扉とびらを開あけた瞬しゅん間かん、わたしは「わぁ！」と声こえをあげた。

　まず目めにとびこんできたのは、大たい量りょうのスイッチやツマミがびっしりならんだ機き械かい！

　機き械かいが置おかれたデスクの上うえには大おおきなガラス窓まどがあって、そのむこうに見みえる部へ屋やには、大おおきなグランドピアノやスピーカー、スタンドマイクが置おかれている。

「ここは、ママのレコーディングスタジオです。こちら側がわはコントロールルーム、扉とびらの向むこうはレコーディングブースになっています」

「すご～いっ！　りーちゃんのママ、ピアニストなんだもんね！」

「はい！　ソライロの活かつ動どうはママも応おう援えんしてくれているので、コウちゃんの歌うたは、いつもここで録ろく音おんしているのですよ」

「へ～！」

　うちとは大おお違ちがいだなぁ！

　うちのパパとママは頭あたまがカタイから、応おう援えんどころか、「動どう画が投とう稿こうサイト」って言いっただけで反はん対たいされちゃいそう。

　オープンなりーちゃんのおうちをちょっぴりうらやましく思おもいながら、ぐるりと部へ屋やを見み回まわす。

　前まえに、テレビでプロのアーティストがレコーディングをする映えい像ぞうを見みたことがあるけど、本ほん物ものを見みるのはもちろんはじめて！

　ドキドキしながらこわごわと機き械かいをながめていたら、先さきに部へ屋やに来きていたコウスケ先せん輩ぱいが、「おい！」とわたしたちに携けい帯たいを差さしだした。

「コレを見みろ！　さっき送おくられてきたんだ！」

　メッセージアプリの、個こ別べつトーク画が面めん。

　アオイさんからコウスケ先せん輩ぱいに送おくられたメッセージだった。





アオイ『ボーカル入いりの音おん楽がくで大おお勢ぜいの心こころを動うごかすには、歌うたい手てがどれだけ感かん情じょうをこめて歌うたえるかが大だい事じだと思おもうんだ。歌か詞しが書かき上あがるまで、コウスケ君くんには万ばん全ぜんの準じゅん備びをしておいてほしい。いっしょに最さい高こうの一いっ曲きょくをめざそう！』






　コウスケ先せん輩ぱいは、「へへっ」と得とく意いげに胸むねを張はる。

「つーわけで、オレはいま、過か去こ最さい高こうにやる気きでみちあふれている！　アオイさんの期き待たいにこたえるため、感かん情じょうこめて歌うたう練れん習しゅうするぜ！　リイコ、アンエスの『Ｓｕｇａｒシュガー』たのむ！」

　そう言いって、コウスケ先せん輩ぱいは意い気き揚よう々ようと部へ屋やの奥おくにある扉とびらを開あけた。

　あそこからレコーディングブースに行いけるんだ。

「わかりました！　いっちーさんも、ぜひこちらへどうぞ。たしか以い前ぜん、レコーディングの様よう子すを見みたいっておっしゃっていましたよね」

「えっ、いいの!?」

　レコーディング風ふう景けいを見みるの、はじめて！

　わたしはうれしくなって、りーちゃんが座すわるイスの横よこに立たった。

　ガラス窓まどのむこうでは、コウスケ先せん輩ぱいがヘッドホンをつけてマイクの前まえにスタンバイしている。

　りーちゃんは、慣なれた様よう子すでデスクの上うえのパソコンをしばらく操そう作さしたあと、卓たく上じょうマイクに向むかって呼よびかける。

「準じゅん備びＯＫです！　頭あたまから流ながします！」

　スピーカーから音おとが流ながれはじめた。

　わたしも知しってる、アンエスの人にん気き曲きょく『Ｓｕｇａｒシュガー』。

　アンエスは女じょ性せいボーカルだけど、コウスケ先せん輩ぱいが歌うたうとどんな風ふうになるんだろう？

　わたしは、ドキドキと固かた唾ずをのんで見み守まもる。

　ギターの音おとがさわやかに走はしり抜ぬけるイントロ。

　イントロが終おわり、いよいよＡメロがはじまった──その瞬しゅん間かん。

　よく通とおるハイトーンの歌うた声ごえが、あっというまにその場ばの空くう気きをのみこんだ。
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（すごい……！）

　びりびりっと、しびれるような感かん覚かくが全ぜん身しんを走はしる。

　リズムをとらえて、キレイに声こえをひびかせるコウスケ先せん輩ぱい。

　録ろく音おんされた音おん源げんを聴きくのとはぜんぜんちがう迫はく力りょくに、鳥とり肌はだが止とまらない。

（すごい、すごい！　プロの歌か手しゅみたい！）

　はしゃぎだしたくなる衝しょう動どうをこらえつつ、横よこにいるりーちゃんを見みて。

　わたしはさらに息いきをのんだ。

　まっすぐコウスケ先せん輩ぱいを見みつめたまま、まばたきひとつしないりーちゃん。

　わたしが見みていることにも気きづかないくらい、曲きょくに集しゅう中ちゅうしてる。

　胸むねの奥おくが、じんと熱あつくなる。

（わたし、こんなすごい人ひとたちとチームを組くんでるんだ……！）

　感かん動どうで震ふるえる手てを、ぎゅっとにぎりしめる。

　みんなといっしょに、一〇〇万まん回かい再さい生せいの夢ゆめを叶かなえたい！

　その思おもいが、さらに強つよくなった気きがした。




　一曲きょく歌うたい終おえると、コウスケ先せん輩ぱいがブースから出でてきた。

　なんだか浮うかない表ひょう情じょうで、壁かべぎわにそって置おかれているソファーにどかっと座すわる。

「なんか、ちがうんだよな……」

「え？　ちがうって、何なにがですか？」

　わたしはキョトンと聞きき返かえす。

　コウスケ先せん輩ぱいの歌うた声ごえ、すごくよかったのに。

　すると、じっとあごに手てを当あてて考かんがえこんでいたりーちゃんが口くちを開ひらいた。

「さっきアオイさんがおっしゃっていた、『感かん情じょうをこめて歌うたえるか』ということですよね？」

「そう！　それだよ、リイコ！」

　コウスケ先せん輩ぱいが、バシッとひざを打うつ。

「オレさ、アオイさんの曲きょくをはじめて聴きいたとき、マジで衝しょう撃げき受うけたんだ。アオイさんの曲きょくは、それまで聴きいたどの曲きょくともちがった。心こころの奥おくに直ちょくでガツンときて、『こんな風ふうに人ひとの心こころを動うごかす歌か手しゅになりたい！』って思おもったんだ！」

　コウスケ先せん輩ぱいの言こと葉ばに、わたしもりーちゃんもうなずく。

　アオイさんの曲きょくに衝しょう撃げきを受うけたのは、わたしたち三人にんとも同おなじ。

　ちがう町まちで暮くらしていたわたしたちが、アオイさんの曲きょくに惹ひきつけられて、こうしてソライロのメンバーとしてあつまったんだもん。

　そして、わたしは今いままで、何なん度どもアオイさんの曲きょくに背せ中なかを押おしてもらった……。

「あーあ。やっぱアオイさんはすげーよ！　せっかくメアドも『アオイ・リスペクト』にしたってのに、ぜんぜんアオイさんに近ちかづけてる気きがしねーなぁ」

　あ、それ！　わかるなぁ！

　コウスケ先せん輩ぱいの言こと葉ばに共きょう感かんして、こくこくうなずく。

　わたしも、アオイさんに近ちかづけるように、もっとがんばらなきゃって、いつも思おもっ……。

　………………ん？

　何なにかが引ひっかかって、わたしはぴたりと考かんがえを止とめて、記き憶おくを巻まき戻もどす。

　待まって。

　コウスケ先せん輩ぱい、いま、『アオイ・リスペクト』って言いってなかった？

　なんかそれ、どっかで聞きいたような………………………………？

「あ─────────っ!!」

　思おもわず絶ぜっ叫きょうした。

　ふたりはビクリと首くびをひっこめる。

「なっ、なんだなんだ！　ビックリすんだろ！」

「どうしたのですか、いっちーさん？　どこか具ぐ合あいでも悪わるいのですか!?」

「ご、ごめんっ！　ななな、なんでもない……！」

　うろたえるふたりにあやまりつつ、わたしはくるりと背せを向むける。

（え～と、え～と、つまり……ああっ、なにがどうなってるの!?）

　頭あたまをぐしゃぐしゃかきむしりながら、必ひっ死しに考かんがえる。

　わたしは『アオイ・リスペクト』という言こと葉ばを、つい最さい近きん、一いち度どだけ目めにした。

　それは……。

　──広ひろ海みちゃんのメル友とも！

　あのメールの送おくり主ぬしのアドレスに、『ａアｏオｉイ‐・ｒｅｓｐｅｃｔリスペクト』って入はいってたよね!?

　それって、つまり……広ひろ海みちゃんのメル友ともは、コウスケ先せん輩ぱいかもしれないってこと!?!?

（でも、じゃあアオイって名な乗のってたのは、なんで……？）

　ゴチャゴチャぐるぐる、いろいろ浮うかんできて、ワケがわからないけど。

　とりあえず、本ほん人にんにたしかめてみなきゃ！

「あっ、あの、コウスケ先せん輩ぱい……？」

　言いいかけたわたしの声こえは、コウスケ先せん輩ぱいによってさえぎられた。

「うっし！　いろいろ考かんがえたけど、オレ、恋こいをすることに決きめたわ！」

　高たからかな宣せん言げん。

　一いっ瞬しゅん流ながれた沈ちん黙もくのあと、

「「えぇっ!?」」

　わたしとりーちゃんの声こえが重かさなる。

　恋こいをするって……いったいどういうこと!?

「オレは歌うたがうまくなりたい。そして思おもいついた！　感かん情じょうをこめて恋こいの歌うたを歌うたうには、恋れん愛あい経けい験けんゼロのままじゃダメだ！　実じっ際さいに恋こいをするしかねぇ、ってな！」

「ま、またそんな冗じょう談だんを言いって……コウちゃんにそんなお相あい手ては、いないじゃないですか」

　裏うら返がえった声こえで言いうりーちゃん。

「フッ、リイコちゃん。このモテ王おう子じをなめてもらっちゃこまるぜ？　相あい手てなら……いる！」

　ニヤリと笑わらうコウスケ先せん輩ぱい。

　りーちゃんは、絶ぜっ句くして口くちを覆おおう。

「じつは最さい近きん、電でん車しゃで運うん命めいの出で会あいをしちゃってな。メル友ともができたんだ」

　ドキッ

　コウスケ先せん輩ぱいの言こと葉ばで、疑ぎ惑わくが確かく信しんに近ちかづいた。

　タイミングも合あってるし、アドレスも同おなじ。

　おまけに、「電でん車しゃで出で会あった」って！

　コウスケ先せん輩ぱいはボーゼンとするわたしたちを残のこして、ウキウキとブースへの扉とびらをあける。

「オレ、しばらくこもるわ！　アオイさんとの相そう談だんは、おまえらにまかせたぜ！」




　部へ屋やに戻もどると、わたしはりーちゃんに広ひろ海みちゃんのメル友とものことを話はなした。

「えぇっ!?　それは……たしかなのでしょうか？」

「うん。広ひろ海みちゃんに見みせてもらったメアド、『アオイ・リスペクト』だったもん。メールでは、なぜか自じ分ぶんの名な前まえを『アオイ』って名な乗のってたけど……」

「コウちゃんなら、やりかねません。コウちゃんは本ほん当とうにアオイさんにあこがれていて、ゲームの主しゅ人じん公こうの名な前まえも『アオイ』にしてプレイしているくらいですから……」

　りーちゃんは複ふく雑ざつそうな表ひょう情じょうを浮うかべる。

　やっぱり、広ひろ海みちゃんのメル友ともは、コウスケ先せん輩ぱいなんだ……。

『応おう援えんしてね、一いち歌かちゃん！』

　頭あたまの中なかに広ひろ海みちゃんの声こえがひびく。

　でも……もしコウスケ先せん輩ぱいと広ひろ海みちゃんが付つき合あったら、広ひろ海みちゃんにソライロのことを知しられちゃうだろうし、わたしが絵え師しをしてることもバレちゃう。

　それは、ちょっと困こまるかも……。

「ねぇ、どうすればいいと思おもう？　広ひろ海みちゃんはすっかりメル友とものコウスケ先せん輩ぱいに恋こいしてるみたいだし、コウスケ先せん輩ぱいもその気きになってて……」

　話はなしながら、ふとりーちゃんを見みる。

　りーちゃんは表ひょう情じょうを曇くもらせて、じっとうつむいている。

「……りーちゃん？」

　声こえをかけると、りーちゃんはハッとしたように顔かおを上あげた。

「へっ!?　あ、え……そ、そうですね」

　ぎこちない笑えみに、適てき当とうな相あいづち。

　なんか、さっきからりーちゃんの様よう子すがおかしい気きがする……。

　わたしは首くびをかしげつつも、話はなしをつづける。

「あの、それでね。わたし、広ひろ海みちゃんに『応おう援えんしてね』って頼たのまれちゃってて……」

「──ごめんなさいっ！」

　とつぜん立たち上あがるりーちゃん。

　おどろいて見み上あげると、りーちゃんの目めがかすかにうるんでいた。

　それに、耳みみの先さきまで真まっ赤かだ。

「あっ、あの、そういう話はなしは、私わたし……ニ、ニガテなのでっ！　飲のみもの持もってきます！」

　りーちゃんは逃にげるように部へ屋やを出でて行いった。

　あきらかにいつもとちがう、りーちゃんの態たい度ど。

（りーちゃん、どうしたんだろう……？）

　ぱたぱたと遠とおざかっていく足あし音おとを聞ききながら、考かんがえをめぐらせる。

　りーちゃんの様よう子すがヘンになったのは、さっき、コウスケ先せん輩ぱいがいきなり、「恋こいをする」宣せん言げんをしたときだから……。

（あっ！）

　頭あたまのなかに、ある答こたえが浮うかんできた。

　もしかして。

　もしかしてだけど…………りーちゃんって、コウスケ先せん輩ぱいのことが好すきなの!?

　そういえば前まえにコウスケ先せん輩ぱいに頭あたまをぽんぽんされたときも、真まっ赤かになってたし！

　そう考かんがえたら、今いまの行こう動どうも説せつ明めいがつくよ。

（こ、これって、いわゆる〝三さん角かく関かん係けい〟ってやつなんじゃ……!?）
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　がらんとしずかな部へ屋やの中なか、わたしは思おもわず頭あたまをかかえた。




　夕ゆう方がたになって家いえに帰かえると、鏡かがみに映うつった自じ分ぶんは、げっそりやつれていた。

「はぁ……」

　かばんを床ゆかに置おいて、ベッドに寝ね転ころがる。

　もう、体からだ中じゅうの息いきが出でつくすくらい、ため息いきをついた気きがする。

　恋こいは素す敵てきだし、あこがれる気き持もちもあるけど、こんな風ふうに間あいだにはさまれてみると、どうしたらいいのかさっぱりわからない。

　まるで出で口ぐちのない迷めい路ろに迷まよいこんだみたいで、気き持もちがふさがっちゃうよ……。

（……そうだ。こういうときは、絵えを描かこう！）

　大だい好すきな絵えを描かいていると、いつも自し然ぜんと元げん気きが出でてくるんだ。

「よしっ」と思おもい立たって体からだを起おこすと、同どう時じに、「ピロリーン♪」と携けい帯たいのお知しらせ音おんが鳴なった。





アオイ『今日きょうはせっかくみんなからアイディアをもらったのに、なかなかピンとくるイメージが浮うかばなくてごめんね』






　アオイさんだ！

　それも、グループトークじゃなくて、個こ別べつトークのほう！

　沈しずんでいた心こころが一いっ気きにとびはねる。

　自じ分ぶんでも「単たん純じゅんだな～」って思おもうけど、うれしいんだから、しょうがないよね！

　ウキウキしながら、返へん事じのメッセージを送おくる。





いっちー『いえ、アオイさんがあやまることじゃないですよ！』

アオイ『僕ぼくも、はやく詞しを完かん成せいさせたいんだ。しめきりもあるし、ちょっとあせってるよ』






　めずらしい、アオイさんの弱よわ音ね。

　心しん配ぱいになると同どう時じに、心こころのどこかでちょっぴりうれしく感かんじた。

　だって……弱よわ音ねを吐はくってことは、アオイさんはわたしのこと、少すこしは頼たよりになるって思おもってくれてるってことだよね？

　わたしははりきって、アオイさんをはげますメッセージをあれこれ考かんがえる。

（あんまり軽かるい感かんじだとエラそうっぽくなっちゃうかな？　かといって長ちょう文ぶんを送おくっても「重おもい」って思おもわれちゃいそうだし……えーと、えーと……）

　迷まよっているうちに、ふたたび携けい帯たいが鳴なった。





アオイ『いっちーさんにお願ねがいがあるんだ。なにか、イラストを送おくってくれないかな？』






　どきん

　心こころがはずむ。





アオイ『昔むかしに描かいた絵えでもいいし、小ちいさなラクガキでもいい。いっちーさんのイラストを見みたら、アイディアが浮うかぶ気きがするから』






　メッセージを読よみ進すすめていくうちに、ふつふつとうれしさがこみあげてきた。

　ずっと助たすけてもらってばっかりのアオイさんに、恩おん返がえしができるチャンスだ！

　わたしの絵えでアオイさんの作さく詞しの助たすけになるのなら、いくらでも描かきたい！





いっちー『わかりました！　いろいろ考かんがえてみて、明日あした、なにか送おくりますね！』






（よ～しっ、がんばろう！）

　気き合あいをいれて机つくえに向むかう。

　アオイさんの役やくに立たちたいし、少すこしはみとめられたいもん！

　今日きょう、レコーディングスタジオではりきっていたコウスケ先せん輩ぱいも、きっとこんな気き持もちだったんだろうなぁ。

（あ……コウスケ先せん輩ぱいといえば……）

　それをきっかけに、また頭あたまの中なかにいろいろなことが浮うかびはじめた。

　コウスケ先せん輩ぱいと、広ひろ海みちゃんと、りーちゃん。

　大だい事じなソライロの仲なか間まと、学がっ校こうの友ともだちが、まさか三さん角かく関かん係けいになっちゃうなんて……。

　友ともだちとして、広ひろ海みちゃんのことは応おう援えんしたい。

　だけど、もしコウスケ先せん輩ぱいと広ひろ海みちゃんがうまくいったら、りーちゃんが悲かなしむ……。

「はぁ……」

　鉛えん筆ぴつをにぎったはいいけど絵えを描かく気き分ぶんにはなれなくて、そのまま机つくえにつっぷした。

　わたし……いったいどうすればいいの!?











６　パソコン禁きん止し令れい!?






　次つぎの日ひ。

　学がっ校こうから帰かえるなり、わたしはまっすぐ自じ分ぶんの部へ屋やに向むかった。

（はぁ、広ひろ海みちゃん、今日きょうもメル友ともの話はなしたくさんしてたなぁ……アオイさんに頼たのまれたイラストも、明日あした送おくりますって言いったのになにも描かけてないし……）

　ぼんやり考かんがえながらリビングを横よこ切ぎろうとしたら、

「いっちゃん」

　ママに呼よび止とめられた。

「ちょっと話はなしがあるから、ここに座すわって」

　わたしは、ぎくりと足あしを止とめる。

　いつも鼻はな歌うたまじりでゴキゲンなママの声こえが、みょうに低ひくい。

　こういうときは、ぜったい、怒おこられるとき……！

（なんだろう!?　心こころ当あたりなんてない……）

　……いや、あった。

　この前まえ、夜よふかしをしてパソコンをしてるところをママに注ちゅう意いされたけど……あの話はなしかな？

　ま、まさか、ソライロのことがバレたわけじゃないよね!?

　たらりと背せ中なかに冷ひや汗あせが伝つたうのを感かんじつつ、わたしは、おそるおそるテーブルについた。

　ママは一ひと呼こ吸きゅう置おいて、しずかに口くちを開ひらく。

「今日きょう、ＰＴＡのお仕し事ごとで学がっ校こうに行いって、丸まる子こ先せん生せいに会あったんだ……いっちゃん、小しょうテストの成せい績せきが悪わるかったんだって？」

（あ……その話はなしか……）

　ソライロのことじゃなくてひとまずホッとしたけど、ママからの無む言ごんのプレッシャーに、すぐさまビシッと姿し勢せいを正ただす。

「ご……ごめんなさい」

　わたしは観かん念ねんして、ランドセルにかくしていたひどいテストをママにわたした。

「ん～……点てん数すうが悪わるいことを怒おこるつもりはなかったんだけど、さすがにこの点てん数すうはねぇ……」

　頭あたまをかかえるママ。

（うん。やっぱりその点てん数すうは、マズイよね……）

　反はん省せいして、勉べん強きょうもやらなきゃだなぁ。

　うぅ、考かんがえなきゃいけないこといっぱいで大たい変へん……！

　なんて思おもっていた、矢や先さきだった。

　──ママの口くちから、衝しょう撃げきの言こと葉ばがとびだした。




「しばらく、パソコンで遊あそぶのを禁きん止ししようと思おもいます」




　その言こと葉ばの意い味みが、すぐには理り解かいできなかった。

「…………え？」

「あ、それから携けい帯たいも」

「えぇ～～～～～～～っ!?」

　さけびながら、やっと頭あたまが追おいついた。

　パソコン、禁きん止し!?

　そんなことになったら、動どう画がづくりができなくなっちゃうよ！

　あわててテーブルに身みを乗のり出だす。

「い、いきなり禁きん止しなんてひどいよ！　せめて、次つぎのテストまで待まって！」

「これはね、パパと相そう談だんして決きめたことなの。このところ、夜よふかしして遊あそんでるでしょ？」

「うっ……じゃあ、もう夜よるは使つかわないから！」

「ううん、ダメ。今いままでは、パパも『一いち歌かを信しんじてまかせよう』って言いってたし、学がっ校こうの勉べん強きょうをちゃんとやっているようならママも大おお目めに見みようと思おもってた。でも、ここまで成せい績せきが下さがっちゃうと、さすがにね。あまりパソコンにのめりこむのも心しん配ぱいだし、依い存ぞん症しょうにでもなったら大たい変へんだもの」

　依い存ぞん症しょうなんて……。

　そんな風ふうになるわけない！　って言いい返かえしたかった。

　たしかに最さい近きんは、動どう画がサイトやネットサーフィンにハマって夜よふかししちゃってたけど……もともとパソコンを使つかういちばんの目もく的てきは、デジタルイラストを描かくため。

　携けい帯たいだって、ソライロのみんなとの連れん絡らく以い外がいには、ほとんど使つかってない。

「わたし、べつに変へんなことして遊あそんでるわけじゃないもん……」

「じゃあ、夜よる遅おそくまで何なにをしてるの？」

「それは……」

　口くちごもると、ママの目めが鋭するどくなった。

「変へんなサイトを見みたりとか勝かっ手てに買かい物ものしたりとか、そういうことはしてないって信しんじてる。でも、好すきなことをしたいのなら、きちんと、すべきことはしないとね」

　いつになく強つよい口く調ちょうだった。こうなると、ママはパパよりこわい。

　わたしはぎゅっと奥おく歯ばを食くいしばって、必ひっ死しに頭あたまを回かい転てんさせる。

（どうすればいい？　ソライロの活かつ動どうのことを言いうわけにはいかないし……）

「ちなみに、禁きん止し令れい解かい除じょの条じょう件けんは、けっこう厳きびしめにしました。今こん度どの一学がっ期きまとめテストで、全ぜん教きょう科か90点てん以い上じょう！　おまけなし！」

「きゅ、90点てん!?」

　声こえが裏うら返がえる。

　もはや、頭あたまをかかえるしかない。

　だって……そんなのぜったいムリだよ！

　もともと勉べん強きょうはあまり得とく意いじゃなくて、国こく語ご以い外がいは、復ふく習しゅうをがんばってなんとか平へい均きん点てんをキープしてるくらいのレベルなのに……っ！
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「……どうしよう」

　ママに、「友ともだちに『しばらく返へん事じできない』って連れん絡らくさせて！」って泣なきついて、なんとか携けい帯たいだけは確かく保ほして自じ分ぶんの部へ屋やに入はいった。

　パソコンはすでにコンセントが没ぼっ収しゅうされてしまったから、ママのお許ゆるしが出でるまでは、電でん源げんを入いれることすら不ふ可か能のう……。

　足あし下もとがフワフワして、これが現げん実じつという実じっ感かんがあまりわいてこない。

　ただ、心こころの中なかは黒くろい霧きりに覆おおわれたみたいに、モヤモヤと重おも苦くるしくなっていた。

「そ、そうだ……ソライロのみんなに連れん絡らくしなきゃ！」

　絶ぜつ望ぼうにつつまれる気き持もちをなんとか奮ふるい立たたせて、グループトークにメッセージを送おくる。





いっちー『どうしよう！　テストでひどい点てんとって、パソコン使し用よう禁きん止しになっちゃった！』






　つづけてメッセージを書かいているうちに、みんなから返へん事じが届とどく。





Ｒｉｉりー『えっ!?　それは大たい変へんですね……[image: ]』

コウスケ『パソコン禁きん止しってことは、いっちー、絵えの仕し上あげできねーじゃん！　コンテストはどうするんだ!?』






　コウスケ先せん輩ぱいの言こと葉ばが、グサリと胸むねに突つき刺ささる。

　そうだよ。せっかく、コンテストにむけてがんばろうってときなのに！

（あぁ、わたし、またみんなに迷めい惑わくかけちゃうんだ……！）

　唇くちびるをぎゅっとかみながら、いそいでメッセージをつくった。

　連れん続ぞくで、次つぎ々つぎに送おくる。
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いっちー『ごめんなさい！　携けい帯たいもダメだから、しばらく返へん事じもできなくなるかも！』

いっちー『でも、次つぎのテストで巻まき返かえせば禁きん止し令れいは解かい除じょしてもらえることになったから！』

いっちー『テストがあるのはコンテストのしめきりより一週しゅう間かんくらい前まえ！』

いっちー『なにがあっても、ぜったい、コンテストに葉はマニア』






　あっ！　あわてすぎて途と中ちゅうで送おくっちゃった！

　しかも、ヘンな誤ご変へん換かんしちゃってるし～っ！

（あ～、もうっ！　えっと、えっと……！）

　部へ屋やの中なかを行いったり来きたりしながら、アタフタと書かき直なおしの文ぶんを打うっていた──そのとき。





アオイ『大だい丈じょう夫ぶだよ、落おちついて』






　とくん

　アオイさんのメッセージが目めにとびこんできた瞬しゅん間かん、手ての震ふるえがぴたりと止とまる。

　さあっと、心こころの中なかにやさしい風かぜがふいて。

　パニックになっていた頭あたまが、スーッと冷れい静せいさをとりもどしていくのがわかった。

（そうだ……落おちつかないと、みんなにちゃんと伝つたわらないよね）

　まずは深しん呼こ吸きゅう。

　すーはー、すーはー

　自じ分ぶんの呼こ吸きゅうを意い識しきできるくらい落おちついてきたところで、あらためてメッセージを送おくる。





いっちー『コンテストには間まに合あわせます。みんなといっしょに、ぜったいコンテストに参さん加かしたい！　また迷めい惑わくかけちゃうけど……信しんじて待まっていてもらえませんか？』






　アオイさんのおかげで、自じ分ぶんがいちばん伝つたえたかった気き持もちを、ちゃんと言こと葉ばにできた。

（ありがとうございます、アオイさん……）

　フゥ、と息いきをついて返へん事じを待まつ。





アオイ『わかった。とりあえず、いっちーさんは勉べん強きょうに集しゅう中ちゅうしてほしい。コンテストの動どう画がはいっちーさんが後あとから合ごう流りゅうしても間まに合あうように、三人にんで準じゅん備びをすすめておくよ』






　三人で……か。

　さみしい響ひびきに、胸むねがキュッとしめつけられる。

　……けど、今いまはしかたないよね。





コウスケ『よし、オレらにまかせて勉べん強きょうがんばれ！　パソコンをとりかえすんだ！』

Ｒｉｉりー『いっちーさん、ファイトです！』

いっちー『みんな、ありがとう！　テストの結けっ果かが出でたらすぐ連れん絡らくします！』






「……はぁ」

　メッセージのやりとりを終おえたとたん、勝かっ手てにため息いきが出でた。

　パソコンと携けい帯たいが使つかえないということは、デジタルでイラストを描かけないだけじゃない。

　こうやって、ソライロのみんなと連れん絡らくもとれなくなるってことなんだ。

（テストまでは二週しゅう間かん。コンテストのしめきりは十九日にち後ごか……）

　カレンダーを見みつめて、日ひにちを数かぞえる。

　テストをクリアーしても、わたしが動どう画がづくりに使つかえる時じ間かんは数すう日じつ。

　短みじかい時じ間かんで納なっ得とくできるものを描かくのは、かなり大たい変へんだと思おもう。

（そのうえ、もし……万まんが一いち、テストがダメだったら……）

　考かんがえたくないけど、最さい悪あくの事じ態たいになった、そのときは……。

　みんなには、わたし抜ぬきでも動どう画がをつくって、コンテストに参さん加かしてほしい。

　ソライロにとって、注ちゅう目もくされる大おおきなチャンスになる大だい事じなコンテスト。

　今こん回かいを逃のがしたら、次つぎにいつチャンスがくるかわからないし。

（だけど……もし、わたし抜ぬきでつくった動どう画がが入にゅう賞しょうしたら……超ちょうヘコむだろうなぁ～）

　みんなに、「あれ？　いっちーいらなくない？」とか思おもわれたらどうしよう……っ！

　ピロリーン♪

　絶ぜつ望ぼうに頭あたまをかかえていたら、ふたたび携けい帯たいが鳴なった。

　画が面めんを見みたとたん、ドキッと息いきをのむ。

（えっ、アオイさんから!?）

　どうしたんだろう、ついさっきやりとりは終おわったはずなのに……。

　ドキドキしながら開ひらく。





アオイ『最さい後ごにひとつ。この前まえ頼たのんだイラストの件けん、まだ覚おぼえてるかな？　もし何なにか描かけたら、テストの後あとでいいから送おくってほしい。

　僕ぼくはいっちーさんの絵えが好すきだ。ひとまず三人にんですすめるけど、キミが戻もどってきてくれないとソライロの動どう画がは完かん成せいしないと思おもってる。おたがい少すこしの間あいださみしいけど、次つぎにあつまったときに心こころおきなく動どう画がづくりに打うちこめるよう、今いまは我が慢まんだ。いっしょにがんばろう』






　読よみながら、うれしさで胸むねが爆ばく発はつしそうだった。

（アオイさんに……わたしの絵えを好すきって言いってもらえた！）

　不ふ安あんな気き持もちはキレイさっぱりふきとんで、沈しずみきっていた心こころが一いっ気きに浮ふ上じょうする。

　アオイさんって、本ほん当とうに不ふ思し議ぎ。

　わたしが何なにかに悩なやんでいるときや、落おちこんでいるとき、きまってアオイさんが連れん絡らくをくれて。

　その言こと葉ばに、いつも背せ中なかを押おされてるんだ。





いっちー『ありがとうございます！　わたし本ほん気きでがんばります！　あと、イラストもかならず送おくります！　待まっていてください！』






　お礼れいのメッセージを送おくると、わたしは「よし！」と気き合あいを入いれた。

　勉べん強きょう、がんばるぞ～っ！











７　とつぜんの告こく白はく宣せん言げん






　──ところが、それから数すう日じつ。

「終おわった……！」

　わたしは血ちの気けの引ひいた顔かおで、机つくえに開ひらいた算さん数すうの教きょう科か書しょに釘くぎ付づけになっていた。

　まとめテストの範はん囲いになっている、さいしょのページ。

　なんとその一問もん目めから、さっぱりわからないっ！

　復ふく習しゅうをサボっただけで、まさかここまでついていけなくなってるなんて～っ！

「やっぱ90点てんなんてムリだよぉ～～～！」

「あきらめるな一いち歌かっ！　気き合あいだ！　気き合あいでなんとかなる！」

「ならない～～～～！」

　涙なみだ目めになりながら、頭あたまをワーッとかきむしる。

　ユキちゃんの応おう援えんはうれしいけど、わからないものはわからないもん！

　このままだと、90点てんどころか50点てんもキビシイかも!?

　思おもっていた以い上じょうのヤバさに、先さき行ゆきがとーっても不ふ安あんになる。

　アオイさんと、「がんばる」って約やく束そくしたのに……！

「せめて、70点てんだったら望のぞみもあるのになぁ」

「でも、ママと約やく束そくしちゃったんでしょ？　禁きん止し令れい解かい除じょするには、がんばるのみじゃん！」

「うん。それはわかってるけど……」

　落おちこむわたしに、ユキちゃんは困こまったようにほほをポリポリとかく。

「まぁ……でもさ。好すきなこと思おもいっきりやるのって、むずかしいよね」

　ふと、ぽつりとこぼすユキちゃん。

「あたし、四年ねん生せいのとき無む茶ちゃな練れん習しゅうして腕うでの骨ほね折おったことあってさ。はじめてスタメンにえらばれた直ちょく後ごだったから、『意い地じでも試し合あいに出でる！』って泣ないてうったえたんだけど……」

「えっ。骨ほねが折おれてたのに、試し合あいに出でようとしたの？」

　びっくりして聞きき返かえす。

「うん、気き合あい入いれりゃどうにかいけると思おもって！　あたし、サッカー命いのちだし！」

　いやぁ、骨こっ折せつは、さすがに気き合あいでどうこうなるものじゃないんじゃ……。

　そんなことを考かんがえてたら、ユキちゃんがため息いきをついた。

「でも、けっきょく親おやに止とめられて……そのとき学まなんだんだ。『サッカーを好すきなだけやるには、自じ分ぶんの体からだをちゃんと管かん理りしなきゃいけないんだ』って。だから今いまは監かん督とくに自じ主しゅ練れんメニュー提てい出しゅつして、ムリのない範はん囲いでやるって決きめてる。──一いち歌かの動どう画がづくりも、いっしょじゃない？」

「えっ……？」

　おどろいて、思おもわず目めを見み開ひらく。

「パソコンのやりすぎで成せい績せき下さがったり、目めが悪わるくなったり、睡すい眠みん時じ間かんがへったり……そりゃ親おやも心しん配ぱいするよ。好すきなことだからこそ、まわりに心しん配ぱいかけないようにルールを決きめて、自じ分ぶんの責せき任にんでやってくしかないんだよね」

　ユキちゃんの言こと葉ばが、グサリと胸むねにきた。

　そっか。わたし、好すきなことに夢む中ちゅうになりすぎてまわりが見みえなくなってたかも。

　自じ分ぶんの部へ屋やにパソコンがあって、携けい帯たいも持もってて、っていうのが当あたり前まえになってたけど……友ともだちに聞きくと、どっちも自じ由ゆうに使つかえないって子こも多おおいんだよね。

　ママはわたしを信しんじて使つかわせてくれてたのに、その信しん頼らいを裏うら切ぎっちゃったんだ……。

　後こう悔かいが押おしよせてきて、しゅんと肩かたを落おとす。

　でも、厳きびしい条じょう件けんをつきつけてきたママの気き持もちがわかって、少すこしスッキリした。

「ありがとう、ユキちゃん。こうなったからにはもう、がんばるしかないもんね！」

「そうそう！　不ふ可か能のうなんてないって！」

　わたしの肩かたをポンポンたたくユキちゃんの笑え顔がおに、どん底ぞこに落おちていた心こころが少すこし軽かるくなる。

　いつも思おもうけど、ユキちゃんって自じ分ぶんの考かんがえや意い見けんをしっかり持もってて、すごい。

　しかも口くちだけじゃなくて、それをちゃんと実じっ行こうできるんだよね。

　わたしとは考かんがえ方かたや行こう動どう力りょくもぜんぜんちがうけど、だからこそ相そう談だんすると、新あたらしい発はっ見けんができたり元げん気きをもらえたりする。

　わたしも、見み習ならわなきゃ！

「でも、短たん期き間かんで成せい績せき上あげるとなると、一いち歌かひとりで勉べん強きょうしてたんじゃちょっと厳きびしいよね…………あっ、そうだ！　いいこと思おもいついた！」

　ユキちゃんが、ぽんと手てを打うつ。

「いいこと？」

「フッフッフ、まだナイショ。期き待たいして待まってていいよ！」

　ニヤリ、自じ信しんありげに笑えみを浮うかべて、ユキちゃんは元げん気きよく教きょう室しつをとびだしていった。

（な、なんだろう……？）

　ほんのちょっぴり不ふ安あんを感かんじつつ、ユキちゃんが走はしっていった方ほうを見みていたら、

「あっ！　おはよう、一いち歌かちゃん！」

　広ひろ海みちゃんと樹じゅ里りちゃんが連つれだって登とう校こうしてきた。

　ふたりはまっすぐわたしの席せきに駆かけよってくる。

「じつは、ビッグニュースがあるの！」

　うきうきした表ひょう情じょうの広ひろ海みちゃん。

「なんだろう？」と首くびをかしげていると、広ひろ海みちゃんはキョロキョロとまわりを確かく認にんしてから、こそっと小ちいさな声こえで言いった。

「じつは……来らい週しゅうの土ど曜よう日び、カレに『会あおう』ってさそわれちゃったの！」

　カレ？　会あおう？……って。

「えぇっ!?」

　つい大おお声ごえでさけんだわたしに、「しーっ！」と注ちゅう意いする広ひろ海みちゃん。

　わたしはあわてて両りょう手てで口くちをふさぐ。

　広ひろ海みちゃんは下したを向むいて、手てをもじもじとさせはじめた。

「初はつデートだけど、できれば、告こく白はくしたいなって思おもってて……」

　え～っ!?　ここ、告こく白はくっ!?　コウスケ先せん輩ぱいに!?

　今こん度どはちゃんと心こころの中なかでさけんだ。

　それと同どう時じに……頭あたまの中なかに浮うかんだのは、りーちゃんの顔かおだった。

（まさかこんなに早はやく二人ふたりが会あうことになるなんて！　それも告こく白はく!?　広ひろ海みちゃんのことは応おう援えんしたいけど、りーちゃんが傷きずつくことになるかもだし……！）

　だめだ。広ひろ海みちゃんになんて声こえをかけていいのかわからないよ。

　この沈ちん黙もくをなんとかしてほしくて、樹じゅ里りちゃんに視し線せんを送おくる。

（……あれ？）

　わたしは、ふと首くびをかしげた。

　いつも広ひろ海みちゃんの横よこできゃあきゃあ騒さわいでる樹じゅ里りちゃんが、今日きょうはおとなしい。

　どうしたのかなと思おもってたら、樹じゅ里りちゃんが口くちを開ひらいた。

「……でも、いくら相あい手てが上うわ着ぎをかけてくれたやさしい人ひとといっても、メル友ともといきなり一対たい一で会あうのって、危あぶないと思おもうな～……樹じゅ里り、ついていこっか？」

「えっ、やだ！　樹じゅ里りがいたらはずかしくて告こく白はくなんてできないよ」

　本ほん気きでブンブンと首くびをふる広ひろ海みちゃん。

　それでも樹じゅ里りちゃんは食くい下さがる。

「じゃあ、一いち歌かちゃんだったらどう？　それか、ユッキーとか～」

「一いち歌かちゃんもユキも、仲なか良よしだもん！　仲なかのいい子こに自じ分ぶんが告こく白はくしてるところなんて見みられたら、私わたし、はずかしくて生いきてけないよ！」

「それなら、逆ぎゃくにそんな仲なかよくない子こに……」

「ダメ！　メル友ともと会あうこと先せん生せいにチクられたら困こまるし！　ひとりで行いくってば！」

「え～。心しん配ぱいだなぁ～……」

　浮うかない表ひょう情じょうの樹じゅ里りちゃん。

（そっか。樹じゅ里りちゃん、広ひろ海みちゃんのことが心しん配ぱいなんだ……でも、そうだよね。わたしは相あい手てがコウスケ先せん輩ぱいって知しってるけど、樹じゅ里りちゃんにとってはナゾの人ひとなんだから）

　ふたりのやりとりを見みていたら、ふいに広ひろ海みちゃんが隣となりのクラスの子こに呼よばれて、廊ろう下かへ出でて行いった。

　そのタイミングを待まっていたかのように、樹じゅ里りちゃんがガシッとわたしの手てをにぎる。

「一いち歌かちゃん。樹じゅ里り、やっぱりろみちゃんをひとりで行いかせるの、心しん配ぱいだよ」

　樹じゅ里りちゃんはいつものフワフワした笑え顔がおじゃなく、硬かたい表ひょう情じょうで言いった。

「樹じゅ里り、ろみちゃんとは一年ねん生せいのときから仲なか良よしだから、わかるの。ろみちゃんって好すきな男おとこの子このことになると浮うかれちゃって、まわりが見みえなくなるんだ。メル友とものカレは、いちおう、危あぶないサイトとかで出で会あった人ひとではないけど……それでも、万まんが一いちってこともあるでしょ？」

　意い外がいな一いち面めんに、ちょっとびっくりする。

　樹じゅ里りちゃんといえば、いつも広ひろ海みちゃんの後うしろにくっついてニコニコしてて、あんまり積せっ極きょく的てきに自じ分ぶんの意い見けんを言いうタイプじゃないのに。

　友ともだちのことになると、こんなに一いっ生しょう懸けん命めいなんだ。

　樹じゅ里りちゃんの素す敵てきなところを知しれて、心こころがじーんとあったかくなった。

「それでね。一いち歌かちゃんにお願ねがいがあるんだけど……」

　……ん？　わたしに、お願ねがい？

　首くびをかしげるわたしに、樹じゅ里りちゃんは、こそこそっと耳みみ打うちをする。

「…………えぇっ、冴さえ木きくん!?」

「し～～～～っ！」

　力ちからいっぱいのシーッに、あわててあやまる。

　でも……ワケがわからないよ!?

「だってね。もし相あい手てが悪わるい人ひとだったときに、ろみちゃんのこと守まもってくれそうで、そのうえ、おもしろがって言いいふらしたりしない人ひとって考かんがえると、冴さえ木きくんしかいないと思おもうの！」

　あ……。

　わたしは両りょう手てで口くちを押おさえる。

（それ、前まえにわたしがソライロの顔かお合あわせへの付つきそいをおねがいしたときと、同おなじ理り由ゆうだっ！）

　にがーい気き持もちがあふれてくる。

　いざ第だい三さん者しゃになってみると、自じ分ぶんがどれだけ無む茶ちゃなおねがいをしてたか、身みにしみてわかった。

　冴さえ木きくん、あのときは本ほん当とうにごめんなさい……！

「ホントは樹じゅ里りがおねがいに行いかなきゃいけないと思おもうんだけど、樹じゅ里り、冴さえ木きくんの前まえだと緊きん張ちょうしちゃって、うまく話はなせないんだ……一いち歌かちゃん同おなじクラブだし、前まえに係かかりもいっしょにやってたでしょ？　頼たのんでみてくれないかな？」

「う～～～ん……」

「広ひろ海みちゃんにバレないように、遠とおくから見み守まもってもらうだけでいいの！　もし広ひろ海みちゃんにバレちゃったときは……あ、もちろん冴さえ木きくんにも、樹じゅ里りのせいにしていいから！　だから、ね、おねがい！」

　樹じゅ里りちゃんの真しん剣けんな表ひょう情じょうに弱よわりきってしまい、わたしはポリポリほほをかく。

　樹じゅ里りちゃんが広ひろ海みちゃんを大たい切せつに思おもう気き持もちは、すごく伝つたわってきた。

　でも、「相あい手てはコウスケ先せん輩ぱいだから心しん配ぱいしなくても大だい丈じょう夫ぶだよ」とは言いえないし。

　だからといって、冴さえ木きくんに迷めい惑わくをかけるのも気きが引ひけるし……。

　悩なやみに悩なやんだ末すえに、口くちを開ひらく。

「わ、わかった。ひとまず聞きくだけ聞きいてみるね」

「本ほん当とう!?　ありがとう、一いち歌かちゃん！」

　樹じゅ里りちゃんは、ぱあっと笑え顔がおになって、にぎったわたしの手てをブンブン振ふる。

（はぁ～、つい引ひき受うけちゃった……）

　冴さえ木きくんに話はなしかけるのって、けっこう勇ゆう気きがいるんだよね。

　前まえよりはニガテ意い識しきも減へって、ふつうに話はなせるようにはなってきたけど……それでもやっぱり、冴さえ木きくんって何なにを考かんがえているのか、まだまだよくわからないし。

　それよりなにより、冴さえ木きくんは超ちょうがつくほどモテ男だん子し。

　ふたりでしゃべってるところを、他ほかの人ひとに見みられないように気きをつけなきゃ……。

　うぅっ、悩なやみが多おおすぎて頭あたまの中なかがぱんぱんだよっ！











８　図と書しょ室しつで勉べん強きょう会かい






　休やすみ時じ間かんにちょっとずつ勉べん強きょうをすすめながら、あっというまに放ほう課か後ごになった。

　ちなみに勉べん強きょうは、ぜんぜんはかどってない。

（時じ間かん経たつの、はやいなぁ……）

　このままで、本ほん当とうにテストに間まに合あうのかな？

　つい足あし取どりが重おもくなりながら、わたしは「いいこと思おもいついた」というユキちゃんからもらったメモを手てに、ひとり廊ろう下かを歩あるいていた。

　ユキちゃんはくわしいことは教おしえてくれなくて、「図と書しょ室しつの一いち番ばん奥おくの席せきに座すわって、目めの前まえにいるヤツにこのメモを渡わたしてね！」とだけ言いってたけど……。

（このメモ、なんなんだろ？　それに、〝目めの前まえにいるヤツ〟って？）

　わたしは首くびをかしげつつ、親しん友ゆうのユキちゃんを信しんじて図と書しょ室しつへむかう。

「……あっ！」

　ちょうど階かい段だんにさしかかったところで、冴さえ木きくんにばったり会あった。

「ん。まだ残のこってたんだ」

　言いいながら、冴さえ木きくんはそのまま通とおり過すぎようとする。

　冴さえ木きくんはひとり。まわりに人ひとはいない。

（チャーンス！　広ひろ海みちゃんのこと、頼たのんでみよう！）

　わたしは小こ走ばしりで冴さえ木きくんに追おいついて、横よこに並ならんだ。

「あの、冴さえ木きくん。ちょっといいかな？」

　冴さえ木きくんはいぶかしげに首くびをひねったあと、こくりとうなずいた。




「──それで、来らい週しゅうの土ど曜よう日び、午ご後ご三時じに春はる風かぜ駅えき前まえの広ひろ場ばで待まち合あわせるんだって」

　事じ情じょうを話はなすと、おそるおそる冴さえ木きくんの様よう子すをうかがう。

　冴さえ木きくんはいつものとおりクールな表ひょう情じょうで、何なにを考かんがえてるのかはわからない。

「あの…………ダメ、かな？」

「うん。ダメ」

「えっ？」

　想そう像ぞう以い上じょうのアッサリとした返へん事じに面めん食くらって、思おもわずぽかーん。

「だって、相あい手てが秋あき吉よしのサークルの仲なか間まなら危あぶなくもないし、俺おれが行いく必ひつ要ようないでしょ」

　それだけ言いって、冴さえ木きくんはさっさと階かい段だんをのぼっていった。

　引ひき留とめることもできず、わたしはその場ばに立たち尽つくす。

（やっぱり、そうなるよね……）

　冴さえ木きくんにとっては、ただ面めん倒どうなだけだもん。

　わたしがソライロの顔かお合あわせに付つき合あってほしいって頼たのんだときは、たまたま冴さえ木きくんも出でかける用よう事じがあったからだって言いってたし。

　それでも、友ともだちを心こころから心しん配ぱいしてる樹じゅ里りちゃんの気き持もちを考かんがえるとなぁ……。

　頭あたまを悩なやませながら、トボトボと階かい段だんをのぼって、図と書しょ室しつへ。

　そのまま、一いち番ばん奥おくの席せきに座すわる。

（…………あ、そうそう。それで、前まえの席せきの人ひとに……）

　ふと顔かおを上あげて、ぎょっとする。

（さ、冴さえ木きくん!?）

　さっきのこともあいまって、思おもわずさけびそうになったけど、なんとかこらえた。

　冴さえ木きくんは冴さえ木きくんで、両りょう手てで本ほんを開ひらいたまま、目めの前まえに座すわるわたしをまじまじと見みている。

（そうだ！　このメモを渡わたすんだっけ！）

　はっと思おもい出だして、そろ～り、テーブルの上うえをすべらすようにしてメモをわたす。

「…………」

　冴さえ木きくんはだまったまま、わたしの顔かおとメモを交こう互ごに見みて。

　そっと、メモを開ひらいた。

「…………タケのやつ」

　ボソッとつぶやく冴さえ木きくん。

　タケって……うちのクラスの武たけ宮みやくんのことかな？

　武たけ宮みやくんはサッカークラブ所しょ属ぞくで、冴さえ木きくんとけっこう仲なかがいいんだよね。

　わたしは声こえをひそめて、質しつ問もんをする。

「あの……なんて書かいてあったの？」

「読よんでないの？」

「うん。ユキちゃんから渡わたされただけだから」

　冴さえ木きくんは、困こまったように眉まゆをひそめる。

「……簡かん単たんに言いうと、俺おれに、秋あき吉よしの家か庭てい教きょう師しになれってさ」

「えっ!?」

　ポリポリと頭あたまをかきながら、冴さえ木きくんはメモを見みせてくれた。




『奏そう太たへ

　すまん！　和泉いずみにＰＫ対たい決けつで負まけてこのメモを書かかされている！

　まとめテストまで秋あき吉よしの勉べん強きょうを見みてほしいそうだ！

　男おとことして、約やく束そくをやぶるわけにはいかない！

　てなわけでおれとの友ゆう情じょうにめんじてヨロシク！　　　　　武たけ宮みや竜りゅうより』




　ユキちゃんの「いいこと思おもいついた」って、こういうことだったんだ……！

　居い心ごこ地ちの悪わるさに、わたしはぎゅっと体からだをちぢめた。

「あの、ごめん……迷めい惑わくだよね、こんなの」

　ユキちゃんが心しん配ぱいしてくれたのはうれしいけど、いくら困こまってるからって、無む関かん係けいの冴さえ木きくんを巻まきこむなんて申もうし訳わけないよ。

　あわてて席せきを立たとうとして…………思おもいとどまる。

（でも……テストの成せい績せきがよくならなかったら、ソライロのみんなとコンテストに参さん加かできなくなる……わたし、それだけはぜったいにイヤだ！）

　冴さえ木きくんは、学がく年ねんの中なかでトップレベルの成せい績せき。

　家か庭てい教きょう師しとして、これほど心こころ強づよい人ひとは他ほかにいないもん！

　わたしは意いを決けっして、冴さえ木きくんと向むき合あった。

「あのね。じつは今いま、家いえでパソコン禁きん止し令れいを出だされちゃってるんだ。でも、まとめテストで全ぜん教きょう科か90点てん以い上じょうとれば解かい除じょしてもらえることになってて……今こん度どの恋こいうたコンテスト、わたし、ぜったい参さん加かしたいの。勝かっ手てなお願ねがいだけど、どうか、わたしに勉べん強きょうをおしえてください！」

　ぺこりと頭あたまを下さげて。

　下さげたまま、ドキドキと返へん事じを待まつ。

（お願ねがい、冴さえ木きくん……！）

　しばらくして、フゥと小ちいさく息いきを吐つく音おとがした。

「俺おれ、ここで本ほん読よんでるから。わかんないとこあったら言いって」

　ぽつりと言いった冴さえ木きくん。

　わたしはおどろいて顔かおを上あげる。

「いいの!?」

「あと、ついでにさっきの話はなしも。俺おれが引ひき受うけたって、戸と沢ざわに報ほう告こくしていいよ」

「え？」

　さっきの話はなしって……樹じゅ里りちゃんから頼たのまれた、広ひろ海みちゃんの待まち合あわせのことだよね？

「冴さえ木きくん、引ひき受うけてくれるの？」

「実じっ際さいに行いくかどうかはわかんないけど……もし俺おれに断ことわられたって伝つたえたら、戸と沢ざわはたぶんべつの人ひとを探さがすでしょ。そしたら、秋あき吉よしもまたややこしいことに巻まきこまれるかもしれない。今いまは、勉べん強きょうの時じ間かん確かく保ほするのが第だい一いちなんじゃない？」

　冴さえ木きくんの言こと葉ばに、「たしかに！」と納なっ得とくする。

　広ひろ海みちゃんが会あうのはコウスケ先せん輩ぱいだから、見み守まもらなくったって、危き険けんはないんだもんね。

　樹じゅ里りちゃんにはウソをつくことにはなっちゃうけど……冴さえ木きくんの言いうとおり、今いまは一秒びょうでも長ながく勉べん強きょうに集しゅう中ちゅうしたい！

「ありがとう、冴さえ木きくん！……でも、どうしてそんなに助たすけてくれるの？」

　急いそいで教きょう科か書しょをとりだしながら、ふと気きになって聞きいてみた。

　勉べん強きょうを教おしえてくれるのは武たけ宮みやくんとの友ゆう情じょうのためだろうけど、広ひろ海みちゃんと樹じゅ里りちゃんのことは、冴さえ木きくんにとっては面めん倒どうなだけのはずなのに……。

　不ふ思し議ぎに思おもっていると、冴さえ木きくんは本ほんに目めを落おとしながら、サラリと言いった。

「ソライロの新しん作さく動どう画がが見みられなくなると、俺おれ、困こまるんだよね」

「あ……」

　そっか！　冴さえ木きくん、前まえにも「ソライロの動どう画が楽たのしみにしてる」って言いってくれてたもんね！

　ソライロの動どう画がが好すきだから、冴さえ木きくんはわたしのことを助たすけてくれる。

　間かん接せつ的てきにだけど、ソライロのみんなが力ちからを貸かしてくれてる気きがして、心こころ強づよくなった。

（よし、がんばろうっ！）

　わたしは気き合あいを入いれて、目めの前まえの教きょう科か書しょに意い識しきを集しゅう中ちゅうさせた。




　まずは、ニガテな算さん数すう。

　特とくにつまずいていたのが「分ぶん数すうのかけ算ざん・わり算ざん」で、逆ぎゃく数すうとか、小しょう数すうと分ぶん数すうがまざった計けい算さんとかが出でてくると、すぐ頭あたまがパニックになっちゃってたんだけど……。

「──で、答こたえは『１／２』ってこと」

「な、なるほど……！」

　今いままで暗あん号ごうのように見みえていた数すう式しきが、するっと頭あたまに入はいってくる。

　すごい！　冴さえ木きくんの説せつ明めい、すっごくわかりやすい！

　計けい算さんするときのちょっとしたコツも教おしえてもらったから、これで計けい算さんミスも減へらせるかも！

「俺おれ、次つぎの本ほん探さがしてくる。下したの練れん習しゅう問もん題だい解といてて」

「うん！」

　冴さえ木きくんのおかげで、練れん習しゅう問もん題だいは四問もんともすらすら解とけた。

（よかった。この感かんじなら、本ほん当とうに90点てんも夢ゆめじゃないかも……）

　ホッと一ひと息いきついて、ん～っと伸のびをする。

　放ほう課か後ごの図と書しょ室しつは、すごく静しずかだ。

　図と書しょ委い員いんの当とう番ばんの子こがカウンターに座すわって本ほんを読よんでいる他ほかには、だれもいない。

　遠とおくに聞きこえる鳥とりの鳴なき声ごえ。窓まどの外そとを見みると広ひろい空そらが目めに入はいってきて……。

　──とつぜん、頭あたまの中なかに曲きょくが流ながれだした。

　アオイさんが聞きかせてくれた、まだ歌か詞しのない新しん曲きょくのメロディー。

（アオイさん、いま、どうしてるのかな……）

　もし高こう校こう生せいだとしたなら、部ぶ活かつの時じ間かん？

　それともわたしみたいに、学がっ期き末まつのテスト勉べん強きょう中ちゅうかな？

　作さく詞しは、うまくいってるのかな……？

　だけど、どんなに気きになっても、アオイさんにメッセージを送おくることはできないんだ。

　そう思おもうとさみしくて、胸むねがしめつけられるように苦くるしくなる。

　顔かおも、声こえさえも知しらないのに。

　アオイさんの存そん在ざいが、わたしのなかで、どんどん大おおきくなってる気きがする……。




「秋あき吉よし？」

　冴さえ木きくんの声こえに、われにかえる。

「あ……や、やだな、わたし。ボーッとしてた」

　あわてて教きょう科か書しょに意い識しきをもどす。

（だめだめ、今いまは勉べん強きょうに集しゅう中ちゅうしなきゃ！）

　そう思おもった矢や先さき。また、頭あたまにメロディーが浮うかぶ。

　今こん度どはソライロじゃなくて……「幻まぼろしのＳエス」。

　アンエス結けっ成せい前まえにつくられた曲きょく、『ヒマワリ』だった。

　なんで、今いま、この曲きょくが……？

（あっ……！）

　冴さえ木きくんの顔かおを見みたとたん、あることを思おもい出だして、はっと息いきをのむ。

　わたしは近ちかくに人ひとがいないのをしっかり確かく認にんしてから、そっと声こえをひそめた。

「前まえに冴さえ木きくんがピアノで弾ひいてたのって、もしかして、『ヒマワリ』って曲きょくじゃない？」

　冴さえ木きくんは、大おおきく目めを見み開ひらいた。

　わたしは声こえのボリュームを下さげたままつづける。

「わたし、パソコン禁きん止しされる前まえまで、アンエスってサークルの動どう画がを見みるのにハマっててね。調しらべたら、そのアンエスが結けっ成せい前まえにつくった曲きょくがあったんだって。ネットでサビの部ぶ分ぶんだけ見みつけたんだけど、その曲きょくと似にてたような……」

「──あのさ」

　ガタッ

　とつぜん、冴さえ木きくんが席せきを立たった。

「今日きょうはもう終おわりにしよう。俺おれ、帰かえるから」
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　わたしはドキリと体からだをかたくする。

　どうしよう！　勉べん強きょうに集しゅう中ちゅうしないで雑ざつ談だんばかりしてたから、怒おこらせちゃった!?

「ご、ごめんね、冴さえ木きくん！　もうムダにしゃべったりしないから！」

　あわてて立たち上あがると、冴さえ木きくんは怒おこって……というより、少すこし困こまったようにふりかえった。

　首くびの後うしろをさわりながら、目めで、ちらりと窓まどの外そとをしめす。

「いや、そうじゃなくて…………たぶん、秋あき吉よしにお客きゃくさん」

（お客きゃくさん……？）

　不ふ思し議ぎに思おもいながらも、その視し線せんの先さきをたどっていくと──、

（えっ……!?）

　わたしは反はん射しゃ的てきに窓まど際ぎわへと駆かけよった。




　校こう門もんの横よこに、ソライロのりーちゃんが立たっていた。











９　リイコとコウスケ






　冴さえ木きくんにお礼れいを言いって、大おおあわてで校こう舎しゃをとびだした。

　遠とお目めに見みてもわかるくらい不ふ安あんそうな表ひょう情じょうをしているりーちゃん。

　わたしは校こう門もんをめざして、全ぜん速そく力りょくで走はしる。

「りーちゃん！」

　駆かけよりながら声こえをかけると、りーちゃんは、ぱっとこちらを向むいた。

「いっちーさん！　まだ帰かえっていなかったのですね！　よかったぁ……」

　心こころからホッとしたような笑え顔がお。

　パソコン禁きん止し令れいでみんなと連れん絡らくがとれなくなってまだ数すう日じつだけど、ずいぶんひさしぶりな感かんじがして、わたしもうれしくなった。

「いきなり来きちゃって、ごめんなさい。びっくりされましたよね？」

「びっくりしたけど、会あえてうれしい！　ちょうどいま、テスト勉べん強きょうしてたところだったんだ」

「そ、そうだったのですか。やっぱり、ご迷めい惑わくかけちゃいました……」

　りーちゃんは眉まゆをハの字じにして、しゅんとうつむく。

「えっ、迷めい惑わくなんかじゃないよ！　りーちゃんと会あえて、本ほん当とうにうれしいよ！」

　わたしが否ひ定ていしても、りーちゃんはうなだれたまま。

　いつもとちがう雰ふん囲い気きに、胸むねがざわつく。

「……そうだ！　あっちに公こう園えんがあるから、そこで話はなさない？」




　校こう門もんの前まえじゃ落おち着つかないと思おもって、学がっ校こうの近ちかくにある緑りょく道どう公こう園えんに案あん内ないした。

　ここは遊ゆう具ぐがないし、公こう園えんというより散さん歩ぽ道みちって感かんじだから、いつも静しずかなんだ。

　あいてるベンチを探さがして、ふたりでならんで座すわった。

「ここまで来くるの、大たい変へんじゃなかった？」

　だまりこんでいるりーちゃんに話はなしかける。

　りーちゃんが住すんでる春はる風かぜ市しから、ここ晴せい天てん市しまでは、電でん車しゃで二十分ぷんくらいかかるんだ。

　それにりーちゃんだって、今日きょうは学がっ校こうがあったはずだよ。

「いっちーさんが晴せい天てん小しょうということは以い前ぜんおしえていただいたので、ネットで行いき方かたを調しらべて、電でん車しゃとバスを乗のり継ついで来きました。今日きょうは授じゅ業ぎょうが五時じ間かん目めまでだったので、急いそげば間まに合あうかもしれないと思おもって……」

　その答こたえに、「へ～っ！」と感かん心しんしてうなずく。

　りーちゃんって、ほんとしっかりしてるよね。

　わたしだったら、ひとりで別べつの町まちの学がっ校こうに行いくなんて、ぜったいムリだなぁ……。

「ところで、コンテストの動どう画が制せい作さくですが……じつを言いうと、あまりすすんでいないのです」

　ふいに、りーちゃんが切きり出だした。

「えっ、そうなの？」

「はい。歌か詞しができないことには、レコーディングも絵えコンテもなかなか……」

「そっか……アオイさん、まだ歌か詞しができてないんだ」

　心しん配ぱいで胸むねがうずく。

　いつも、わたしたちを頼たのもしく引ひっぱってくれるアオイさんなのに……。

「アオイさん、なにかあったのかな？」

「さぁ、そこまでは……私わたしもいつでもとりかかれるように準じゅん備びはしていますが、基き本ほん的てきに動どう画が師しの仕し事ごとは、歌か詞し、音おん源げん、イラストがそろわないと、できることは限かぎられてしまいます」

　りーちゃんの言こと葉ばに、うっと息いきがつまる。

「迷めい惑わくかけてほんとーにごめんね！」

「い、いえ、そんなつもりで言いったのでは！　仲なか間まですから、困こまったときはおたがいさまです」

　あわてたように、手てをぱたぱたさせるりーちゃん。

「げんに、私わたしも自じ分ぶん勝かっ手てな理り由ゆうで、こうしてとつぜん押おしかけてしまったわけですし……」

「自じ分ぶん勝かっ手てな理り由ゆう？」

　わたしがキョトンとしていると、りーちゃんは顔かおを赤あかくしてうつむいた。

「そ、その、今日きょう来きたのは…………コウちゃんのことで、いっちーさんにお話はなしを聞きいてほしいなと思おもって……」

　コウスケ先せん輩ぱい。

　その名な前まえに、ドキリと息いきをのむ。

「それって……もしかして、広ひろ海みちゃんとコウスケ先せん輩ぱいのこと？」

　りーちゃんは、小ちいさくうなずいた。

　ふぅ、と息いきをついて、ゆっくり話はなしはじめる。




「コウちゃんと出で会あったのは、私わたしが、五歳さいのときでした────」





　当とう時じの私わたしは、両りょう親しんが心しん配ぱいするほどのひどい人ひと見み知しりで。

　友ともだちもできず、家いえでずっとゲームをしているような子こどもでした。

　そんなある日ひ、おとなりの家いえに、新あたらしい家か族ぞくが引ひっ越こしてきたのです。

　男おとこの子この三兄きょう弟だい。とてもにぎやかでしたが、ひとりっ子この私わたしにとっては少すこしこわくて。顔かおを合あわせることがないように逃にげまわっていました。

　ただ、ひとつだけ楽たのしみなこともありました。

　毎まい日にち、夕ゆう方がたになると、おとなりから歌うた声ごえが聞きこえたのです。

　まるで天てん使しのように綺き麗れいなその声こえが、私わたしは大だい好すきで。

　こっそり庭にわに出でて、塀へいの陰かげにかくれて聴きくのが日にっ課かになっていました。

　──しかし、あるとき、とうとう気きづかれちゃったんです。

「よっ！　おまえ、いつもそこできいてるだろ！　オレのファンか？」

　七歳さいのコウちゃんでした。

　今いまと変かわらない人ひとなつっこい笑え顔がお。

　その頃ころの私わたしは、年とし上うえの子こ、それも男おとこの子ことおしゃべりをしたことすらなかったので、その場ばから一いち目もく散さんに逃にげようとしました。

　けれども、すぐに呼よび止とめられて。

「おい、待まった！　モンスターウォッチのゲームもってる？　対たい戦せんしよーぜ！」

　──大だい好すきな「ゲーム」と聞きいてはだまっていられず。

　私わたしは家いえから携けい帯たいゲームを持もってきて、コウちゃんと通つう信しん対たい戦せんをしました。

　コウちゃんはゲームが弱よわくて、私わたし、あっさり勝かっちゃって。

「また負まけたぁっ！　おまえチビのくせに、なんでそんなつえーんだよ!?」

　コウちゃんは負まけるたびに、「もう一いっ回かい！」って。

　私わたしはずっとひとりでゲームをしていたから、だれかと顔かおをつきあわせていっしょにゲームをするのは生うまれてはじめてでした。

　だけど……自じ分ぶんでもびっくりするくらい、本ほん当とうに本ほん当とうに楽たのしかった。

「そうだ！　今こん度ど、オレのにーちゃんたちと対たい戦せんしてみろよ！」

　ふと、思おもいついたようにコウちゃんは言いいました。

　コウちゃんのお兄にいさんとは、一いち度どもおしゃべりしたことがありませんでした。

「で、でも……りいこ、しらないひととおはなしするの、ニガテだから……」

　私わたしは急きゅうに心こころ細ぼそくなって、首くびを横よこにふりました。

　でも。

　そのとき、コウちゃんが笑わらって言いったんです。

「ふーん。でも、オレとはすぐ仲なかよくなれたじゃん！」

　──それは、ぱあっと目めの前まえがひらけるような発はっ見けんでした。

　たしかに、今いままさに、男おとこの子ことおしゃべりができている。

　それが自じ分ぶんでも本ほん当とうに不ふ思し議ぎで……すごくうれしかった。

「ニガテなことがあるのは悪わるいことじゃねーけど、できそうなことまでやろうとしないのは、自じ分ぶんにシツレイだぞ？　自じ分ぶんの可か能のう性せいを自じ分ぶんでつぶしてることになるんだから」

「じぶんのかのうせい？」

「おう！　くやしいけど、おまえはゲームの才さい能のうあるよ！　背せはオレのが勝かってるけどな！」

　くしゃくしゃっと、頭あたまをなでられて。

　胸むねが、きゅんって熱あつくなって。

　昨日きのうまでの自じ分ぶんでは考かんがえられなかった気き持もちがわいてきました。

「あっ、あの……！」

　コウちゃんの目めをまっすぐに見みて、私わたしは勇ゆう気きをふりしぼって言いいました。

「また、いっしょにあそんでくれる？」

　すると、コウちゃんも私わたしの目めを見みて、ニッと笑わらいました。




「いいぜ！　とくべつに、オレの妹いもうとにしてやるよ！」
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　話はなしを終おえると、りーちゃんはまた、小ちいさく息いきをついた。

「コウちゃんのおかげで、私わたしはそれまで知しらなかった世せ界かいをたくさん知しることができました。動どう画が投とう稿こうや、ソライロと出で会あえたのも……。おおげさに聞きこえるかもしれませんが、コウちゃんは私わたしの人じん生せいを変かえてくれた、大たい切せつな存そん在ざいなんです」

　話はなしをするりーちゃんを見みていて、確かく信しんした。

　りーちゃんの想おもい。

　わたしは少すこし迷まよってから、その質しつ問もんを口くちにする。

「あの……りーちゃんは、コウスケ先せん輩ぱいのことが好すき、なの？」

　りーちゃんは苦くるしげに眉まゆを寄よせて、目めを閉とじる。

「たぶん、そうなんだと思おもいます」

　ゆっくり、たしかめるような口く調ちょう。

「……でも、コウちゃんは私わたしのこと、妹いもうととしか思おもってないですから」

　さみしげに笑わらうりーちゃん。

　今いままで見みたことないその表ひょう情じょうに、わたしまでせつない気き持もちになる。

　ふたりは、小ちいさい頃ころからいっしょにいた幼おさななじみ。

　たしかにわたしも、ふたりを「兄きょう妹だいみたい」って感かんじることはあったけど……。

「それは、コウスケ先せん輩ぱいに聞きいてみないとわからないよ。りーちゃんが気き持もちを伝つたえたら……」

「いえ。私わたしは、今いまのままでいいと思おもっているので」

　わたしの声こえをさえぎるように、りーちゃんは語ご気きを強つよめて言いった。

　その言こと葉ばの意い味みがわからなくて、声こえが出でなくなる。

　それってつまり……りーちゃんは自じ分ぶんの気き持もちを伝つたえるつもりはないってこと？

「……もし私わたしが告こく白はくなんてしたら、コウちゃんはぜったいに困こまると思おもうし。ソライロの活かつ動どうにも支し障しょうがでると思おもうんです。コウちゃんもソライロも、私わたしにとっては同おなじくらい大たい切せつです。どちらも、ぜったいに失うしなうわけにはいきません」

　わたしは唇くちびるをぎゅっと結むすんで、耳みみをかたむける。

　りーちゃんの気き持もち、わかるような気きがした。

　わたしも、前まえにユキちゃんとソライロのことでケンカしたとき、「ソライロもユキちゃんもどっちも大だい事じ。どっちかなんてえらべない！」って思おもったから。

　でも……今いま伝つたえないと、手て遅おくれになっちゃうかもしれない。

　だって、もし広ひろ海みちゃんとコウスケ先せん輩ぱいがうまくいったら、りーちゃんは自じ分ぶんの気き持もちを知しってもらえないまま、失しつ恋れんすることになるんだ。

　それって、すごく辛つらいんじゃないかな？

　わたしはしばらく考かんがえた末すえに、今日きょう、広ひろ海みちゃんから聞きいたことをりーちゃんに打うち明あけた。

「広ひろ海みちゃんとコウスケ先せん輩ぱいが会あう約やく束そくをしたって、知しってる？」

　りーちゃんが目めを見み開ひらく。

「来らい週しゅうの土ど曜よう日びだって。広ひろ海みちゃんは、コウスケ先せん輩ぱいに告こく白はくするつもりだって言いってたよ。りーちゃん、自じ分ぶんの気き持もちを伝つたえなくて、本ほん当とうにいいの？」

　りーちゃんは、また苦くるしそうに顔かおをしかめた。

　だけど、すぐに何なにかをふりきるように首くびを横よこにふって、前まえを向むく。

「私わたしは、コウちゃんにずっと笑え顔がおでいてほしいです。だから、もし広ひろ海みさんとおつきあいすることになっても……コウちゃんが決きめたことなら応おう援えんしたい！　これは、ウソいつわりのない本ほん心しんです！」

　きっぱりとした口く調ちょうに、もう、何なにも言いえなかった。

　ただ……何なん度ども見みせたりーちゃんの辛つらそうな表ひょう情じょうが、頭あたまから離はなれない。

「私わたし、自じ分ぶんの気き持もちをだれかに聞きいてほしくて。でも、こんな話はなしできるの、いっちーさんしかいないから……今日きょうは、ありがとうございました」

　りーちゃんはそう言いって、ぱっと笑えみを浮うかべる。

「あ、そうだ。もしご迷めい惑わくでなければ、いっちーさんのおうちの電でん話わ番ばん号ごうをおしえていただけませんか？　動どう画がの進しん行こう状じょう況きょうに変へん化かがあったらご報ほう告こくしますのでっ！」

　不ふ自し然ぜんなほど明あかるくふるまうりーちゃん。

　その気き遣づかいをふいにできなくて、わたしもせいいっぱい明あかるく笑わらい返かえした。

「……わかった！　メモに書かくからちょっと待まってて！」




　家いえに帰かえっても、その日ひは、勉べん強きょうがさっぱり手てにつかなかった。

（わたしに、何なにかできることはないのかな……？）

　背せもたれにもたれかかって、ぼんやり天てん井じょうを見み上あげる。

　りーちゃんがあんなに辛つらそうな顔かおをしているのに、わたし、何なにも言いえなかった。

　ユキちゃんは、わたしが「アオイさんを好すき」なんて言いってたけど……わたしはまだ、想そう像ぞうのなかでしか〝恋こい〟を知しらないんだって思おもい知しる。

（同おなじ恋こいでも、人ひとによって、ぜんぜんちがうんだな……）

　恋こいをする広ひろ海みちゃんはすごく楽たのしそうなのに、りーちゃんは、とても辛つらそうで……。

「恋こいって、なんなんだろう……？」

　コンテストのしめきりが迫せまってきてるのに、〝恋こい〟が、ますますわからなくなっちゃったよ。











10　デート当とう日じつの大おお騒そう動どう






　──そして。あっというまに、運うん命めいの土ど曜よう日びがやってきた。

　今日きょうはついに、コウスケ先せん輩ぱいと広ひろ海みちゃんが会あう、デートの日ひ。

　つまり、広ひろ海みちゃんと、りーちゃん。ふたりの恋こいの運うん命めいが決きまる日ひ……。

　昨日きのうの夜よるはなかなか寝ね付つけなくて、すっごく寝ね不ぶ足そくで。

　本ほん当とうはもうひと眠ねむりしたいな～とか思おもったり。

　もう三みっ日か後ごはテストだから、さすがに今日きょうは勉べん強きょうしなきゃダメだよね～って思おもったり。

　思おもってた、はずなんだけど……。

（き、来きちゃった…………）

　わたしはナゼか、駅えきの構こう内ないを行いき交かう人ひと混ごみのすみっこで頭あたまをかかえていた。

（気きになりすぎて、春はる風かぜ駅えきまで来きちゃったよ～～～～～っ！）

　心こころの中なかでさけびながら、髪かみを思おもいっきりくしゃくしゃにする。

　だって、ドキドキして、家いえになんていられなかったんだもん！

　ここまで来きちゃったからには、ゴチャゴチャ悩なやんでてもしょうがない。

　何なにができるってわけでもないけど、ひとまずコウスケ先せん輩ぱいか広ひろ海みちゃんの姿すがたを探さがしてみよう。

（待まち合あわせ場ば所しょは駅えき前まえの広ひろ場ばだったよね。東ひがし口ぐちと西にし口ぐち、どっちだっけ……？）

　案あん内ない板ばんを探さがしてソワソワとあたりを見み回まわす。

　ドンッ

「あっ、ごめんなさい！」

　よそ見みしてたら、だれかにぶつかっちゃった！

　とっさにあやまりながら後うしろをふりかえって──大おおきく目めを見み開ひらく。

「さ、さ………………冴さえ木きくんっ!?」

　なんでここに!?

　わたしが言いう前まえに、冴さえ木きくんが口くちを開ひらく。

「やっぱり。秋あき吉よしはおせっかいだから、来くるんじゃないかと思おもった」

　冴さえ木きくんはブルーのヘッドホンを外はずしながら、いつものクールな表ひょう情じょうでわたしを見みる。

　その視し線せんに、ぎくりと背せ筋すじが冷ひえた。

「あっ、あの、これは、その……盗ぬすみ見みようとか、そういうつもりはぜんぜんなくてっ！　ただ、心しん配ぱいで、いてもたってもいられなくて……」

　早はや口くちで言いい訳わけをならべるけど、どんどん声こえが小ちいさくしぼんでいく。

　そっか、わたしが今いまからしようとしてることって、「盗ぬすみ見み」になるんだよね……。

　コソコソと友ともだちのデートの様よう子すを見みに来きた自じ分ぶんの行こう動どうが急きゅうにはずかしくなって、罪ざい悪あく感かんで胸むねがいっぱいになる。

「俺おれは、たまたまこの駅えきに用よう事じができたから、ついでに寄よってみたんだ。──さすがに、さらにもうひとり来きてるとは思おもわなかったけど」

　冴さえ木きくんの言こと葉ばに首くびをかしげる。

「ん？　もうひとりって？」

　不ふ思し議ぎに思おもってキョロキョロすると、数すうメートル先さきにある人ひと影かげに目めがとまった。

　黒くろいキャップにサングラスという、なんだか怪あやしい格かっ好こうの女おんなの子こ……？

「…………えっ!?　もしかして、りーちゃん!?」

　わたしがさけぶと、女おんなの子この肩かたがビクッと跳はねた。

　サッとこっちを見みて、そのままフリーズする。

「い、いっちーさん……」

　アワアワしながらサングラスを外はずしたその子こは、思おもったとおり、りーちゃんだった。

　あわてて近ちかづいていくけど、りーちゃんは顔かおを真まっ赤かにしてうつむいたまま、目めを合あわせてくれない。

「えーっと……き、奇き遇ぐうだね……」

「そそ、そうですね……」

「…………」

「…………」

　な～んて、奇き遇ぐうなわけないよね！

　りーちゃんもきっと、わたしと同おなじ。いてもたってもいられなかったんだ。

　なんだかいたたまれない気き持もちになって、わたしたちは向むかい合あったまま、しばらくもじもじとだまりこんでいた。

　──そのときだった。

「なにやってんだ？　おまえら三人にんもそろって」

　とつぜん聞きこえた声こえ。

　りーちゃんと同どう時じに横よこを向むいて……。

（ええぇ～～～～～～っ!?）

　わたしは声こえにならないさけびをあげた。

　だって、そこに立たっていたのは────コウスケ先せん輩ぱいだったから！




「えっ!?　じゃあ、ろみちゃんって、いっちーの友ともだちなのかよ！」

　事じ情じょうをすべて正しょう直じきに話はなすと、コウスケ先せん輩ぱいは目めをまんまるにしておどろいた。

　もちろん、りーちゃんの気き持もちのことは言いわなかったけど。

　となりにいるりーちゃんは、うつむいたまま、ひたすらだまりこんでいる。

「広ひろ海みちゃんからの恋れん愛あい相そう談だんを受うけてるうちに、相あい手てのメル友ともがコウスケ先せん輩ぱいだって気きづいたんです。でも、なかなか話はなすタイミングがなくって……」

「待まて。てことはまさか、オレのメール見みた？　オレがなんて名な乗のってるかは……？」

「えっと……『アオイ』、ですよね……？」

　コウスケ先せん輩ぱいは頭あたまをかかえて天てんを仰あおいだ。

「は～、マジかよ……オレ、超ちょうかっこわりーじゃん！」

　苦にが々にがしい表ひょう情じょうでだまりこむコウスケ先せん輩ぱい。

　沈ちん黙もくに困こまって冴さえ木きくんに目め線せんを送おくってみたけど、冴さえ木きくんは小ちいさく肩かたをすくめるだけ。

　コウスケ先せん輩ぱいは、しばらく何なにか考かんがえこむようにじっと天てん井じょうを見みつめて。

　ふいに、ぽつりとつぶやいた。

「……やっぱ、会あうのやめようかな」

「えっ……？」

　会あうのをやめる？

　唐とう突とつな発はつ言げんにおどろいて、わたしはまじまじとコウスケ先せん輩ぱいの顔かおを見みた。

　コウスケ先せん輩ぱいは遠とおくを見みるように上うえを向むいたまま、言こと葉ばをつづける。

「さいしょは軽かるい気き持もちで……『王おう子じさま』とか言いわれて浮うかれてたっつーか、ちょっとかっこつけたくてさ。『アオイさんならこう言いうだろうな』ってイメージしながらメールを書かいてたんだ。……でも、だんだんウソの自じ分ぶんになってメールするのが辛つらくなってた」

　小ちいさなため息いき。

　広ひろ海みちゃんの笑え顔がおが頭あたまをよぎって、胸むねがチクリと痛いたむ。

「ろみちゃんとのメールは楽たのしかったけど……本ほん物もののオレと会あってもゲンメツされるだけだろ。だから、会あわないほうがおたがいのためだよ」

　何なにを言いったらいいのかわからなかった。

　わたしも冴さえ木きくんも、りーちゃんも。そこにいる全ぜん員いんが口くちをつぐんで、しずかな沈ちん黙もくが流ながれる。

　あんなに楽たのしみにしていた広ひろ海みちゃんのことを思おもうと、「会あってほしい」って思おもうけど。

　りーちゃんの気き持もちを思おもうと、このまま黙だまってたほうが…………。

「──それは、ちがうと思おもいます」

　沈ちん黙もくをやぶる声こえは、となりから聞きこえた。

　わたしはおどろいて横よこを見みる。

　そこには、ぴんと背せ筋すじを伸のばし、しっかり前まえを見みるりーちゃんがいた。

「今日きょうがくるまでに断ことわるチャンスはいくらでもあったはずです。それでもコウちゃんが今いまここにいるのは、『会あいたい』って思おもったからでしょう？　今いまのコウちゃんは、ぜんぜんコウちゃんらしくないです。言いい訳わけして、自じ分ぶんの気き持もちから逃にげようとしているように見みえます」

　コウスケ先せん輩ぱいは面めん食くらったように口くちをあけている。

　それは、わたしも同おなじだった。

　だって、りーちゃんが今いまから言いおうとしてることって……。

「アオイさんもおっしゃっていたじゃないですか、『大おお勢ぜいの心こころを動うごかすには、歌うたい手てがどれだけ感かん情じょうをこめて歌うたえるかが大だい事じだ』って。人ひとの心こころを動うごかす歌か手しゅになりたいと言いっているコウちゃんが自じ分ぶんの気き持もちから逃にげるなんて……そんなの、自じ分ぶんにシツレイです！」
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　震ふるえる手てで、スカートの生き地じをぎゅーっとにぎりしめて。

　必ひっ死しに涙なみだをこらえるその姿すがたは、見みているだけで胸むねが痛いたくなった。

　ただ……わたしには、どうしてもわからなかった。

　りーちゃんは、なんで、コウスケ先せん輩ぱいの背せ中なかを押おしたの？

　そんなことをしたら、本ほん当とうにふたりがつきあうことになるかもしれないのに……。

「……リイコの言いうとおりだな」

　コウスケ先せん輩ぱいが、ぽつりと言いった。

　その目めには、さっきまでとは別べつ人じんのように力ちから強づよさが戻もどっている。

「さすが、オレの妹いもうと！　いいこと言いうじゃねーか！」

　ぽんっ

　りーちゃんの頭あたまをなでる、コウスケ先せん輩ぱいの手て。

　りーちゃんは、今いまにも泣なき出だしそうに口くちをぎゅっと結むすんで。

　それから、ニコリと笑えみを浮うかべた。

「いってらっしゃい、コウちゃん」

「サンキュ！　行いってくるわ！」

　笑え顔がおで駆かけだすコウスケ先せん輩ぱい。

　その背せ中なかを見みつめるりーちゃんの横よこ顔がおから、わたしは目めを離はなすことができなかった。

　モヤモヤとしたものが、心こころの中なかを渦うず巻まいている。

「これでよかったの？　りーちゃん」

「はい……たくさん考かんがえて、決きめたことなので」

　りーちゃんはわたしの問といかけに、こくりとうなずいた。

「私わたしは、夢ゆめを全ぜん力りょくで追おいかけているコウちゃんが好すきです。キラキラして、まぶしくて……だから、ソライロの動どう画が師しとしていっしょに夢ゆめを追おいかけられる今いまのままで、じゅうぶん幸しあわせなんです」

　ズキンッ

　涙なみだをかくして笑わらうその表ひょう情じょうに、胸むねがはりさけそうになる。

　りーちゃんが今日きょうここへこっそり来きたのは、コウスケ先せん輩ぱいが広ひろ海みちゃんに会あいに行いくのを止とめたいって気き持もちを、捨すてきれなかったからじゃないのかな？

　でも、りーちゃんはやさしいから、自じ分ぶんひとりが傷きずつくことをえらんだ。

　つらい気き持もちをかくして、迷まよっていたコウスケ先せん輩ぱいを笑え顔がおで送おくり出だしたんだ……。

（りーちゃん……）

　ズキズキと胸むねが痛いたくて、ギュッと唇くちびるをかむ。

　だけど……きっとわたしなんかよりずっと、りーちゃんの心こころの方ほうが痛いたい。

　大だい好すきなりーちゃんのこんな顔かお……わたし、もう見みたくないよ！

「──やっぱりわたし、行いってくる！」

「えっ？　いっちーさん!?」

「だって、今いま伝つたえなかったら、ぜったい後こう悔かいするよ！」

　わたしはりーちゃんを残のこし、走はしり出だした。

（コウスケ先せん輩ぱいに伝つたえなきゃ……！）

　あんなにまっすぐで、純じゅん粋すいなりーちゃんの想おもいを！

　案あん内ない板ばんを見み上あげて、出で口ぐちを確かく認にん。

（広ひろ場ばがあるのは…………東ひがし口ぐちっ！）

「──待まって」

　ガシッ

　いきなり、後うしろから腕うでをつかまれた。

「えっ……!?」

　おどろいてふりかえる。

　冴さえ木きくんが肩かたで息いきをしながら、わたしを見みつめていた。

（な、なんで止とめるの？　はやくしないと、間まに合あわないかもしれないのに……！）

　わけがわからなくて、ぽかんとその瞳ひとみを見み上あげていると。

　冴さえ木きくんは呼こ吸きゅうを整ととのえて、しずかに口くちを開ひらいた。

「秋あき吉よしが今いまからしようとしてることは、あの子この気き持もちを踏ふみにじることになるよ」











11　恋こいのゆくえ






　わたしは息いきをのんで冴さえ木きくんの目めを見みつめる。

（気き持もちを踏ふみにじる……？　ちがうよ、わたしはりーちゃんだけが傷きずついて、辛つらい思おもいをするのが嫌いやで。だから、なんとかしたいと思おもって……）

　心こころの中なかで思おもうけど、声こえが出でない。

　どきんどきんと、心しん臓ぞうが嫌いやな音おとをたててはりつめていく。

　冴さえ木きくんはわたしから目めをそらさないまま、落おちついた声こえで話はなしだした。

「彼かれの背せ中なかを押おしたのは、あの子こが自じ分ぶんで決きめたことだ。秋あき吉よしはあの子このことが本ほん当とうに大たい切せつで、だから動うごかずにはいられないんだろうけど……今いまは、ぜったい行いくべきじゃない」

　冴さえ木きくんの言こと葉ばが、ズシリと胸むねの奥おくにひびく。

（でも……じゃあ、どうすればいいの？）

　体からだの横よこで、ぎゅうっとこぶしをにぎりしめる。

　恋れん愛あい経けい験けんゼロのわたしには、りーちゃんが、どうしてあんな決けっ心しんをしたかわからない。

　どんな言こと葉ばをかけたらいいのかも、わからないんだ。

　大だい好すきな友ともだちのために何なにもできないなんて。そんなの、つらいよ……。

　うつむいていると、冴さえ木きくんが言こと葉ばをつづける。

「秋あき吉よしだって本ほん当とうはわかってるはずだよ。たとえだれかに反はん対たいされることでも、うまくいかなくて苦くるしくても。悩なやんで、悩なやみぬいて自じ分ぶんで出だした答こたえなら、後こう悔かいせずにつきすすめるってこと。……だってそれって、恋こいだけじゃなくて、夢ゆめも同おなじことだから」

「夢ゆめも……？」

　意い外がいな言こと葉ばにおどろいて、わたしは顔かおを上あげた。

「たとえば……もしテスト結けっ果かがダメでパソコン禁きん止し令れいが解とかれなかったら、秋あき吉よしはたぶん、自じ分ぶんぬきでもコンテストに参さん加かしてほしいと思おもうんじゃない？　さみしいけど、それ以い上じょうにソライロの仲なか間まに迷めい惑わくがかかる方ほうが嫌いやだから。……それなのに、もし俺おれが勝かっ手てに秋あき吉よしのお母かあさんに会あいに行いって、『秋あき吉よしはソライロの絵え師しだから、パソコン使つかわせてあげてください』って言いったら……どう思おもう？」

「あ……」

　熱あつくなっていた頭あたまが、スッと冷れい静せいになった。

　わたしは冴さえ木きくんの目めを見みつめて、じっと耳みみをかたむける。

「俺おれはソライロで絵え師しとしてがんばってる秋あき吉よしを応おう援えんしてる。だから、『まわりにはヒミツにしたい』って秋あき吉よしの気き持もちを無む視しして、だれかに言いいふらしたりは、ぜったいにしない」

　胸むねがちくりと痛いたむ。

　冴さえ木きくんの言いうとおりだ。

　今いまわたしがコウスケ先せん輩ぱいにりーちゃんの想おもいを伝つたえたりしたら、たくさん悩なやんで答こたえを出だしたりーちゃんの気き持もちを、踏ふみにじることになる。

　それだけじゃない。勇ゆう気きを出だして告こく白はくしようとしている広ひろ海みちゃんや、会あいに行いく決けつ意いをしたコウスケ先せん輩ぱいのことも傷きずつけるんだ。

（「伝つたえない」。それが、りーちゃんの〝決けつ意い〟なら……）

　今いま、わたしがすべきことは、ひとつ。

　ひとりで辛つらさを我が慢まんしてるりーちゃんが少すこしでも元げん気きになれるように、そばにいる。

　それだけしかできないのは本ほん当とうにつらいけど。りーちゃんのことが大だい好すきだからこそ、その気き持もちをいちばんに大たい切せつにしたい……。

『コウちゃんが決きめたことなら応おう援えんしたい』

　そう言いったりーちゃんの気き持もちが、やっと、少すこしわかった気きがした。

「ありがとう。わたし、大たい切せつな人ひとたちを傷きずつけずにすんで……本ほん当とうによかった」

　じわりと、目めの奥おくが熱あつくなる。

　このままだと泣なき出だしてしまいそうで、ぐっと息いきを止とめてうつむく──と。

　ぽんっ

　頭あたまにあたたかさを感かんじた。
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「そんな顔かおしてちゃ、あの子こも心しん配ぱいするよ」

　やさしく髪かみをなでられて、びっくりして顔かおを上あげる。

　冴さえ木きくんの目めはとてもおだやかで、見みていると、心こころが落おちついてくる。

「秋あき吉よしって不ふ思し議ぎだよね。ふだんはおとなしいのに、友ともだちのこととなると、人ひとが変かわったみたいに大だい胆たんになる。前まえにも、和泉いずみとつかみあいのケンカしてたし」

「あっ……あれは、つかみあいというか、つねりあいというか……」

　ごにょごにょ口くちごもりながら、はずかしくて顔かおが熱あつくなる。

　ちょっと前まえにユキちゃんとケンカしたとき、たまたま冴さえ木きくんに見みられちゃったんだよね。

「秋あき吉よしって、意い外がいと武ぶ闘とう派は？」

「そ、そんなことないよ！　ない、はず……だと思おもうけど」

　あのときは、とっさに手てが出でちゃったんだよね……。

「あはは、そこは否ひ定ていすればいいのに」

　声こえを上あげて笑わらう冴さえ木きくんを見みてたら、わたしも自し然ぜんと笑え顔がおになっていた。

　ううん……笑え顔がおにしてもらったんだ。

「うん。いい笑え顔がお」

　満まん足ぞくそうにうなずく冴さえ木きくんに、心こころがぽっとあたたまる。

「本ほん当とうにありがとう、冴さえ木きくん」

　わたしはもう一いち度どお礼れいを言いって、冴さえ木きくんと別わかれた。




　そのまま、すぐにりーちゃんのもとへもどる。

　りーちゃんはさっきと同おなじ場ば所しょに、ひとりで立たっていた。

「りーちゃん……ごめんね。わたし、勝かっ手てに変へんなおせっかいしようとして……」

　りーちゃんは笑え顔がおで首くびを横よこにふって、わたしの手てをとった。

「いいえ。そんな風ふうに親しん身みになって私わたしのことを心しん配ぱいしてくれて……うれしいです！」

　そのあたたかい手てのひらに、きゅぅっと胸むねがしめつけられた。

　鼻はなの奥おくがツンとする。

（わ、わたしが泣ないてどうするの！　笑え顔がおでりーちゃんを元げん気きづけないと！）

　涙なみだを必ひっ死しにこらえて、りーちゃんの手てをぎゅっと強つよくにぎる。

　だけど、上う手まく言こと葉ばが出でてこない。

　すると、わたしのかわりに、りーちゃんがゆっくりと話はなしはじめた。

「……アオイさんからはじめていっちーさんのイラストが送おくられてきたとき、いきいきとした人じん物ぶつの表ひょう情じょうに目めを奪うばわれました。そして、思おもったんです。『この絵えを描かいた人ひとは、きっとふだんからまわりの人ひとにやさしいまなざしをむける方かたなのだろうな。いっしょに動どう画がをつくれたらうれしいな』って。だから私わたし、いっちーさんと仲なか間まになれて……仲なか良よくなれて、いま、幸しあわせなんです」

　りーちゃんはわたしを見みつめたまま。

　涙なみだをためた瞳ひとみを、そっと細ほそめた。

「私わたしが今いまいちばんそばにいてほしいのは、いっちーさんです」











12　ひとつぶの涙なみだ






「家いえにいらっしゃいませんか？」というお言こと葉ばに甘あまえて、わたしはりーちゃん家ちにおじゃました。

　りーちゃんの部へ屋やでいっしょにゲームをしたり、動どう画がを見みたり。

　おたがいに今日きょうのことには触ふれなかったけど、楽たのしく時じ間かんが過すぎていって。

　自し然ぜんに笑わらうりーちゃんを見みて、わたしも少すこしホッとしていた。

　──ところが、一時じ間かんくらいが経たったころだった。

　ピンポーン

　とつぜん鳴なったインターホン。

「はい…………えっ!?」

　受じゅ話わ器きの画が面めんを見みたりーちゃんが声こえをあげる。

　不ふ思し議ぎに思おもってわたしも見みに行いくと……。

「えっ!?」

　思おもわず声こえが出でた。

　画が面めんに映うつってるのは──コウスケ先せん輩ぱい!?

『おーい、リイコ！　いっちーもいっしょか？　ちょっと話はなしたいことがあるんだ！』




　しばらく待まっていると、ドアをノックする音おとがした。

　りーちゃんの肩かたがビクッと跳はねる。

　りーちゃんはノックに応こたえることもできず、その場ばでオロオロとするばかり。

　そんなりーちゃんに代かわって、わたしは急いそいでドアを開あけに行いった。

「コウスケ先せん輩ぱい。あの……はやかったですね」

「おう！　向むこうの最も寄より駅えきまで送おくって、すぐ帰かえってきたからな」

「え？」

　首くびをかしげていると、コウスケ先せん輩ぱいはずんずんと部へ屋やをすすんで、ソファーに座すわった。

（送おくって、すぐ帰かえってきたって……どういうこと？　広ひろ海みちゃんとのデートは？）

　混こん乱らんしながら、わたしもコウスケ先せん輩ぱいのいるソファーに座すわる。

　コウスケ先せん輩ぱいは頭あたまをポリポリかきながら、決きまり悪わるそうにうつむいた。

「んー……まぁ、簡かん単たんに言いうとだな。オレはふられました」

　わたしは面めん食くらって、ぽかんと口くちを開ひらく。

　いよいよ、意い味みがわからないよ！

　ふられた!?

　だって、広ひろ海みちゃんはメル友とものコウスケ先せん輩ぱいに夢む中ちゅうで、告こく白はくするってはりきってて……。

　ちらりとりーちゃんを見みると、ドアのそばに立たったまま、ボーゼンとしてる。

「えっと……どういうことなんですか、コウスケ先せん輩ぱい？」

「うん……じつはオレ、正しょう直じきに話はなしたんだ。自じ分ぶんとはちがうキャラをつくってメールしてたことも、歌うたの練れん習しゅうのために『恋こいをしよう』と思おもったことも。あと……こんなオレだけど、ろみちゃんとのメールは本ほん当とうに楽たのしかったって」

　コウスケ先せん輩ぱいが、しゅんと肩かたを落おとす。

「それで……広ひろ海みちゃんは、なんて？」

「『会あって話はなしてみて、私わたしも自じ分ぶんの理り想そうを押おしつけてたことに気きづいた。もうメールはやめましょう』って……だからまぁ、これでよかったんだよな。うん」

　コウスケ先せん輩ぱいは自じ分ぶんを納なっ得とくさせるように、何なん度どもうなずく。

（そっか。広ひろ海みちゃんも、ちゃんと自じ分ぶんで答こたえを出だしたんだ）

　それがわかって、ちょっぴりホッとする。

　りーちゃんと、コウスケ先せん輩ぱいと、広ひろ海みちゃん。

　三人にんがそれぞれ納なっ得とくして、こういう結けっ果かになったんなら……。

「けどやっぱ、なんつーか…………ちょっとさみしい、かな」

　コウスケ先せん輩ぱいがつぶやいた。

「あの日ひ電でん車しゃで、塾じゅくのかばんかかえて眠ねむってるろみちゃんを見みたとき、『こんな風ふうにがんばってる子こを元げん気きづける歌うたを歌うたいたいな』って思おもったんだ。だから上うわ着ぎをかけてあげた。お礼れいのメモをもらったのも、スゲーうれしかった……もう一いっ回かい会あってみたいって思おもった気き持もちも、ウソじゃなかったんだ。……ウソついてふられといて、今いまさらこんなこと言いうのもかっこわりーけど」

　へへっと情なさけなさそうに笑わらって、鼻はなをこするコウスケ先せん輩ぱい。

　すると──それまでだまっていたりーちゃんがツカツカとこちらへやってきて、コウスケ先せん輩ぱいの前まえに立たった。

「かっこわるくなんてないです！」

　めずらしく強つよい口く調ちょうだった。

「きちんと自じ分ぶんの気き持もちと向むき合あって、ありのままの自じ分ぶんを相あい手てに見みせたコウちゃんは……とてもりっぱです！」

　その瞳ひとみから、ぽろりとこぼれた雫しずく。

　泣ないてるところを見みて、こんなことを思おもうのは少すこし後うしろめたいけど……とてもキレイで。

　わたしは息いきをするのも忘わすれて、じっと、りーちゃんのことを見み上あげていた。

「……さんきゅ。リイコ」

　ポロポロ涙なみだを流ながすりーちゃんに、コウスケ先せん輩ぱいがほほえみかける。

「やっぱオレは夢ゆめに生いきるしかねぇな！　もっと練れん習しゅうして、アオイさんの曲きょくを歌うたうのにふさわしい歌うたい手てにならねーと！」

　ニカッと笑わらうコウスケ先せん輩ぱい。

　その笑え顔がおにつられるように、りーちゃんも自し然ぜんと笑え顔がおになる。

（あ……！）

　そのとき。

　頭あたまの中なかに、はっきりとしたイメージが浮うかび上あがった。

　片かた思おもいをしていて、せつなくて苦くるしくて。

　だけど、どんなときも輝かがやきを失うしなわない、キレイな瞳ひとみをしている女おんなの子こ。

　──りーちゃんをモデルにした、女おんなの子この絵えを。
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　家いえに帰かえって、すぐにイメージをスケッチした。

　まだ歌か詞しのないアオイさんの新しん曲きょくと重かさね合あわせながら、ありったけの想おもいをこめて。

　最さい近きんは勉べん強きょうばかりしてたから、机つくえで絵えを描かくのはずいぶんひさしぶりな気きがする。

（よし、描かけた！　けど……）

　問もん題だいは、このラフを、どうやって送おくるか。

　パソコンは使つかえないから、スキャンはムリ。

　携けい帯たいも没ぼっ収しゅうされてるから、写しゃ真しんを撮とって送おくるのもダメだ。

　でも、なるべくはやくソライロのみんなに……アオイさんに見みてほしい！

　りーちゃんとコウスケ先せん輩ぱいには会あえたけど、まだ、アオイさんとは連れん絡らくをとれないままだから……。

（アオイさん、歌か詞し、書かけたのかな？）

　アオイさんと話はなしたい想おもいがこみあげて、胸むねが、きゅんとせつなく震ふるえる。

　携けい帯たいが使つかえなくなって、アオイさんと連れん絡らくがとれなくなって、ずっとさみしかった。

　でも……それだけじゃなくて。

　アオイさんのことを考かんがえてるときは、不ふ思し議ぎと胸むねの奥おくがほんのりあたたかくなるの。

　それはわたしにとって、すごく特とく別べつで、大たい切せつな気き持もち。

（だからぜったい、この絵えをアオイさんに見みてもらうんだ）

　だってアオイさんは、わたしの絵えを「好すき」って言いってくれた。

　もし、まだ歌か詞しが上う手まく出で来きていないなら、この絵えが……わたしの絵えが、アオイさんの手て助だすけになるかもしれない！

　どうにか方ほう法ほうはないかと悩なやんで──ふと、ひらめく。

（……そうだ！　学がっ校こうのパソコンルーム！）




　月げつ曜よう日び。

　わたしはラフを描かいた紙かみを持もって、家いえを出でた。

　今日きょうはクラブ活かつ動どうの日ひじゃないけど、顧こ問もんの先せん生せいに頼たのめばカギを開あけてもらえるはず。

（問もん題だいは、あの大おおきい複ふく合ごう機きの使つかい方かたが、いまいちわからないんだよね……）

　ぼんやり考かんがえながら下げ駄た箱ばこで靴くつをはきかえていたら、広ひろ海みちゃんと樹じゅ里りちゃんに会あった。

「あ、おはよう一いち歌かちゃん！……ちょっといい？」

　広ひろ海みちゃんはまわりに人ひとがいないのを確かく認にんして、こそっと声こえをひそめる。

「メル友とものカレだけどね……お別わかれしたんだ」

　とっさに、「うん、そうらしいね」って言いいそうになって、あわてて口くちをつぐむ。

　あぶなかった！　広ひろ海みちゃんはわたしがデートの裏うら側がわを知しってること、知しらないんだ！

（でも、自じ分ぶんからふったとはいえ、あんなに楽たのしそうに話はなしてた「恋こい」が終おわっちゃったんだもん。きっと、広ひろ海みちゃんも落おちこんでるよね……）

「私わたしね、漫まん画がみたいな恋こいにあこがれて、理り想そうの王おう子じさま像ぞうをカレに押おしつけちゃってたんだ。話はなしてみると理り想そうとはぜんぜんちがったし、いい人ひとだったけど、ドキドキはしなかったの」

「だってろみちゃん、ほんと理り想そう高たかいんだもん～」

　樹じゅ里りちゃんがチャチャを入いれる。

「それは樹じゅ里りもでしょ！　でも、むこうも気き持もちを正しょう直じきに話はなしてくれたし、失しつ恋れんしてショックっていうより、今いまはスッキリしてるんだ！　一いち歌かちゃんにはちゃんと報ほう告こくしておこうと思おもって。いろいろ相そう談だんにのってくれてありがと！」

　晴はれやかな表ひょう情じょうの広ひろ海みちゃんに、つい面めん食くらう。

　あれ？　落おちこんでるどころか、むしろ前まえより元げん気きそう!?

　失しつ恋れんしたのに……？

　わけがわからなくて、両りょう手てで頭あたまをかかえた。

　あ～、ダメだ！

　わたしやっぱり、〝恋こい〟ってよくわかんないっ！




　放ほう課か後ごになるのを待まって、パソコンルームに向むかった。

　先せん生せいに「忘わすれものをした」って言いったら、意い外がいとあっさりカギを貸かしてくれたんだ。

　学がっ期き末まつが近ちかいからか先せん生せいたちも忙いそがしそうで、放ほう課か後ごは机つくえから離はなれられないみたい。

（この絵えを送おくったら、わたしもすぐ勉べん強きょうに戻もどらなきゃ！）

　パソコンルームにある複ふく合ごう機きのスイッチを入いれて、紙かみをセットする。

（えーっと……スキャンしたデータをパソコンにとりこむ設せっ定ていは……？）

　ピッピッといろんなボタンを押おしてみるけど、なかなか思おもうようにできない。

　どうしよう。あんまり時じ間かんがかかると、先せん生せいが怪あやしんで見みに来きちゃうかも……！

「ん～、ダメだ。これもちがう……」

「なにしてんの？」

「この絵えをスキャンしてメールで送おくりたいんだけど、やり方かたがわからなくて……」

　話はなしながらふと違い和わ感かんをおぼえ、目めをぱちくり。

　……わたしいま、だれと会かい話わした？

　ハッとしてふりむく。

「さ、冴さえ木きくんっ!?」

「貸かして。俺おれ、こういうの得とく意い」

　ビックリしてのけぞるわたしをよそに、冴さえ木きくんは迷まよいなく機き械かいを操そう作さしていく。

　そしてあっというまに、起き動どうしていたパソコンにデータが送おくられてきた。

「あ……ありがとう、冴さえ木きくん！」

　よかった、これでアオイさんに送おくれる！

　すぐにメールをつくって、送そう信しん！

　本ほん当とうは返へん事じがくるまで待まちたいところだけど……今いまは我が慢まんだ！

　わたしはパソコンの電でん源げんを消けして、席せきを立たった。

「本ほん当とうにありがとう、助たすかったよ！」

「うん。じゃ、行いこっか」

「え？」

　行いくって、どこへ？

　首くびをひねるわたしに、冴さえ木きくんは苦にが笑わらい。

「図と書しょ室しつだよ。最さい後ごの追おいこみ、しなくていいの？」

　わたしは「あっ」と声こえをあげた。

「冴さえ木きくん、今日きょうも勉べん強きょう見みてくれるの？」

「乗のりかかった船ふねだし。それに……やっぱり俺おれは、ソライロの絵え師しでがんばってる秋あき吉よしを、もっと見みてたいから」

　どきんっ

　冴さえ木きくんの言こと葉ばがすごくうれしくて、一いっ気きにやる気きがみなぎってくる！

（よ～～～～し、がんばるぞ～～～～っ！）




　冴さえ木きくんに付つき合あってもらって、下げ校こう時じ間かんギリギリまで図と書しょ室しつで勉べん強きょうして。

　家いえに帰かえっても、部へ屋やにこもってずっと勉べん強きょう。わきめもふらずに教きょう科か書しょに向むかう。

　テストは、泣ないても笑わらっても、もう明日あしただ！

　コンコン

　ふいにノックの音おとがして、ドアが開あいた。

「勉べん強きょう中ちゅうにごめんね。いっちゃんに電でん話わよ～、キヨフジさんって子こから」

　キヨフジ……？　って、りーちゃん!?

　びっくりしたけど、そういえば、前まえに番ばん号ごうをおしえたことを思おもい出だす。

「もしもし、りーちゃん？」

『いっちーさん、こんばんは。いま、お時じ間かん大だい丈じょう夫ぶでしょうか？』

「うん、平へい気きだよ！　何なにかあった？」

『あの……一昨日おとといは本ほん当とうにありがとうございました。いっちーさんがそばにいてくれて、本ほん当とうに心こころ強づよかったです！』

　電でん話わ口ぐちのりーちゃんの声こえは明あかるい。

　何なにかが吹ふっ切きれたみたいなそんな声こえで、ホッとする。

『それから、さっきアオイさんからご連れん絡らくがあって、ついに歌か詞しが完かん成せいしましたよ！』

「ホントに!?」

『コウちゃんがさっそく仮かり歌うたを録とったので、ぜひいっちーさんにも聴きいていただけたらと思おもいまして！　アオイさん、いっちーさんが送おくったイラストを見みて、ひらめいたそうです！』

　とくんと心しん臓ぞうが鳴なった。

　わたしの絵え……アオイさんの役やくに立たてたんだ！

　とびあがりたくなるほどのうれしさが、体からだ中じゅうをかけめぐる。

『では、かけますね！　タイトルは「メッセージ」です！』

　ごくり

　息いきをのんで待まっていると、受じゅ話わ器きから曲きょくが流ながれだす。




『今いまはただ　このままでいい

　夢ゆめ見みる瞳ひとみに　わたしがいなくても

　となりで見み上あげる空そらが　こんなに綺き麗れいだから

　わたしもきっと　同おなじ色いろになれる』




　歌か詞しを聴きいているあいだ、ずっと、ドキドキが止とまらなかった。

（アオイさんに、ちゃんと伝つたわってたんだ！）

　わたしが、あの一枚まいの絵えにこめた想おもい。

　せつない片かた思おもいの中なかにいても、瞳ひとみを輝かがやかせて前まえを向むく、強つよい女おんなの子このストーリー。

　言こと葉ばにしなくても、アオイさんはわかってくれた！

　それが、本ほん当とうにうれしかった。

『最さい後ごに、アオイさんから伝でん言ごんです！』

　曲きょくが終おわってすぐ、りーちゃんが言いった。

『──かならず四人にんで完かん成せいさせよう』

　四人にんで……！

　わたしはあふれる気き持もちのまま、受じゅ話わ器きに向むかって、「はい！」と返へん事じをした。

（待まっててね、アオイさん、ソライロのみんな！）

　あとは、テストをクリアーするだけだ！











13　運うん命めいのテスト結けっ果か






　火か曜ようと水すい曜ようの二ふつ日か間かんにわけて、五教きょう科かのテストが終しゅう了りょう。

　テストが返かえってくるのを待まつ間あいだは、新しん曲きょく、『メッセージ』の挿さし絵えを考かんがえて過すごした。

　みんなに相そう談だんできないぶん、思おもいつく限かぎりの構こう図ずやシーンの下した絵えをどんどん描かいて、パソコンを使つかえるようになったらすぐに仕し上あげにとりかかれるように準じゅん備びした。

　──そして、木もく曜よう日び。

「はーい。テスト返かえすよー」

　先せん生せいの声こえに、ぎゅっとこぶしをにぎる。

　今こん回かいのまとめテストは、たしかな手て応ごたえがあった。

　勉べん強きょうも今いままででいちばんがんばった自じ信しんがあるし、解とけなかった問もん題だいもない。

　五教きょう科か、オール90点てん超ごえ……きっと、クリアーできてるはず！

「秋あき吉よしさん」

　先せん生せいに名な前まえを呼よばれて、「はいっ」と、立たち上あがる。

「今こん回かいはよくがんばったね！　ハナマルですっ！」

　にっこり笑わらうまるちゃん先せん生せい。

　期き待たいに胸むねがはずんで、急いそいで席せきに戻もどる。

　すーはーすーはー、呼こ吸きゅうを落おち着つけて……。

（……よしっ！）

　意いを決けっして、答とう案あん用よう紙しを一枚まいずつめくっていく。

　国こく語ご……95点てん。

　社しゃ会かい……90点てん。

　算さん数すう……93点てん！

（やった！　ニガテな算さん数すう、クリアーだ！）

　最さい大だいの関かん門もんを突とっ破ぱしたよろこびに心こころを躍おどらせて、一いっ気きに残のこりの紙かみをめくる。

　英えい語ご、92点てん！

　さいごは………………。

（えっ……？）

　そこには、信しんじられない、信しんじたくない数すう字じがならんでいた。

　何なん度どまばたきしても目めをこすっても、その点てん数すうが変かわることはない。

　理り科か……84点てん。

（そ、そんな…………！）

　全ぜん教きょう科か90点てん、クリアーできなかった。

　まさかの結けつ末まつに、目めの前まえがまっ暗くらになっていく……。

「一いち歌か！　テストどうだった!?」

　チャイムが鳴なってすぐ、ユキちゃんが声こえをかけてきた。

　ユキちゃんは机つくえに並ならべっぱなしのわたしの答とう案あん用よう紙しを見みて、サッと顔かおを曇くもらせる。

「……で、でも、たった６点てんじゃん！　五教きょう科か全ぜん部ぶでこんなにいい点てん数すうとるってホントすごいし、一いち歌かはがんばったよ！　６点てんくらいなら、ママだってオマケしてくれるよ、きっと！」

「どうだろう……うちのママ、約やく束そく事ごとだけは頑がん固こだから……」

　つぶやきながら、回まわらない頭あたまで必ひっ死しに考かんがえる。

　いざとなったら、ユキちゃん家ちのパソコンを借かりて仕し上あげをする？

　それともアナログで仕し上あげまでしちゃって、りーちゃん家ちに郵ゆう送そうするとか？

　いろいろ浮うかぶけど、卑ひ怯きょうな方ほう法ほうに逃にげようとしている自じ分ぶんが嫌いやで、悲かなしくなってくる。

「わたし、トイレ行いってくる……」

　ユキちゃんに言いって席せきを立たった。

　教きょう室しつを横よこ切ぎって、ドアから外そとへ出でようとしたとき。

「あ……」

　ちょうど、廊ろう下かから教きょう室しつにもどってきた冴さえ木きくんと目めが合あった。

　気きまずさで声こえが出でない。

（せっかく、冴さえ木きくんが勉べん強きょうつきあってくれたのに……）

　下したを向むいて横よこをすり抜ぬけようとしたら、「待まって」と呼よび止とめられた。

　とっさに立たち止どまるけど、冴さえ木きくんをふりかえることはできない。

「……テストの結けっ果か、ダメだったの。勉べん強きょうつきあってくれたのに、ごめんね」

　しぼりだすように言いうと、声こえが震ふるえた。

　そんな自じ分ぶんが情なさけなくて、鼻はなの奥おくがツンと痛いたむ。

「──あきらめるの？」

　どきん

　おどろいてふりむくと、冴さえ木きくんは、じっとわたしを見みつめていた。

　何なにも言いわず、まっすぐ、力ちから強づよいまなざしで。

　なんだか責せめられているような気き持もちになって、とっさに目めをそらす。

（……そんなこと言いわれたって、しょうがないよ。ダメだったんだから）

　そう心こころの中なかで反はん論ろんする自じ分ぶんも嫌いやで。

　わたしはうつむいて、その場ばから逃にげ出だした。




　ぼうぜんとしたまま、とぼとぼと家いえに帰かえる。

　ものすごく気きが重おもいけど……また、かくすわけにもいかない。

「……ただいま。今日きょう、テストが返かえってきたよ」

　わたしはママに、今日きょう返かえってきたテストをわたした。

　ママはだまって一枚まいずつ確かく認にんしたあと、悲かなしそうに眉まゆを下さげた。

「いっちゃんが勉べん強きょうがんばってるの知しってたし、禁きん止し令れい、解かい除じょしてあげたかったんだけどなぁ」

「あっ、あの……どうしても、ダメ？」

　最さい後ごの望のぞみをかけて、おそるおそる聞きいてみる。

　すると、ママはすっと表ひょう情じょうをひきしめてわたしを見みた。

「どうしてもって言いうなら、ママが納なっ得とくできる『理り由ゆう』を説せつ明めいして」

「理り由ゆう……？」

「いっちゃん、ママにかくしてることあるでしょ？　どうしてそんなにパソコンが使つかいたいのか。ちゃんと説せつ明めいをして、ママを納なっ得とくさせられる？」

　ごくりと唾つばをのみこむ。

　究きゅう極きょくの選せん択たくを迫せまられている気きがした。

　ママにすべて打うち明あけて、わかってもらえる方ほうにかけるか。

　それとも、ソライロのことは隠かくしたまま、新あたらしい「禁きん止し令れい解かい除じょの条じょう件けん」を出だしてもらって、それをクリアーするまで絵え師しを休やすむか……。

（……そうだよ、ネットで出で会あった仲なか間まと動どう画が投とう稿こうをしてるなんて、言いえないよ……！）

　震ふるえる手てを、ぐっとにぎりしめる。

　わたしたちの活かつ動どうは、たぶん、大人おとなにはわかってもらえない。

　ネットは危き険けんだって頭あたまごなしで。

　パソコンは遊あそびだって決きめつけて。

　動どう画が投とう稿こうのことを知しられたら、無む理りやりソライロをやめさせられちゃうかもしれない。
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　そうなったら、二に度どとみんなといっしょに動どう画がをつくれなくなる。

（……わたしは、これから先さきもずっとソライロで活かつ動どうしたい。みんなで、一〇〇万まん回かい再さい生せいの夢ゆめを果はたしたい！）

　だから……今こん回かいは、あきらめよう。

　そう決きめて、わたしは、だまって自じ分ぶんの部へ屋やに戻もどった。











14　一いち歌かの〝決けつ意い〟






　一いち夜や明あけて。

　今日きょうは一学がっ期き、最さい後ごのクラブの日ひ。

　放ほう課か後ご、わたしはパソコンルームのいつもの席せきに座すわった。

（……みんなに、ちゃんと報ほう告こくしなきゃ）

　ウェブメールのアカウントにログインして、新しん規き作さく成せいのボタンを押おす。

　みんなはわたしを信しんじて待まってくれてるんだもん。気きが重おもいけど、はやく連れん絡らくしないと。

　わたしはキーボードに手てを乗のせて、メールを打うち始はじめた。





『アオイさんへ

　今いま、学がっ校こうのパソコンからメールを送おくってます。

　テスト、ダメでした。禁きん止し令れい解かい除じょは次つぎのテストまで待またなきゃいけません。

　親おやにソライロのことを言いうわけにはいかないし、これから先さきも活かつ動どうしていくために、今こん回かいの動どう画がは我が慢まんすることに決きめました。わたしのイラストは抜ぬきで完かん成せいさせてください。

　しめきりギリギリまで待まってもらったのに、ごめんなさい。

　でも、わたしがいなくても、みんなならきっとコンテストで入にゅう賞しょうできるって信しんじてます！

　ふたりには、アオイさんから伝つたえてくれますか？　よろしくお願ねがいします』






　何なん度ども、何なん度ども読よみかえして。そっと送そう信しんボタンを押おした。

（今こん回かいだけは我が慢まんだ。これからも絵え師しをつづけるためには、しょうがない……）

　重おも苦くるしい気き分ぶんをはきだすようにため息いきをついて、背せもたれに背せ中なかをあずける。

　そういえば、アオイさんにはじめてメールの返へん事じを送おくったのも、この場ば所しょだったっけ。

　送おくるかどうかすごく迷まよってて、まちがえて送おくっちゃって……。

　あの日ひのドキドキした気き持もちを思おもい出だしながらボーッと待まっていたら、一分ぷんもたたないうちに、受じゅ信しんボックスに『新しん着ちゃくメール』の表ひょう示じがついた。

　体からだをがばりと起おこして、すぐに開ひらく。





『テスト、そんなに悪わるかったの？』






　アオイさん……。

　目め頭がしらがじわりと熱あつくなるのをこらえつつ、返へん事じのメールをつくる。





『一教きょう科かだけ６点てん足たりませんでした。ママとは全ぜん教きょう科か90点てん以い上じょうって約やく束そくだったので……。

　禁きん止しされてるのは家いえのパソコンだから、他ほかの場ば所しょで、たとえば友ともだちの家いえで借かりて絵えを描かくっていうこともできるかもしれないけど……わたしはそういうズルをして描かいたイラストを、大だい好すきなソライロの動どう画がに使つかってほしくないって思おもうから。

　だから……本ほん当とうにくやしいけど、今こん回かいは我が慢まんします』






　震ふるえる手てでマウスを動うごかして、送そう信しん。

　少すこし待まつと、また返へん事じが送おくられてくる。





『わかった。いっちーさんが今こん回かいの動どう画がに絵えを描かけないというんだったら、僕ぼくからムリに描かけとは言いえない。どうするか、最さい後ごはキミが決きめることだから』






　ズキン

　アオイさんの言こと葉ばに、胸むねが強つよく痛いたんだ。

　……わたし、勝かっ手てだな。

　自じ分ぶんのほうから「今こん回かいはわたし抜ぬきで」ってお願ねがいしておきながら、受うけ入いれてくれたアオイさんのこと「冷つめたい」って思おもうなんて……。

　うつむくと、涙なみだがこぼれ落おちそうになる。

（まだクラブ時じ間かん中ちゅうだ。こんなところで泣ないたら、まわりの子こにヘンに思おもわれちゃう……自じ分ぶんで決きめたことなんだから。我が慢まん。我が慢まんしなきゃ……）

　じっと息いきを止とめて、体からだ中じゅうに力ちからを入いれる。

　でも。わきあがるくやしさは、どうにもならない。

　歯はを食くいしばって、手てのひらに爪つめがぎりぎりと食くいこむくらい、強つよくにぎりしめる。

（本ほん当とうは……テストをクリアーして、コンテストに参さん加かしたかった。みんなといっしょに、動どう画がをつくりたかったよ……！）

　ピロンッ

　ふと、小ちいさな音おとがした。

　顔かおを上あげると、『新しん着ちゃくメール１件けん』の文も字じが目めに入はいる。

（──えっ!?　アオイさん？）

　なぜか、やりとりが終おわったはずのアオイさんから、もう一通つうメールがきていた。

（な、なんだろう……？）

　全ぜん身しんに入はいっていた力ちからを少すこしだけゆるめて、ゆっくりと手てを持もち上あげる。

　強つよくにぎりすぎていたせいで手てのひらが痛いたむけど、それが気きにならないほど、わたしの意い識しきは目めの前まえの新しん着ちゃくメールに集しゅう中ちゅうしていた。

　ドキドキしながら、そっと本ほん文ぶんを開ひらく。





『…………っていうのは、建たて前まえで。ここからは僕ぼくの本ほん音ね。

　キレイごとはぬきにして、いっちーさんには、どんな手てを使つかってでも今こん回かいの動どう画がに参さん加かしてほしいと思おもってる』






　どっくん

　心しん臓ぞうが大おおきく震ふるえた。

　暴あばれ出だす鼓こ動どうを服ふくの上うえからおさえて、ゆっくり、メールを読よみ進すすめる。





『今こん回かい、僕ぼくが歌か詞しを書かくのに時じ間かんがかかったのは、「ぜったいに優ゆう勝しょうしてやる」っていう変へんな気き負おいがあったからなんだ。正しょう直じきに言いうと、＆アンドＳエスを意い識しきしてしまっていた。

　でも、この前まえいっちーさんが送おくってくれたラフを見みて、目めが覚さめたよ。

　僕ぼくの中なかで、音おん楽がくが、歌か詞しが、自し然ぜんと響ひびきだして。「自じ分ぶんの内うち側がわからあふれてくるこの想おもいを素す直なおに表ひょう現げんすればいい」と気きづいたら、あっというまに歌か詞しが書かけた。

　キミの絵えをはじめて見みたときも、そうだったんだ。

　音おん楽がくから心こころがはなれかけていた僕ぼくに、キミの絵えが、曲きょくを書かく楽たのしさを思おもい出ださせてくれた。

　いまの僕ぼくがいるのは、キミがいてくれたおかげだ。

　僕ぼくにとって、キミがいないソライロは、もう、ソライロじゃない。




　だから僕ぼくは、最さい後ごの一秒びょうまで、あきらめずにキミを待まつよ』






　こらえきれない想おもいがこみ上あげてくる。

　にじんでくる涙なみだをごしごしぬぐって、画が面めんをしっかり見み据すえる。

　アオイさんのメールには、最さい後ごに、こんな一いち文ぶんが添そえられていた。





『キミもあきらめないで、目めの前まえの壁かべに立たち向むかう勇ゆう気きを持もってほしい』
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　目めの前まえの壁かべに立たち向むかう勇ゆう気き……。

　わたしは目めを閉とじて、自じ分ぶん自じ身しんにといかける。

　これから先さきもずっと、パパとママに、自じ分ぶんの「大だい好すき」な気き持もちをかくしたままでいいの？

　わたしにとって、ソライロがどれだけ大たい切せつな存そん在ざいかってこと。

　みんなと夢ゆめを追おいかけるためなら、苦にが手てな勉べん強きょうもめちゃくちゃがんばれること。

　なにより──生うまれてはじめて熱ねっ中ちゅうできるものを見みつけたってことを、伝つたえたい！

　その先さきにどんな結けっ果かが待まっていたとしても、あきらめずに伝つたえつづけるしかないんだ。

　わたしはコンテストに参さん加かしたい。みんなといっしょに動どう画がをつくりたい。

　わたしを必ひつ要ようとしてくれている、アオイさんの想おもいにこたえたい！

（それが……わたしの〝決けつ意い〟だ！）

　しっかり気き持もちを固かためると、不ふ思し議ぎなくらい心こころが落おちついた。

（ちゃんと伝つたえるために、できることは、ぜんぶやろう！）

　わたしはランドセルからノートを引ひっぱりだして、一いっ心しん不ふ乱らんに「あること」を書かきはじめた。




　バターン！

　玄げん関かんの扉とびらをいきおいよく開あけて、家いえの中なかに駆かけこむ。

「ママ、ただいま！」

「あら、いっちゃん。おかえり～」

　ママも、ちょうどパートの仕し事ごとから帰かえってきたところみたいだった。

　わたしは洗せん面めん所じょから出でてきたママの手てを引ひいて、テーブルに座すわってもらう。

「ママに、話はなしがあるんだ」

　ママは目めをぱちくりしながら、イスに座すわった。

　わたしも正しょう面めんに座すわってママと向むかい合あう。

　どきん、どきん

　耳みみ元もとでひびく心しん臓ぞうの音おと。

　怖おじ気けづきそうになって震ふるえる手てを、ひざの上うえでぎゅっとにぎる。

（いつかは……いつかかならず越こえなきゃいけない壁かべなんだ！）

　スゥッと息いきを吸すって。

　はき出だす勢いきおいで、思おもい切きって口くちを開ひらく。

「わたしね…………ネットの動どう画がサイトに、動どう画が投とう稿こうをしてるの！」

　目めを見み開ひらくママ。

　わたしは頭あたまを整せい理りしながら、今いままでのことを正しょう直じきに話はなした。

　わたしがパソコンを使つかって、動どう画がの挿さし絵えを描かく「絵え師し」をしていること。

　ソライロの動どう画がに出で会あったときのことや、ママにないしょで会あいに行いったこと。

　ソライロのみんなのこと。

　そして、ソライロの動どう画がも見みてもらった。

　ネットにあまり強つよくないママにとっては、わたしの話はなすこと全ぜん部ぶが、かなりビックリだったみたい。

　動どう画がを食くい入いるように見みながら、ぽつりと、

「そう……これを、いっちゃんがね……」

　とつぶやいた。

　さえぎらずに話はなしを聞きいてくれるママに少すこし安あん心しんして、わたしは今いまの気き持もちを打うち明あける。

「今いままでかくしててごめんなさい。理り解かいしてもらえずに禁きん止しされるのがこわくて、言いえなかったんだ」

　でも、もうぜんぶ伝つたえよう。

　胸むねにしまっておけないほどの、この想おもいを。

　わたしはもう一いち度ど、大おおきく息いきを吸すいこんだ。

「わたし、なにかにこんなに夢む中ちゅうになったの、はじめてなんだ！　ママには、パソコンでただ遊あそんでるだけに見みえるかもしれないけど……わたしはいま、仲なか間まといっしょに動どう画がをつくるのが本ほん当とうに楽たのしい！　だからどうしても、パソコンが使つかえなくなるのは困こまるの！」

　ママの目めを見みて、一いっ気きに言いう。

「もちろん、今いままでどおり好すき勝かっ手てに使つかうわけにはいかないっていうのは、わかってる。夜よふかししたことも、成せい績せきが下さがったことも、反はん省せいしてる。だから……」

　スッ

　わたしは、紙かみを一枚まいさしだした。

「……マイルール？」

『パソコン使し用ようマイルール表ひょう』と書かかれたその紙かみを、ママはまじまじとながめた。





　１．パソコンは夜よる八時じまで、九時じ半はんにはベッドに入はいること！

　２．携けい帯たいも夜よる九時じ以い降こうは使つかわない！　時じ間かんになったらリビングのテーブルに置おく

　３．テストは常つねに平へい均きん点てん以い上じょうをキープする！

　４．ネットで知しり合あった人ひとと会あうときは、かならずママに報ほう告こくする

　５．ルールを守まもれなかったときは、ママのＯＫが出でるまでパソコン・携けい帯たいを使し用よう禁きん止しにする






　さっき、クラブ活かつ動どうの時じ間かんにノートに書かいたの。

　前まえにユキちゃんが言いってた、「好すきなことだからこそ、まわりに心しん配ぱいかけないようにルールを決きめて、自じ分ぶんの責せき任にんでやってくしかない」って言こと葉ばを思おもい出だしたんだ。

　禁きん止し令れいは、ママとパパがわたしを心しん配ぱいしてのこと。

　だから、ふたりが心しん配ぱいにならないような行こう動どうを、わたしが見みせていくしかないんだ！

「明日あしたしめきりの動どう画がコンテストに、どうしても参さん加かしたいの！　このルールを守まもれなかったら、またすぐに禁きん止しにしていい。一日にちだけでいいから、パソコン使つかわせてください！」

　ママは、険けわしい表ひょう情じょうでわたしの目めを見みる。

　わたしもひるまず、まっすぐ見みつめ返かえす。

　しばらく、無む言ごんのにらめっこがつづいて……。

　先さきに目めをふせたのは、ママだった。

「……あのね。この町まちに引ひっ越こしてきたとき、いっちゃんの部へ屋やにパパのお下さがりのパソコンを置おいたり、携けい帯たいも買かってあげたりしたでしょ？……じつはあれ、心しん配ぱいだったからなのよ」

「えっ？　心しん配ぱい？」

　不ふ思し議ぎに思おもって聞きき返かえす。

「うん。いっちゃんが『前まえの学がっ校こうの友ともだちと連れん絡らくがとりたい』って携けい帯たいをほしがったとき、パパと相そう談だんしたの。いっちゃんは昔むかしから友ともだちができるまでに少すこし時じ間かんがかかる子こだったし、うちは引ひっ越こしが多おおかったし。気きの置おけない友ともだちをつくるには、そういうコミュニケーションの方ほう法ほうも必ひつ要ようなのかなって思おもってね」

　そんな風ふうに心しん配ぱいしてくれてたなんて知しらなかったから、うれしいようなはずかしいような、ちょっぴりヘンな気き持もちになる。

　ママはそんなわたしの心こころを見み抜ぬいたように、にこりとやさしく笑わらった。

「成せい績せきが下さがって、『やっぱり携けい帯たいもパソコンも早はやかったかな』とも思おもったけど……今いまのいっちゃんを見みて考かんがえが変かわったわ。いっちゃん、目めがキラキラしてる。素す敵てきな仲なか間まと出で会あえたのね」

　どきんと、胸むねがはずんだ。

　ソライロは、わたしの自じ慢まんの仲なか間ま。

　その想おもいがママに伝つたわったのがうれしくて、わたしは力ちから強づよく、こっくりうなずく。

　ママもそれを見みて、ゆっくりとうなずいた。

「わかった。今こん回かいは特とく別べつに禁きん止し令れいを解かい除じょします！　パパは、ママがなんとか説せっ得とくするわ」

「ホント!?」

　反はん射しゃ的てきにイスからとびあがる。

（やった！　これで、コンテストに参さん加かできる！）

　一いっ瞬しゅんで、世せ界かいがぱあっと明あかるくなった。

「ただし、この『マイルール』が守まもれなくなったら、またすぐに禁きん止し令れいを出だすからね！」

「うん！　ママありがとうっ！」

　コンテストの応おう募ぼしめきりは、もう明日あした！

　すぐみんなに連れん絡らくしなきゃ！











15　ソライロお泊とまり制せい作さく会かい！







いっちー『みんなお待またせ！　テストはクリアーできなかったけど、ママを説せっ得とくして禁きん止し令れい解かい除じょしてもらえた！　今いまから急いそいでイラスト仕し上あげます！』






　メッセージを送おくると、すぐに返かえしてもらった電でん源げんコードを接せつ続ぞくして、パソコンをつけた。

　ひさしぶりの起き動どうだけど、調ちょう子しが悪わるくなったりしてなければいいな……。

　腕うでまくりをして、てきぱき準じゅん備びをしていたら、携けい帯たいが鳴なった。





アオイ『よかった！　本ほん当とうにうれしいよ！』






　アオイさんからのメッセージ！

　同おなじ気き持もちでいてくれることがうれしくて、よろこびが何なん倍ばいにもふくらむ！

（はあ～っ、勇ゆう気きを出だして本ほん当とうによかった！）

　そわそわしながら返へん事じを考かんがえているうちに、他ほかのみんなからも続ぞく々ぞくとメッセージが届とどく。





コウスケ『よくやったぜ、いっちー！』

Ｒｉｉりー『お待まちしていました！[image: ]』






　あたたかい言こと葉ばに、どんどん感かん情じょうが高たかまる。

　さぁ、ここからエンジン全ぜん開かい！

　遅おくれをとりもどさなきゃ！

（ソフトを立たち上あげて、まずは下した絵えのスキャンから……）

　ピロリーン♪

　お知しらせ音おんが鳴なって、ちらりと携けい帯たいを見みやる。





Ｒｉｉりー『ところで、私わたしから提てい案あんがあるのですが──』






　バターン！

「ママ、またお願ねがいしたいことができたっ！」

　いきおいよく部へ屋やをとびだして、リビングに駆かけこむ。

「急きゅうだけど、明日あした、動どう画がをつくってる仲なか間まの家いえにお泊とまりしたいの！　しめきりが明日あしたの夜よるだから、ギリギリまでみんなと作さ業ぎょうしたくて……あ、仲なか間まっていうのは、五年ねん生せいの女おんなの子こ！　この前まえうちに電でん話わをかけてきた清きよ藤ふじさん！　春はる風かぜ駅えきの近ちかくにある家いえだよ！」

　前まえのめりでまくしたてるわたしに、ママは目めを丸まるくする。

「あらあら。前まえは、ひとりで電でん車しゃに乗のるのもこわがってたのにねぇ」

　あきれたように笑わらうけど、その表ひょう情じょうは、どこかうれしそうにも見みえた。

　ママは電でん話わの受じゅ話わ器きを持もち上あげて、わたしをふりかえる。

「お相あい手ての親おや御ごさんにご挨あい拶さつしたいから、連れん絡らく先さきをおしえてくれる？」




　翌よく朝あさの土ど曜よう日び。

　はじめての『ソライロお泊とまり制せい作さく会かい』にむけて、いざ、りーちゃんの家いえへ！

「お待まちしてました、いっちーさん！」

「アオイさんとも連れん絡らくとれてるぜ！　さっそくはじめよう！」

　まだ朝あさの十時じ過すぎだけど、りーちゃんもコウスケ先せん輩ぱいも準じゅん備び万ばん端たん！

　わたしもやる気き満まん々まんでうなずいて、リュックからペンタブや下した絵えの紙かみをとりだす。




アオイ『いっちーさん。曲きょくのイメージについて、キミからみんなに説せつ明めいしてほしい』




　お知しらせ音おんがして顔かおを上あげると、テレビの画が面めんにアオイさんからのメッセージが表ひょう示じされた。

　りーちゃんの部へ屋やでミーティングをするときは、アオイさんとのやりとりがスムーズになるように、グループトークの画が面めんがテレビに表ひょう示じされるようにしてあるんだ。

　さらに、部へ屋やにはウェブカメラが設せっ置ちしてあるから、わたしたちの会かい話わはアオイさんもリアルタイムで聞きくことができるの。

（この曲きょくは……）

　目めを閉とじると、はっきりと浮うかんでくるイメージ。

『メッセージ』のメロディーをＢＧＭに、頭あたまの中なかで物もの語がたりが動うごき出だす。

「ひとことで言いうと──『気き持もちを伝つたえない恋こい』です！」




　──主しゅ人じん公こうは、野や球きゅう部ぶのマネージャーをしている高こう校こう生せいの女おんなの子こ・ナツ。

　ナツは、ずっと好すきだった野や球きゅう部ぶのキャプテンに、自じ分ぶんの想おもいを伝つたえようかすごく迷まよってて。

　だけど迷まよった末すえに、伝つたえないことを決きめた。

　カレやチームメイトを困こまらせないため。そして、「甲こう子し園えんに行いく」という夢ゆめを叶かなえるために、そばでいっしょにがんばることをえらんだんだ。

　でも……だからってそれで、ナツの世せ界かいが不ふ幸こうになるわけじゃない。

　ナツは前まえを向むいて、空そらを見み上あげて。この一いっ瞬しゅんを全ぜん力りょくで楽たのしもうとしているから……。




　話はなし終おえると、りーちゃんの反はん応のうが気きになって、そっと横よこを見みた。

　ナツの物もの語がたりのモデルは……りーちゃんだから。

「気き持もちを伝つたえない恋こい……」

　りーちゃんは小ちいさな声こえでつぶやいて。

　あのときのように、力ちから強づよいまなざしでわたしを見みた。

「私わたし……今いままででいちばん気き持もちをこめて編へん集しゅうできる気きがします！」

　わたしたちは、笑え顔がおでうなずきあった。





アオイ『それじゃあ作さ業ぎょう開かい始しだ！　しめきりに間まに合あうように力ちからを合あわせてがんばろう！』






　それから、あっというまに二時じ間かんが過すぎた。

　いつもは時じ間かんがかかるデジタルでの色いろ塗ぬりも、今日きょうはスルスルと手てが動うごいてくれて。過か去こ最さい高こうのスピードで一枚まい、二枚まいとイラストが完かん成せいしていく。

（うん、すっごくいいペース！　この調ちょう子しなら、まにあうかも！）

　ひと息いきついて横よこを向むくと、ちょうど、りーちゃんの手ても止とまっていた。

　その視し線せんはパソコンじゃなく、テレビへ注そそがれている。





コウスケ『テイク５のデータ送おくりました！』

アオイ『今いま聴きいたよ。もう少すこし感かん情じょうをのせてほしい。特とくにサビの部ぶ分ぶん』






　画が面めんには、そんなやりとりが表ひょう示じされていた。

　レコーディング中ちゅうのコウスケ先せん輩ぱいとアオイさんが、歌うたについて相そう談だんをしてるみたい。





アオイ『恋こいの切せつなさをかかえながら幸しあわせも感かんじているという複ふく雑ざつな感かん情じょうを、声こわ色いろで表ひょう現げんしてほしいんだ。コウスケ君くんの歌うた声ごえで、聴きいた人ひとの共きょう感かんを一いっ気きに引ひき寄よせたい』

コウスケ『了りょう解かいっす。録とり直なおします』






「レコーディング、なかなかうまくいってないみたいですね……」

　りーちゃんは心しん配ぱいそうにテレビ画が面めんを見みながら、そっとヘッドホンを外はずす。

　その表ひょう情じょうを見みていたら、いてもたってもいられなくなった。

「様よう子す、見みに行いってみようよ！」

　わたしが立たち上あがると、りーちゃんは顔かおを赤あからめて、あわてたように手てをぱたぱたさせる。

「い、いえ。だって、今いまは時じ間かんが……」

「心しん配ぱいしてやきもきしてるほうが時じ間かんがもったいないよ。ほら、りーちゃん！」

　わたしはためらうりーちゃんの手てを引ひいて、レコーディングスタジオへ駆かけこんだ。











16　ハプニング発はっ生せい!?






「[image: ]～～～～～～～～っ！　くそぉ～～…………」

　スタジオの扉とびらを開あけると、ソファーに倒たおれこんでいるコウスケ先せん輩ぱいの姿すがたが見みえた。

　なにやら、低ひくいうめき声ごえをあげている。

「コウちゃん、大だい丈じょう夫ぶですか!?」

　あわてて駆かけよるりーちゃん。

　肩かたを揺ゆすられて、コウスケ先せん輩ぱいはガバッと起おき上あがった。

「だってさぁ！　だってオレ、そんな切せつねぇ恋こいとかしたことねーもん！」

　ちょっぴり涙なみだ目めで叫さけぶコウスケ先せん輩ぱい。

「よかった……具ぐ合あいが悪わるいわけではないのですね」

　りーちゃんはホッとしたように息いきをついた。

（やっぱりコウスケ先せん輩ぱい、レコーディングが上う手まくいってないんだ）

　携けい帯たいでグループトーク画が面めんを開ひらくと、アオイさんから新あらたにメッセージが来きていた。





アオイ『コウスケ君くん、少すこし休やすもうか。ムリして喉のどを痛いためてもいけないし、もう十二時じだからお昼ひる休きゅう憩けいにしよう。一時じ間かん後ごにまた連れん絡らくするよ』






「アオイさんのイメージどおりに歌うたえないのが、スッゲーくやしい……オレ、本ほん当とうにアオイさんの曲きょくの歌うたい手てとしてふさわしいのかな……？」

　しょげかえる姿すがたに、さすがに心しん配ぱいになって、わたしはコウスケ先せん輩ぱいに声こえをかける。

「むこうで休きゅう憩けいしましょう、コウスケ先せん輩ぱい！　アオイさんもそう言いってるし！」

「ああ……」

　コウスケ先せん輩ぱいがのそりと立たち上あがった、そのとき。

　りーちゃんが、スッと前まえへ出でた。

「もう一いち度ど歌うたってください！　私わたしがディレクションをします！」

　言いいながら、りーちゃんは返へん事じを待またずに機き械かいの前まえに座すわって準じゅん備びをはじめる。

　有う無むを言いわさぬようなりーちゃんの気き迫はく。

　わたしはその場ばに硬こう直ちょくしたまま、目めだけを動うごかしてコウスケ先せん輩ぱいを見みる。

　コウスケ先せん輩ぱいはボーッとりーちゃんの背せ中なかを見みつめて……疲つかれた表ひょう情じょうのままうなずいた。

「よし。じゃあ、もうワンテイク録とってみるか……」

　ブースへ入はいってマイクの前まえに立たつコウスケ先せん輩ぱいに、りーちゃんが呼よびかける。

「私わたしからのディレクトはひとつだけです──コウちゃん、アオイさんを想おもって歌うたってください」

「は……はあっ!?　なに言いってんだおまえ！」

　おどろきの声こえをあげるコウスケ先せん輩ぱい。

　わたしもびっくりして、りーちゃんを見みる。

　冗じょう談だんを言いっている表ひょう情じょうではなくて、真しん剣けんそのものだ。

「べつに、恋れん愛あいだけが『せつなく複ふく雑ざつな感かん情じょう』を生うむわけではないと思おもうのです。コウちゃんはアオイさんを尊そん敬けいしていて、いっしょに活かつ動どうできることをとても幸しあわせに思おもっていますよね？　でも、アオイさんの才さい能のうと比くらべて、自じ分ぶんの力ちからは不ふ十じゅう分ぶんなのではないかと悩なやんでもいる……それって、この曲きょくの……ナツの気き持もちと、似にた部ぶ分ぶんがあるのではないでしょうか？」

　りーちゃんの言こと葉ばには、はっきりと説せっ得とく力りょくがあった。

　わたしは、息いきをのんで成なり行ゆきを見み守まもる。

　コウスケ先せん輩ぱいは、キョトンとりーちゃんを見みていて。

　だけど数すう秒びょう後ご。

　その瞳ひとみの奥おくに、すっと光ひかりが宿やどった。

「なるほどな……よっしゃ！　リイコ、曲きょくくれ！」

「はいっ！　すぐいけます！」
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　息いきの合あったふたりのやりとりにワクワクしながら、わたしは耳みみに意い識しきを集しゅう中ちゅうさせる。

「では、かけますね！　入いりのところ、リズム意い識しきしてください！」

　流ながれだす曲きょくのイントロ。

　コウスケ先せん輩ぱいはスゥッと息いきを吸すって──歌うたい出だした。




　どきんっ

　はじけとびそうな心しん臓ぞうの高たか鳴なりに、わたしはシャツの布ぬのをぎゅっとにぎりしめた。

　強つよく、深ふかく、感かん情じょうがこもった歌うた声ごえ。

　聴きいていると胸むねがキュンキュンとびはねて、歌うたの世せ界かいにぐいぐい引ひきこまれていく。

（この歌うた声ごえ……本ほん当とうに、すごい動どう画がになりそう！）

「──ＯＫです！　今いまのテイクをアオイさんに送おくります！」

　曲きょくが終おわると、りーちゃんが素す早ばやくパソコンを操そう作さした。

　わたしとコウスケ先せん輩ぱいは、それぞれ携けい帯たいを見みつめてアオイさんからの返へん事じを待まった。

　しばらくして。

　お知しらせ音おんとともに、新あたらしいメッセージが表ひょう示じされる。





アオイ『完かん璧ぺきだ！　これをＯＫテイクで使つかわせてもらうよ！』






「よっ……しゃあ～～～～っ！」

　ブースの中なかで、コウスケ先せん輩ぱいがとびはねた。

　顔かおをくしゃくしゃにして笑わらいながら、ドタバタとコントロールルームへ駆かけこんでくる。

「やったぞリイコ！　マジで助たすかった！　ありがとな！」

　りーちゃんに向むかって、大おおきく右みぎ手てを掲かかげるコウスケ先せん輩ぱい。

　ぱちんっ！

　ふたりは、思おもいっきりハイタッチを交かわした。

「昔むかしから、リイコにディレクションしてもらうと絶ぜっ好こう調ちょうなんだよな～！」

「ふふふ、コウちゃんとは長ながいお付つき合あいですからね！」

　りーちゃんはうっすらほほを染そめて、これ以い上じょうないってくらい、幸しあわせそうに笑わらった。




　お昼ひるをとってからは、りーちゃんの部へ屋やでひたすら作さ業ぎょう。

　コウスケ先せん輩ぱいの歌うた声ごえを聴きいた後あとだから、わたしもさらにやる気きにみちあふれて、猛もうスピードでイラストを仕し上あげていく。

（残のこり二枚まい！　終おわりが見みえてきた……！）

　時じ刻こくは、午ご後ご六時じ過すぎ。

　少すこし目めを休やすめようと思おもって顔かおを上あげたら、ふいに下したの階かいから、「ガチャン」と物もの音おとがした。

「あっ！」

　同どう時じに、りーちゃんがぴょこんといきおいよく立たち上あがる。

　キラキラ目めを輝かがやかせて、あわてたように髪かみの毛けを整ととのえるりーちゃん。

　どうしたんだろう？　と不ふ思し議ぎに思おもって見みていると、後うしろでカチャリとドアが開あいた。

「ただいま、リイコ。いい子こにしてたかしら？」

　顔かおをのぞかせたのは、目めを奪うばわれるくらいキレイな女おんなの人ひとだった。

　くっきりとした目め鼻はな立だちに映はえる、赤あかい口くち紅べに。

　まるで外がい国こくの女じょ優ゆうさんみたいなその人ひとに、りーちゃんが全ぜん速そく力りょくで駆かけよっていく。

「おかえりなさい、ママ！」

　子こどもみたいにはしゃいで抱だきつくりーちゃん。

　そんなりーちゃんを、ママもやさしく抱だきしめる。

（わ～！　りーちゃんのママに会あうの、わたし、はじめてだ！）

　大人おとなになったりーちゃんがいるみたいで、なんだかドキドキしちゃう。

「おどろかせてごめんなさい。あなたが〝いっちーさん〟ね？」

「は、はいっ！」

　ほほえみかけられて、ピーンと背せ筋すじが伸のびる。

「はじめまして、秋あき吉よし一いち歌かといいます！　おじゃましてます！」

「リイコからいつもお話はなしを聞きいていますよ。この子こと仲なかよくしてくれてありがとう。たいしたお構かまいもできないけれど、今日きょうはゆっくりしていってくださいね」

　りーちゃんによく似にた、丁てい寧ねいな話はなし方かた。

　その足あし音おとが廊ろう下かに消きえていくのを聞ききながら、わたしは興こう奮ふん気ぎ味みにりーちゃんを見みた。

「りーちゃんのママ、すっごくキレイだね！」

「ふふふ……自じ慢まんのママですっ！」

「オレの歌うたにダメ出だしをするときは、スゲーおっかねーけどな」

　渋しぶい顔かおをするコウスケ先せん輩ぱいに、りーちゃんとふたりでクスッと笑わらう。

「私わたしが動どう画が投とう稿こうをしているって話はなしたとき、ママがすごくよろこんでくれたんです。『はなれていても音おん楽がくでつながれるね』って。うちはパパもママも仕し事ごとが忙いそがしくて、世せ界かい中じゅうを飛とびまわっているけど……その言こと葉ばを思おもい出だすと、さみしさも吹ふっ飛とんじゃいます！」

　──はなれていても音おん楽がくでつながれる。

　その言こと葉ばは、わたしの心こころにもじーんとひびいた。

　はなれた場ば所しょにいたわたしたちがアオイさんの曲きょくでつながれたように、今こん度どは、ソライロの動どう画がが、だれかとだれかをつなげられるきっかけになれたらいいな……。

　そんな想おもいを胸むねに、わたしは残のこりの作さ業ぎょうに全ぜん力りょくを注そそいだ。




　──そして、その夜よる。

「応おう募ぼ完かん了りょう……無ぶ事じ、間まに合あいました！」

　りーちゃんの声こえに、コウスケ先せん輩ぱいとふたりでワッと手てをあげた。

　午ご後ご十一時じのしめ切きり、十五分ふん前まえ！

「ギリギリだったな～！」

「でもわたし、今いままでで最さい高こうのものができたと思おもう！」

　とにかく時じ間かんはなかったけど、最さい後ごの最さい後ごまでこだわって完かん成せいした、ソライロにとって三本ぼん目めの動どう画が、『メッセージ』。

　ちゃんと応おう募ぼに間まに合あって、本ほん当とうによかった！





アオイ『みんなおつかれさま！　今こん夜やはおたがいゆっくり休やすもう。果か報ほうは寝ねて待まてだ』






　アオイさんからのメッセージで、「やり遂とげた！」って実じっ感かんがわいてくる。

（果か報ほうは寝ねて待まて、か……）

　さっきまではしめきりに間まに合あわせることで頭あたまがいっぱいだったけど、無ぶ事じに完かん成せいしたあとは、「優ゆう勝しょうしたい！」って気き持もちが前まえよりぐんと高たかまったのがわかる。

　だから、どんな結けっ果かが出でるか、ちょっぴり不ふ安あんかな……。





アオイ『それから、今日きょうは満まん月げつだよ。なんか、いいことが起おこりそうな予よ感かん』






「えっ、満まん月げつ!?」

　わたしはすぐさま窓まどに駆かけよった。

　見み上あげると、藍あい色いろの空そらに、まんまるの大おおきな月つきがかがやいている。

「わぁ～、ほんとだ！」

「おー！　見み事ごとにまんまるだな！」

「キレイですね～！」

　コウスケ先せん輩ぱいとりーちゃんも、横よこに並ならんでいっしょに空そらを見み上あげる。

（アオイさんもいま、こうして空そらを見み上あげてるのかな？）

　わたしたちは同おなじ空そらの下した、音おん楽がくでつながってるんだ！

　そう思おもうと、不ふ安あんなんて一いっ瞬しゅんでふきとんだ。











17　コンテストの結けっ果かは……？






　五いつ日か後ご。

　ついにコンテストの結けっ果か発はっ表ぴょうの日ひがやってきた。

　今日きょうは終しゅう業ぎょう式しきの前ぜん日じつで短たん縮しゅく授じゅ業ぎょうだったから、午ご後ごの授じゅ業ぎょうは休やすみ。

　おかげで、発はっ表ぴょうの時じ間かんにあわせて、コウスケ先せん輩ぱいとりーちゃんとあつまることができた。

　春はる風かぜ駅えき近ちかくの公こう園えんのベンチに座すわって、ノートパソコンとにらめっこ。

「あと五分ふん……」

　わたしは時と計けいを見みながらぽつりとつぶやいた。

　かれこれ三十分ぷん以い上じょうこうしてるけど、時じ間かんが過すぎるのがすっごく長ながく感かんじるよ！

「参さん加かサークル五六七組くみのなかで、トップ20に入はいってなきゃいけないんだよね？」

「はい。倍ばい率りつは約やく二十八倍ばいですね……それも、人にん気きサークルが多おおく参さん加かしているので、競きょう争そう率りつはかなりのものだと思おもいます」

　りーちゃんと言こと葉ばをかわすけど、さっきからコウスケ先せん輩ぱいはだまったまま。

　ソワソワと落おち着つきなく、立たったり座すわったりをくりかえしてる。

「あと一分ぷんです！　コウちゃん、年ねん長ちょう者しゃとして、代だい表ひょうで確かく認にんをおねがいします！」

「えぇっ!?　ム、ムリだ！　見みられねぇ！　リイコ頼たのむわ！」

　逃にげるように立たち上あがって、パソコンに背せを向むけるコウスケ先せん輩ぱい。

　すると、さっきまで冷れい静せいだったりーちゃんも急きゅうにアタフタしはじめる。

「じゃ、じゃあ、いっちーさんおねがいします！」

「へっ!?　わたし!?」

　ずいっと、パソコンを押おしつけられちゃった。

　ふたりはぎゅーっと目めを閉とじて、祈いのるように顔かおの前まえで手てを組くんでる。

　どきん、どきん、どきん

　汗あせばむような緊きん張ちょう感かんに鼓こ動どうがどんどん速はやまって、わたしも目めを閉とじたい衝しょう動どうにかられる。

　あの動どう画がには自じ信しんがある。でも……。

（あぁ、どうしよう……もし、もし、ダメだったら……）





『──大だい丈じょう夫ぶだよ、落おちついて』






「あ……」

　いま、アオイさんの声こえが聞きこえた気きがした。

（そうだよ！……大だい丈じょう夫ぶ。わたしたちには、アオイさんがついてる！）

　心こころの奥おくから、ふつふつと勇ゆう気きがわいてくる。

　わたしは息いきを整ととのえて、しっかりとパソコン画が面めんを見みつめた。

　あと十五秒びょうで午ご後ご三時じ。

　どくん、どくん、どくん……

　緊きん張ちょうが一いっ気きに高たかまって、ぴりっと空くう気きがはりつめる。

（３、２、１…………三時じちょうど！）

　時と計けいの数すう字じが変かわると同どう時じに、ページの更こう新しんボタンを押おした。


『恋こいうた動どう画がコンテスト　結けっ果か発はっ表ぴょう!!』



　赤あか字じタイトルが躍おどるトップページ。

　ごくりと息いきをのんで、ゆっくりページをスクロールする。





　１位い・カラクリＱ

　２位い・ましゅまろポイズン

　３位い・ｐｕｒｅぴゅあ☆ｐｕｒｅぴゅあ☆ｐｏｎぽん






　ドキ、ドキ、ドキ、ドキ……

　ランキングの上うえから順じゅん番ばんに、サークル名めいがならぶ。

　入にゅう賞しょうできるのは、たったの二十組くみ。

（お願ねがい……！　ソライロ、ソライロ、ソライロ……！）

　目めを細ほそめて必ひっ死しにページを凝ぎょう視しする。

　しかし、なかなかソライロの名な前まえを見みつけられないまま、ランキングはすすんでいく。

　16位い……ちがう。

　17位い、18位い…………。

（あぁ、もうすぐ終おわっちゃうよ！）

　こめかみを汗あせが伝つたう。

　ぎゅ～～～っと、手てに力ちからをこめて。

　最さい後ごのページへ、そっとスクロールをした────その瞬しゅん間かん。




　どっくん

　心しん臓ぞうが、大おおきくはねあがる。

（あっ…………！）

　カタカタ震ふるえだす体からだ。

　息いきを止とめて、目めを見み開ひらく。





　19位い・ソライロ






「あった～～～～～～～～～っ!!!!」

　思おもわず大おお声ごえでさけんだ。

　それと同どう時じに、ふたりがガバッと顔かおを上あげる。

「あった!?　ウソ、マジかよ!?」

「わぁっ、ほ、本ほん当とうですっ！　ちゃんとソライロって書かいてあります！」

「おいっ、こっちによこせ！　オレにも見みせろ！」

　パソコンをとりあうふたりにもみくちゃにされながら、まだ信しんじられない気き持もちでいると、ひざの上うえで携けい帯たいが鳴なった。





アオイ『やった～！　ソライロ19位い入にゅう賞しょうだ！』






　めずらしくはしゃいだ感かんじのアオイさん。

　四人にんの気き持もちが同おなじになった瞬しゅん間かん、よろこびが大だい爆ばく発はつする。

「「「やった～～～～～～～～っ！」」」





いっちー『やったやった～♪』

コウスケ『うお～！　やったぞ～～～！』

Ｒｉｉりー『やりました！　祝しゅく・入にゅう賞しょうです！』






　グループトークに躍おどるよろこびの言こと葉ば。

　こみあげる幸しあわせをかみしめながら、わたしはもう一いち度ど、結けっ果か発はっ表ぴょう画が面めんを見みた。

　目めの前まえにある文も字じが幻まぼろしじゃないことをたしかめるように、指ゆび先さきで、そっとなぞる。

　ずらりとならぶ二十のサークル名めいのなか、そのカタカナ四文も字じだけが光ひかり輝かがやいて見みえた。

[image: ]

　ソライロ。

　わたしの人じん生せいを変かえてくれた、大たい切せつな場ば所しょ……。





アオイ『一〇〇万まん回かい再さい生せいの夢ゆめに、また一いっ歩ぽ近ちかづいたね』






　アオイさんの言こと葉ばに、また、胸むねが高たか鳴なる。

　一〇〇万まん回かい再さい生せい。

　とても果はてしないものに感かんじていたその夢ゆめの輪りん郭かくが、少すこしだけ見みえてきたような気きがした。

　どんなに遠とおい夢ゆめでも、ゆっくり、一いっ歩ぽずつ近ちかづいて。

　そして。いつか、きっと──。




「次つぎはいよいよ、アンエスだな！」

　コウスケ先せん輩ぱいが、気き合あいたっぷりにこぶしをにぎる。

「一〇〇万まん回かい再さい生せいめざすってことは、いずれアンエスと肩かたを並ならべる……いや、超こえるってことだ！　みんなで行いくぜ、ワク動どうフェス！」

「入にゅう賞しょうしたので、ワク動どうフェスの入にゅう場じょう券けんとアンエスのライブチケットがもらえますよ！」

「そっか！　わ～っ、楽たのしみだなぁ！」

　ドキドキしながらうなずいて、ふと思おもい出だす。

「あ……でも、アオイさんは……」

　わたしがぽつりとつぶやいたのと同おなじタイミングで、携けい帯たいが鳴なった。





アオイ『ところでワク動どうフェスだけど、僕ぼくも行いく予よ定ていだよ』






　えっ!?

　びっくりしていたら、すぐにメッセージが追つい加かされる。





コウスケ『まさか、オレらに会あってくれるんですか!?』






　ドキドキドキッ！

　コウスケ先せん輩ぱいの質しつ問もんに、心しん臓ぞうがとびあがる。

（えぇっ!?　アオイさんと会あえる!?　そんな！　まだ、心こころの準じゅん備びが……っ！）

　パニックになって意い味みもなく髪かみを整ととのえてたら、あっというまに返へん事じがきた。





アオイ『いや、それはまだできない……ごめん』






（あ……やっぱり、そうだよね……）

　期き待たいに高たかまっていた空くう気きが、しゅんとしぼむ。

　しかたないよね。アオイさんがわたしたち仲なか間まにも個こ人じん情じょう報ほうを明あかさないのは、何なにか事じ情じょうがあるって話はなしだし。

　勝かっ手てに期き待たいして勝かっ手てに落おちこんだりしてたら、アオイさんに気きをつかわせちゃう。

　うん、しょうがない！

　すっぱりあきらめて、気きをとり直なおしたところで。

　またまた、新あたらしいメッセージが届とどいた。





アオイ『でも、ライブや、別べつジャンルの動どう画が投とう稿こう者しゃから学まなべることは多おおいと思おもうんだ。たとえばだけど、それぞれがワク動どうフェスで学まなんだことを後ご日じつ発はっ表ぴょうし合あうっていうのはどうかな？　夏なつ休やすみの自じ由ゆう研けん究きゅうみたいな感かんじでさ』






　アオイさんの提てい案あんに、みんな自し然ぜんと笑え顔がおになる。

「ソライロで自じ由ゆう研けん究きゅうなんて、おもしろそう！」

「たしか、去きょ年ねんのワク動どうフェスのレポートが見みられるサイトがありますよ！　どんなブースがあるのか見みてみましょう！」

「いいじゃん！　当とう日じつの計けい画かくも立たてようぜ！」

　ワイワイ話はなしながら、わたしはおさえきれない感かん動どうを、何なん度どもかみしめた。

　みんなといっしょにつくった動どう画がが、コンテストでみとめられたこと。

　そして、今いままでよりたくさんの人ひとに届とどいたことが、本ほん当とうにうれしい！

（きっと叶かなえよう……一〇〇万まん回かい再さい生せいの夢ゆめを、みんなといっしょに！）

　見み上あげると、夏なつの始はじまりを告つげるような青あお空ぞらが広ひろがってる。

　キラキラと降ふり注そそぐ日ひ差ざしに、素す敵てきな未み来らいは、すぐそばまで近ちかづいてきている気きがした。







『恋こいうた動どう画がコンテスト』の結けっ果か発はっ表ぴょうがあった、次つぎの日ひ。

　ユキちゃんは、朝あさいちばんでソライロの入にゅう賞しょうを祝しゅく福ふくしてくれた。

「今こん度どいっしょにどこか行いこーよ！　お祝いわいさせて！」

「ありがとう！　帰かえったらママに予よ定ていきいてみるね」

　ユキちゃんと話はなしながら、ちょっぴり浮うき足あしだって教きょう室しつに向むかう。

　今日きょうは、一学がっ期きの終しゅう業ぎょう式しき。

　つまり……明日あしたから、夏なつ休やすみ！

　終しゅう業ぎょう式しきのあと、大おお掃そう除じ、成せい績せき表ひょうの受うけ渡わたしも終おわり、あとは帰かえりの会かいを残のこすのみ。

　みんなすっかり夏なつ休やすみに気き持もちがいって、教きょう室しつはソワソワした雰ふん囲い気きにつつまれていた。

「…………というわけで、夏なつ休やすみに関かんする注ちゅう意い事じ項こうは、以い上じょうです！」

　まるちゃん先せん生せいの声こえに、みんな目めの色いろを変かえる。

　ニヤニヤと目め配くばせしあう子こもいれば、フライング気ぎ味みに机つくえの上うえの荷に物もつをかかえる子こもいた。

　クラス中じゅうがじっと息いきをのんで、最さい後ごの合あい図ずを待まつなか……。

　まるちゃん先せん生せいはゆっくりと教きょう室しつを見みわたした後あと、ニッと笑えみを浮うかべた。

「それではみなさん、よい夏なつ休やすみを！　日にっ直ちょく、号ごう令れい～～～っ！」




　ワッと教きょう室しつをとびだす男だん子したちを先せん頭とうに、みんな次つぎ々つぎに教きょう室しつをあとにしていく。

「一いち歌か、帰かえろー！」

「うん！」

　ユキちゃんと教きょう室しつを出でると、廊ろう下かは、ザワザワとてもにぎやかだった。

　開あけ放はなたれた窓まどからは、みんなの声こえに負まけないくらい元げん気きな蝉せみの鳴なき声ごえが聞きこえる。

　ついに夏なつ休やすみ！

　あ～っ、ワクワクするなぁ！

　夏なつ休やすみの予よ定ていを話はなしながら階かい段だんを下おりていたら、ふいにユキちゃんが立たち止どまった。

「げ、体たい育いく着ぎ袋ぶくろ忘わすれた！　一いち歌か、先さきに下げ駄た箱ばこ行いってて！」

　くるりと回まわれ右みぎをして、一段だん飛とばしで階かい段だんを駆かけ上あがっていく。

　その背せ中なかに「わかった～！」と声こえをかけて、わたしは下げ駄た箱ばこに向むかった。

　靴くつにはきかえて、先さきに帰かえっていく子ことあいさつをかわして……。

　しばらくすると、だんだん、下げ駄た箱ばこの人ひと影かげもまばらになってくる。

（ユキちゃん、遅おそいな……）

　探さがしに行いこうか迷まよってキョロキョロしていたら、下げ駄た箱ばこの陰かげからふっと人ひと影かげがあらわれた。

「秋あき吉よし、まだ帰かえってなかったんだ」

　冴さえ木きくんだった。

「ユキちゃん待まってるんだ。忘わすれものしたんだって」

「ふーん……あ、動どう画が見みたよ。入にゅう賞しょうおめでとう」

「ありがとう！　冴さえ木きくんには、テスト勉べん強きょうとか他ほかにもいろいろと迷めい惑わくかけちゃって、ごめんね」

　わたしがあやまると、冴さえ木きくんは靴くつにはきかえながら、「いや」と笑わらって首くびをふる。

　ホッと、あたたかい気き持もちになった。

　一学がっ期きのはじめのころは、冴さえ木きくんがこんな風ふうに笑わらう人ひとだって知しらなかったな。

　フツーにはじまったはずの一学がっ期きが、ソライロと出で会あって、絵え師しになって。

　それからは、毎まい日にち、はじめて経けい験けんすることばかりだった。

（ホント、いろいろなことがあったなぁ……）

「──じゃ、また二学がっ期き」

　ふと、冴さえ木きくんが言いった。

　一いっ瞬しゅん、「え？」と思おもって、反はん応のうするのが遅おくれちゃった。

「あ、うん！　また二学がっ期き……」

　中ちゅう途と半はん端ぱに手てを上あげて、それを力ちからなく下おろす。

　そっか。夏なつ休やすみになると、冴さえ木きくんとはしばらく会あえなくなるんだ。

　ユキちゃんや広ひろ海みちゃんたちとちがって、休やすみに遊あそぶ約やく束そくをする仲なかではないけど……。

　ちょっぴりさみしく感かんじながら、ぼんやりと冴さえ木きくんの背せ中なかを見みつめていると、

「あ、そうだ」

　冴さえ木きくんがふりかえった。

「夏なつ休やすみにあるワク動どうフェス、秋あき吉よし、行いくんでしょ？」

　唐とう突とつな質しつ問もんにびっくりしつつも、わたしはうなずく。

「うん！　入にゅう場じょう券けんがもらえるから、みんなと行いくつもりだよ」

　わたしが答こたえると、冴さえ木きくんは少すこし考かんがえこむように目めをふせて。

　ふっと前まえを見みた、次つぎの瞬しゅん間かん──ショーゲキのひとことを口くちにした。




「──それ。俺おれもいっしょに行いっていい？」




　…………え？




「えぇ～～～～～～～～～～っ!?」











あとがき






　こんにちは、一いちノの瀬せ三み葉よです。

『ソラプロ』二巻かんを手てにとってくれて、どうもありがとう！

　今いま、このあとがきを読よんでくれているあなたはもちろん、一巻かんを読よんでくれたみなさん、つばさ文ぶん庫この掲けい示じ板ばんやファンレターで応おう援えんしてくれたみなさん、担たん当とうさま、夏なつ芽め先せん生せいをはじめ、たくさんの方かたに支ささえられ、こうして二巻かん目めをお届とどけすることができました！

　この場ばをお借かりして、心こころより感かん謝しゃ申もうし上あげます！




　さて。今こん回かいのお話はなしの中なかには、ワク動どうで活かつ動どうするサークルの名な前まえがいくつか出でてきました。（「ソライロ」を入いれてぜんぶで六つ！　探さがしてみてね！）

　キャラをはじめ、「名な前まえ」を考かんがえるのは、もともと、すっごく好すきなんです。

　なので、今こん回かいもゴキゲンでいろんなサークル名めいを考かんがえていたのですが……ふと思おもい出だしました。

　以い前ぜん、担たん当とうさんに、

「『ソライロ』ってサークル名めいは、どういう由ゆ来らいがあって決きめたんですか？」

　と聞きかれたとき、とっさに、

「いや～、なんかてきとうに……」

　とこたえてしまったことを！（笑わらい）

　あの、ちょっと言いい訳わけをしますと、「てきとう」というのは「いい加か減げん」ということではなくてですね……つまり、かっこよく言いうと「直ちょっ感かん」！

　ソラプロ風ふうに言いえば、「バリバリ、ズドーンッ！」と頭あたまにうかんだってことなんです！（よし、うまくまとまった！）

　みんなが送おくってくれるお手て紙がみの中なかでも、「キャラの名な前まえってどうやって決きめるんですか？」という質しつ問もんをけっこういただきます。

　これは作さっ家かさんによって本ほん当とうにまちまちだと思おもいますが、私わたしの場ば合あい、まずキャラのイメージに合あった「音おと」をいくつか思おもいうかべて、候こう補ほの音おとにいろいろな漢かん字じをあてながら、しっくりくる名な前まえを探さがす……という手て順じゅんで決きめることが多おおいです。

　でも、最さい後ごはやっぱり、直ちょっ感かんを信しんじるのみ！

　一いち歌かたちの名な前まえ、みんなにも「いいね！」って思おもってもらえたら、超ちょ～うれしいです。




　そういえば、私わたしが小しょう学がく生せいのころは、クラスの班はんごとに「班はんの名な前まえ」がありました。

　席せきがえのあとに班はん員いんで話はなし合あって決きめるのですが、いちばん印いん象しょうに残のこっている名な前まえは、個こ性せい派はがあつまった「レインボー班はん」！　人にん数ずうは七人にんじゃなくて五人にんだったけど（笑わらい）

　名な前まえを決きめると団だん結けつ力りょくが高たかまるような気きがして、班はんの名な前まえを考かんがえる時じ間かん、好すきだったな～。

　みんなの学がっ校こうでは、班はんの名な前まえってつけていますか？（いましたか？）

　私わたしの母ぼ校こうだけだったのかな？　と、ちょっと気きになっています。よかったら教おしえてね～♪




　ではでは、また次つぎの物もの語がたりでお会あいしましょう☆




＊一いちノの瀬せ三み葉よ先せん生せいへのお手て紙がみは、角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶに送おくってください！


〒１０２─８０７８　東とう京きょう都と千ち代よ田だ区く富ふ士じ見み１─８─19




株かぶ式しき会がい社しゃＫＡＤＯＫＡＷＡ　角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶ　一いちノの瀬せ三み葉よ先せん生せい係がかり



























一ノ瀬三葉／作


おうし座のＯ型。埼玉県在住。２０１６年、『トツゲキ!?　地獄ちゃんねる』で第４回角川つばさ文庫小説賞一般部門大賞を受賞し、デビュー。おふとんが大好きで早起きが苦手。好きなお菓子はチョコレートとたまごボーロ。






夏芽もも／絵


神奈川県在住のイラストレーター・漫画家。１月30日生まれの水瓶座Ｂ型。好きな食べ物はメロンと冷麺。少女漫画をよく読みます。



















装丁　ムシカゴグラフィクス
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②恋れん愛あい経けい験けんゼロたちの恋こいうたコンテスト








作さく　一いちノの瀬せ三み葉よ

絵え　夏なつ芽めもも





[image: ]





2017年11月15日　発行





(C)Miyo Ichinose 2017

(C)Momo Natsume 2017





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川つばさ文庫『ソライロ♪プロジェクト　②恋愛経験ゼロたちの恋うたコンテスト』

2017年11月15日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］http://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）















OEBPS/Images/embed0029_HD.jpg
\\

\
\\\W

\\\\\
\\

\






OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0031_HD.jpg
SORAIROD DROJECT

HOHICKDE,
PITADXAVIN—%H
ES5NBZESTT L

J92Y

Y FUHK !
YA UB5XBHE!?

BhI. RLOOB
VWWFEEEEDTN
BeRHEN SR

IE1$$HHG)
TAAH24523
Fr /R st
Gl

(5 3 % FEETopnel

\






OEBPS/Images/embed0025_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0010.jpg





OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg
V2T






OEBPS/Images/embed0008.jpg





OEBPS/Images/embed0007.jpg





OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg
/ .w\,\, 5 ‘ -
1\ -

| .

.

A





OEBPS/Images/embed0022_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0034_HD.jpg
B
=Tk
U}b o

>§§5'%'- g






OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg
1o X EF,
BILEERTHO
E<DHBIEL,

aaaaa

rvsqolo | )
LBE
BEIHED.

V4ol o
DS EEBED
rvscol ok, AR ER

Hx Ao RiELS, Prea.

ERfiro—on





OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0030_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0002.gif
b olllelreya:d 4





OEBPS/Images/embed0001.gif





OEBPS/Images/embed0026_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0000.gif





OEBPS/Images/embed0006.jpg





OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0023_HD.jpg
e

.

.
-

-
o

. .
.

-
o
-
L
-
i






OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
R

709z

5 4 o

v

[
o
L
-
o
[=4
[=%
’
o
[=4
<
[=4
o
(7]

L bapraell¥

RN






OEBPS/Images/embed0033.jpg
AT

BOOK>~WALKER





OEBPS/Images/embed0020_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg
g 2w

@B M W IRWTD0-

E0Ue20008" HALE-NYAD

D82

[NeY AV ___.vbﬁumwt,a\(.ﬁa\ mRMN

MoK ..o:mtr_.c\ .#hﬁo%@%pmmo N

By DO W 20

by _l__s.ﬁmﬂsm_zumDCtbty: N RE

ngn 2

¢aﬁsﬂiac %2 LAV fiolER
S Y INYIND0#60-- 2N 1Y Jhm

T e vy
bosgvi BEKHLEERY BREL
Hidle 2w N RV 20 VRIERED Y
T e
%mﬁaan51$¢327ﬁoaja¢$¢
C BreJno: _.mwtmr_ __m_%uwhm.r_b Ohre° M

ﬁmtm_.:b‘ B SIRIVIIIR S A 8—

FPE ECHEBIRIEE Y N — 1D LRELNSN)
(httpy//wwwkeishicho.metro.tokyo.jp/kurashi/ higai/kodomo/survey_h26 htmi)
NO-N i ~ORNUOTAAPK






OEBPS/Images/embed0024_HD.jpg





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		もくじ


		キャラクター紹介


		１　「恋うた動画コンテスト」に参加しよう！


		２　あこがれの「＆Ｓ」


		３　史上最悪のテスト


		４　メル友に恋する友だち


		５　はじめてのレコーディング見学！


		６　パソコン禁止令!?


		７　とつぜんの告白宣言


		８　図書室で勉強会


		９　リイコとコウスケ


		10　デート当日の大騒動


		11　恋のゆくえ


		12　ひとつぶの涙


		13　運命のテスト結果


		14　一歌の“決意”


		15　ソライロお泊まり制作会！


		16　ハプニング発生!?


		17　コンテストの結果は……？


		あとがき


		奥付









Guide



			Cover


    		本編


    		もくじ








OEBPS/Images/embed0032_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg
.
-

.






OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
w2 &

-]
Db =

B

— TRz 2 RN NI L R TR

RAL HK

N ENRES TR,

T O D%n w3 kv

o B IE B S IR L

S AR U Ee e R P

b2 &V

1 BOEMEAN— RN m Y —

w2 O €5

© NN BE LS

WV v D2 b2

~ NP6 Ho-m e e

R S TS T (2 Wen A5

~ oo ;[ i 4 I F {51 4w

o SeMundKES






OEBPS/Images/embed0028.jpg





OEBPS/Images/embed0027.jpg





OEBPS/Images/embed0018.jpg
ad





OEBPS/Images/embed0021_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0014_HD.jpg
A= AN O WIS IR RN

x—2whkie Ut TRVEHRex—2

MNLAKARMRV D X—2NLANS 142

+HpediEviiEinoe REED

i1 HOSRLAKRKROBSY” R
0 B3 N AN

RORR0RRSEhLIE SN OH#HNN AP~
B
N XIDT.PD_.A.K.\ KR SnV”

#in W

I D@%ifﬁbja NSH#® LUK
[Rii-dougashi@sorairo. XOJ NeNL

o 5 o

uzo;a:‘@mroy$mnﬁaia@o

P 5 E0 28054 a2u82

é_om,wa_,l_: ] .cnn?bniie ok
#» 00 8580y
BXERUNLAKBE N UOKINY ﬁ:‘r
D85 & QN3
R—2PUSEHILLSNEmH PRSI H
BN

iR






